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開講開講開講開講のことばのことばのことばのことば    

足利工業大学  
学長 牛山 泉 

 
足利工業大学と NPO 法人足利まちづくりセンター「VAN- NOOGA」の共催による公開

講座「地域活性化社会システム論」の平成 23 年度の講演録が、ここにまとまりました。 
まず、平成 23 年 3 月 11 日に起きた東日本大震災により亡くなられた大勢の方々のご冥

福をお祈りすると共に、被災され、傷つき、先祖伝来のかけがえのない財産を失った方々、

未だに故郷へ戻ることのかなわない方々、そして、福島第一原発の放射能汚染の危機下に

 
本学も東北地方出身の大勢の学生が在籍しており、今回の災厄は決して他人事ではなく、

実家が被災した学生も大勢おりますが、震災の復旧・復興について、自らの問題と捉え、

多数の学生ボランテイアを送り出すと共に復興支援の人材派遣等、できる限りの協力をし

ております。 
今年度で 3 回を数える本公開講座も、開催時期、講演録の発刊等、震災の影響を受けま

したが、引き続き、まちづくりや地域活性化に取り組んでいらっしゃる方々を講師として

お招きし、学生と市民が一緒になって勉強していくことこそが、日本の復興に繋がる確か

な途と信じ、開講いたしました。 
とはいえ、少子高齢化の進むわが国の行く手は厳しいものがあります。地域の活性化の

ためには、大学も従来の研究・教育の拠点としてだけでなく、地域の振興を担うネットワ

ークの拠点として機能してゆくことが期待されております。また、そうした活動の一環と

して、全国の大学で「地域活性化社会システム論」が開講されていると聞いております。 
本学の「地域活性化社会システム論」は、ＮPO 法人足利まちづくりセンター「VAN- 

NOOGA」と、その中心となって活動されてこられた本学都市環境工学科元教授の中川三朗

先生のご協力をいただき、今年度も 5 回の公開講座の開催ができました。 
 第 1 回と第 2 回は、隣接する鹿沼市、佐野市から「まち起こし」に努力しておられる風

間さん、宮地さんに活動の実態のご報告をいただきました。また、第 3 回は長い間、ソー

シャルビジネスに携わってこられた澤田さんにその奥深い経験をご披露いただきました。

さらに、第 4 回は、地元足利市でサイクリストモデルとして活躍している糸井さんに改め

て足利の魅力を気付かせていただく講演をいただきました。そして、最後の第 5 回は、宇

都宮共和大学の和田先生に両毛地域の都市の財政を語っていただくことにより、ミクロの

視点のみならずマクロな視点からのまちづくり、地域活性化について、幅広く、学ぶこと

ができたと思っております。以上が本年度の「地域活性化社会システム論」の内容であり

ますが、回を追うごとに、より地域の課題に迫って行けるように思います。今後も本講座

を継続するとともに、この成果を具体的なまちづくりに生かして欲しいと願っております。 

ある方々に、お見舞い申し上げます。





開講開講開講開講によせてによせてによせてによせて    

特定非営利活動法人足利まちづくりセンターVAV-NOOGA 会長 
会長 中川 三朗 

 
今年も足利工業大学と足利まちづくりセンター VAN-NOOGA との共催で「地域活性化社

会システム論」の第 3 年目の公開講座を開催することとなりました。足利工業大学 牛山 

泉学長ならびに簗瀬範彦教授のご尽力によるものであります。 
 講座は 6 月から７月にかけて 5 回にわたり開催しましたが、今年は 3 月 11 日の東日本大

震災とそれに伴う原発事故という大きな災害が発生する事態があり、今後地域活性化とい

うテーマの中に災害からの復旧・復興という問題が大きな位置を占めることになったと思

われます。地域活性化は一朝一夕に成るものではなく、これまで地域が連綿と持続されて

きたのは先人達の弛まぬ地道な生活の積み重ねから生まれた力によるものです。地域その

ものがパワー・ゾーンです。このパワーに現在のわれわれが新たにどのようなパワーを付

け加えられるか、どのように積み上げられるかが問われています。 
 パワー創造の源は案外地域に関わる個々の人たちのこだわりの意図に触発されることが

多いのではないでしょうか。過去 2 年の公開講座においてもいろいろな地域の活性化活動

をみてきましたが、今年も、風間教司氏によるカフェ事業を基にしたまちづくり活動、宮

地直樹氏によるクリケットの普及を通じたまちづくり、糸井 望氏による自転車を活かし

たまちづくり、さらに、地域活性化活動、たとえば、NPO を基にした活動にしても優れた

意図と実践だけではむずかしく、やはり資金の管理（マネジメント）が重要であることを

説かれた澤田藤司氏、また、行政の資金管理である財政問題（これは行政側のまちづくり

の基本問題ですが）について話された和田佐英子氏、とそれぞれ貴重なお話をうかがうこ

とができました。講師の皆様に厚くお礼を申し上げます。 
 今年は東日本大震災をはじめ異常気象による災害などさまざまな災害が全国各地で多発

しました。そして、多くの方々が被災されました。被災された方々には心よりご冥福をお

祈りし、また、お見舞いを申し上げます。 
 当講座は地域活性化をテーマに実施しておりますが、個々の地域の活性化をさらに有効

にするには各地域の総体である国土全体についての在り方について検討が必要であると思

います。災害対応もまさにその一つです。今後のテーマについて皆さんのご意見をいただ

きながら探っていきたいと思います。よろしくお願い致します。 
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司会 

定刻になりましたので、平成 23 年度足

利工業大学とまちづくり NPO 法人『足利

まちづくりセンター「VAN-NOOGA」』の

共催によります「地域活性化社会システム

論」の公開講座を始めたいと思います。ま

ず、年度の当初でありますので、中川会長

から一言ご挨拶をいただきたいと思います。 
中川会長 

皆さんこんばんは。この会も今年で 3 回

目ということで、足利工業大学と大学の簗

瀬教授のご尽力で続けられております。こ

ういう企画が続けられるということが大事

なんじゃないかと思っておりますけども、

今日も講師として、こんな若い方に来てい

ただける。 
私は初めてお会いするんですけど、まち

づくりっていうのは幅が広いから、若い人

から歳をとった者まで、あるいは男でも女

でもみんなが努力していることを、少しず

つみんなにわかってもらうっていうか、一

緒にやりましょうっていうことが大事だと

思います。  
VAN-NOOGA も頑張ってはいますけど

も、皆さんの協力を得て、ますますこの会

を続けていけたらと思います。とにかく、

足利のまちのなかにたった一日でもこれだ

け若い人がいるってことはめずらしいこと

というくらいの盛況ですので、こういう会

をぜひどんどん続けたいと思います。今日

は本当にお忙しいなか、ありがとうござい

ました。よろしくお願いいたします。 

司会 

会長、ありがとうございました。年度始

めということで、あと 6 月、7 月の 5 回ご

案内してございますので、今日を含めて、

参加のほどよろしくお願いしたいと思いま

す。 
それでは、本日講師をお願いしました、

風間さんをご紹介申し上げます。実は、私

も今日でお会いするのは、2 回目です。正

直なところを申し上げますが、日経新聞の

1 月のコラムに、風間さんが鹿沼市でやっ

ておられるカフェ「のらねこ」の話が載り

まして、鹿沼市役所の方に、ご紹介いただ

いて、さっそく会いに行った次第です。 
風間さんは、まちづくりということで非

常に広く、鹿沼や日光でご活躍されており

まして、県の催しにも出ていらっしゃると

聞いております。そういう訳で、今までお

呼びした過去の VAN-NOOGA の講師のな

かで一番地元のマスコミには名前の売れて

いる方かもしれないと思います。本日は、

日ごろ地元で活動している内容、また今後

の足利のまちづくりにも参考になる話をう

かがえると思います。よろしくお願いいた

します。  
申し遅れましたが、だいたい 1 時間程度、

お話しをいただいて、それから 30 分ぐら

い質疑応答という形で、いつもやっており

ます。いつもみたいに盛り上がって 5 分、

10 分延長することがあるかもしれません

が、ひとつよろしくお願いします。 
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日光珈琲饗茶庵 焙煎士 

 風間教司 



 

風間講師 

１．はじめに 

よろしくお願いします。まあ、1 時間も

話がもつかどうかっていう感じですけど、

座りながら、やらせていただきます。 
そうですね。一応、店をつくり、まちを

変えるという、こういった形で今日はお話

しをさせていただきたいなと思います。な

んかもう皆さん先輩方が結構多くて、そし

てまた若い子たちがいて・・・。どこから

こう話をしていこうかなと思っています。 
僕は鹿沼で生まれたんですけど、僕らが

中学生、高校生の頃、足利って結構、洋服

屋さんが多くて、電車を乗り継いでよく来

ていました。正直、憧れのまちといいます

か、鹿沼から比べたら本当に、なんて言う

かな、垢抜けたまちっていうイメージが非

常にありまして、今日ここにお呼びいただ

いて、非常に光栄に思っております。 
２．現在の仕事 

私、鹿沼で、「カフェ饗茶庵」という喫茶

店をやっているんですけれども、その話を

中心にさせていただきたいと思います。   
まずは、私が一応どんな人間なのかって

いうこ話をしないといけないでしょう。 
1975 年、昭和 50 年鹿沼で生まれまして、

血液型 A 型の 1 月 3 日生まれで山羊座です。

現在は有限会社「風間総合サービス」とい

う会社をやっております。内容は鹿沼で喫

茶「カフェ饗茶庵」というお店、それから

日光市、もとの今市市ですけれども、そち

らのほうで「日光珈琲饗茶庵」というお店

もやっています。 
鹿沼のお店は、99 年オープンなので 12

年ぐらいになります。日光のほうが 2009
年なので、まだ 2 年ぐらいです。それと「根

古屋珈琲研究所」というのをやっておりま

して、コーヒー豆を焙煎して、いろんなお

店に卸しています。これが一応本業といい

ますか、メインの仕事ですね。そのほかに、

ちょこちょこと「風間総合サービス」とい

うくらいのものですから、いろんなことを、

いろんな部分で、「あ、これ必要だな」とか、

「あ、こういうのをやってみようかな」っ

ていうような中で、いろいろとやっており

ます。 
「ネコヤド大市」の主催、今日はこの辺

の内容のほうをちょっとお話しさせていた

だきます。あとは、BBQ、「創業支援アド

バイザー」という名前があるんですけど、

宇都宮のユニオン通り商店街の活性化とい

うことで、これは栃木県の委託を受けまし

て、空き店舗を使い、「UNION-STUDIO」

という場所を設けて、今日の資料のなかで

ちょっとピンク色のちっちゃい『CREAM』

という、これユニオン通りのマップなんで

すけども、こういったマップ制作であると

か、今日のこういった形の講演会のように、

ユニオン通り商店街の方々を集めて、そこ

にまた講師の方を招いて勉強会をやったり、

そういった活動をしています。 
それから、「スキマスペースプロジェク

ト」と、またこれもよくわからない、まだ

最近、日光珈琲をオープンしてから始めた

ところです。まちのなかにあるちょっとし

たすき間、日光珈琲自体が、路地裏の部分

にあるんですけれども、そういった「まち

のすき間」を利用して何かできないかとか、

まちのなかで見落としている「すき間」を

もうちょっと生かして、また何か生まれる

んじゃないかっていう活動です。これはこ

れから、今市を中心に少しずつ動いてくと

ころです。 
予定では今年の 7 月宇都宮の、これがま

た、ちょっと廃れた、寂れた商店街の跡な

んですが、「もみじ通り」という商店街がも
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ともとありました。その跡といいますか、

ほとんどやっているお店がなく、空き店舗

だらけなんですが、そこに衣料品、雑貨、

これはカフェではないんですけども、そう

いったお店を今、開業予定で準備中です。 
それと、2012 年、予定では来年春に日光

市、今やっている日光珈琲店は旧今市市で

すけども、旧日光市のほうで、東照宮の近

くですね、廃屋を今、少しずつ直しながら、

カフェをオープン予定です。 
３．「カフェ饗茶庵」開店の経緯 

そんなようなものですけど、今日はとり

あえず、先ほどの「カフェ饗茶庵」という、

鹿沼のほう店の話をさせていただきます。

こうやって今までいろいろとやらせていた

だいてるのですが、私は鹿沼生まれながら、

実は、田舎がいやで東京の大学に出まして、

そのまま卒業して、東京に就職して、都会

のシティライフっていうんですか、そうい

うのに憧れて、生活したいなって思ってい

たんです。ところが、ちょうどバブル崩壊

がありまして、就職氷河期というのが訪れ、

私どもは団塊ジュニアなので、大学受験す

るときに、戦後で一番か次に大学の受験者

数が多い年といわれている年で、今度は卒

業した年が、就職氷河期まっただなかとい

うことで、いわゆる負け組といいますか、

東京での就職に失敗しました。それで、し

ょうがなしに地元鹿沼に帰って来たわけで

す。 
大学卒業後、地元の企業に勤めまして、

これもしょうがなしに勤めたんで、なかな

か続かず、半年で辞めちゃったんです。そ

れから、一年ぐらいアルバイト生活をして

まして、なんかこう、もやもやした時期だ

ったんです。そのときに、地元でずっとも

やもやして、これから一生暮らすのだった

ら、何か自分が好きなことやってみようか

な、まあ敗者復活戦じゃないですけども、

だめもとでなんかやってみようかなと思い

ました。  
ということで、開業を決意したんですけ

れども、学校出て半年しか仕事していなく

て、開業資金がなかった。それで、不動産

屋さんにお店をやろうと思って行っても、

「敷金だ、礼金だ」、そういうお金がかかっ

てしまう。そんなんだったんで、資金をか

けずに実家でやろうと思ったんです。 
親が「就職できないでそのまま東京でプ

ラプラしてんじゃない。それだったら、も

う地元に戻ってこい」というし、私、一人

っ子なんです。そういう経緯で、自宅の隣

の家が空き家になって売りに出て、私を連

れ戻すために親が買ってくれてたんです。

そこに住みながら先ほど話したように最初

は仕事してたんですが、その仕事も辞めて、

そこに一人で住みつつ、アルバイトしてい

ました。 
住んでいた家は、築 20 年くらいのもの

だったんで、自分の部屋くらい自分できれ

いにしようかと思って、暇なときにちょこ

ちょこと壁の色を塗り始めたりとか、やっ

てたんです。それだったら、「じゃあもうそ

こをそのままお店にしちゃおうか」と思っ

て、始めました。お金もないんで、そこで

やるしかなかったんです。 
４．「カフェ饗茶庵」の立地 

立地はですね、活気のなくなった商店街

から、路地をさらに奥に入った古い住宅街

の路地裏って、だんだん奥のほう、奥のほ

うに入っていくんです。路地裏の感覚って

好きでしてね。先ほど、足利市に来たとき

に、雪輪町界隈が好きだって思いました。 
路地裏が生まれ育った実家の隣りで、小

さいころはその路地裏が遊び場だったんで

す。そういった場所は、一般的には、「なか
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なかお店をやるには難しい場所じゃない

か」ってよく言われていたんですが、敗者

復活戦ですから、とりあえずプラス思考で

いこうってことで、そういったところだっ

たら、わざわざ探して人に教えたくなる場

所にしてしまおう。そういう野望を抱きつ

つ、お店づくりをしていました。 
周りがみんな止めた。「商売するなら宇都

宮、なぜ鹿沼にとどまるのか」と。鹿沼も

そのころ、僕が地元に帰って来たころは、

やはり中心市街が衰退してまして、自分が

慣れ親しんだお店が、どんどん店を閉めて

くような状態でした。新しくできるお店っ

ていうのはほとんどなかったんですよ。 
それで僕が「お店をする」って言ったと

きに、「何をこいつはとち狂ったのかな」っ

ていうふうな周りからの反応でした。とり

あえず、お金もないことですし、場所はこ

こしかないし、ただ、自分が生まれ育った

まちなので、周りに知り合いは結構いるか

なとは思いました。とりあえずお店を開け

ば、最初ぐらいは来てくれるかなと思って

始めました。 
生まれ育ったまちで、良くも悪くも自分

が、一番わかっている土地だというふうに

解釈をしてやりはじめました。実際、お店

を始めまして、最悪の立地とはよくいった

もので、この中で、いらしたことある方は

先生ぐらいですね。非常にわかりずらいと

ころにあります。今でこそ多少、駐車場な

り、なんなりが周囲にできまして、わかり

やすくなったんですが、今でも、「どこにあ

るんですか」ってお客さんから電話かかっ

て来るようなところなんです。 
 

カフェは、今でこそ、いろんなところで、

「街角カフェ」といった形で出てきていま

すが、私が始めた当時、栃木県内では「カ

フェ」と言ってもなかなか通じなかったん

です。「カフェレストラン」や「カフェバー」

という名前になって伝わったり、「女の子が

付く店なんかい」というような話も出てき

たりしていました。 
そうした新業態だったので、当然オープ

ンしても暇な日が続いたわけです。僕自身

も若くて、独り者で、住む家に困らずに、

一応カフェという飲食業だったものですか

ら、食べるにも困らなかったので、その間、

「これからどうしていったものか」ってい

うことをずっと考えていたんです。 
それならば、「ゼロから、鹿沼スタイルっ

ていうものをつくってやろう」。「これが、

僕が提唱する、このカフェが提唱する鹿沼

です」。そういうものをどんどん PR すれば、

人は探してでも来てくれるのかなというこ

とを考えました。 
この「ゼロからの鹿沼スタイル」という

大きな言い方は、要は「鹿沼に独自にある

ものであれば、ほかにないものであれば、

外からでも、わざわざ鹿沼に来てくれるん

じゃないか。鹿沼に人が来てくれれば、自

然と自分のお店も探してお茶も飲みに来て

くれるんじゃないか」という考えです。 
具体的に、どんなことかといいうと、鹿

沼を、自分の地元を振り返ってみたときに、

どんなところかと言うことを読み上げてみ

ます。 
まず、田舎である。自然がある。田畑が

ある。この辺が最初は嫌で東京へ出たんで

すけども、いざ地元に帰って来て、一度外

からの目線で見ると、意外と「これってい

いな」と思うようになったんです。そうい

った自然があって田畑があるから、食材が

あるわけです。 
鹿沼というのは歴史的にいうと、ちょう

どうちのお店のところは裏山が、「御殿山」
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と言いまして、もともとの鹿沼城の城跡で

す。鹿沼はもともとどんなまちだったかと

いうと、宿場町であった。宿場町で繁栄し

た。それから職人街である。これは木工産

業であり、僕も幼いときから慣れ親しんだ

彫刻屋台のお祭りがあった。僕が住んでい

るところは、上材木町といいまして、名前

のとおり、昔からの材木にちなんだ職人町

でした。 
僕が小さいころ路地裏で遊んでいたころ

は、長屋があって、その長屋のなかで建具

屋さんが、細かい材木を削っていた。材木

置場もあって、追いかけっこの場所でした。 
あと、街道がある。これは足利にも通じ

ている「日光例弊使街道」という、鹿沼が

宿場町として繁栄したときの街道ですね。

街道があるからまちがある。そしてまちが

あるから文化がある。古いまちなので、神

社、仏閣がある。それからさっき言ったよ

うに、伝統のお祭りがある。路地が多い。

古いまちですからね。 
それから、日光に近い。宇都宮に近い。

栃木に近い。カフェをやったときに、地元

の人を呼ぶだけでやると、なかなか難しい

かもしれない。でも、近くに日光という年

間 800 万人くらいの人が来ている観光地が

あれば・・・・ということなんです。 
宇都宮市は、今人口 50 万人くらいでし

たっけ。栃木市も蔵のまちで観光客の方も

来ています。鹿沼は地元で 10 万人。合わ

せると結構、人は来ているだろう。  
それから東京まで 100 キロ圏内です。

100 キロ圏内って意外と行き来しやすい距

離といいますか、日帰りもできる距離なの

で、そういった部分でプラス思考で考えて

ました。 
最後に、住んでる人、住民は、鹿沼の良

さに気付いている人が少なかった。そうい

うことです。これ自体、「うちのまちにはあ

れがないから、あれが欲しいな」とかのな

いものねだりじゃなくて、とりあえず、あ

るものを探して、あるものを生かしてみよ

うという発想です。こういったものをひっ

くるめてですね、ドーンと、地元の素材を

用いた、ストーリーのあるお店をつくって

みよう。そしたら結構おもしろみがあるん

じゃないのかな、というふうに考えました。 
 

「カフェ饗茶庵本店」の紹介です。お手

元の資料ですが、うちのメニューを開くと、

一番最初に今説明したことが書いてありま

す。先ほどご紹介した素材をそのままひっ

くるめて入れてみたんです。 
日光例幣使街道、街道沿いのこのまちに

は宿場の歴史があります。多くの旅人が心

と身体を癒したつかの間の休息町。饗茶庵

はそんなまちの息遣いを感じる路地裏の庵

です。こんな店にしたいなと思って、メニ

ューの一番初めに書きました。 
こういうふうに書き出すと、意外とそう

いうふうにみんなが見てくれるんです。「あ、

鹿沼」って、「あ、例幣使街道」って、とか、

「この道は例幣使街道なんだ。」、「あ、宿場

町だったんだ」とか。そういったいうふう

に、お客様や周りの人たちが感じてくれる

んです。 
それで、実際にお店の概要を、ちょっと

書いていますが、1999 年にオープンしまし

た。宿場町鹿沼、昔ながらの雰囲気を残す

住宅街の路地、根古屋路地にひっそりと佇

む一軒家カフェ。店主自ら改装し、鹿沼の

まちで使われていた建具や古家具を用いた

落ち着いた店内には、地元アーティストの

作品などが飾られ、新旧が混じり合う独特

の空間が広がる。これは勝手に、自分でこ

ういうふうに説明しちゃうんです。そうす
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ると「まあそんなもんかな」と思ってもら

えるわけです。 
その住宅街の路地裏の「根古屋路地」っ

ていうところにお店はあるんですが、実は

この「根古屋路地」っていう名前、私が勝

手に付けちゃったんです。なんで根古屋路

地かというと、古い住所だと「上材木町字

根古屋」という字名だったんです。この根

古屋っていうのは調べますと、お城の城郭、

城郭というか、お城の周りにだいたい今も

残っているところです。御殿山という、後

ろにお城があったということをイメージす

るためにも、「根古屋路地」と付けちゃいま

した。ほかにも、いろんな部分が、この言

葉にかかっているんですよ。路地なので、

周りに猫が多いので、その猫とかけたりと

か、あとでまた説明します。 
自家焙煎のスペシャリティコーヒーと地

元食材を使用したフードメニュー、季節の

素材を用いたすべて手つくりのスイーツっ

て、これはもう宣伝ですね。これもカフェ

という場所柄ですね。年齢、職業、地域、

それを問わず多くのいろんな方々が集まる

サロンとして、情報発信の場ということで

すね。 
それから資料にはないですけども、この

奥に古い一軒家があって、路地裏で車が入

れないところです。うちの周りって本当に、

まちのなかでもドーナツ化現象というんで

すか、どんどん高齢化が進んで空き家が増

えているところです。たまたま、ここの建

物も、僕が当初お店を始めたときは、人が

住んでいたんですが、そのあと空き家にな

ってしまいました。細かいことを言うと、

土地の持ち主と住んでいた建物の持ち主が

違う方でして、引っ越されるときに、建物

持ち主の方は建物を壊して、土地を返さな

きゃいけないと契約にあったんです。建物

を壊すと費用もかかります。この建物の後

ろに竹林があるんですけれども、竹林の下

が、お墓なんです。細い路地裏をこうやっ

て入ってくると、お墓が丸見えになる。ど

うしてもカフェにとってイメージ的によく

ないなってことでお話ししたら、「建物をあ

げるよ」っていうことになり、譲ってもら

った。建物だけをいただいちゃったんです

が、僕が使わなくなったときは建物を壊さ

なきゃいけない。 
そんなこんなで、この場所を手に入れて

しまったのですが、先ほどの部分を改装し

て、「花蓮」－カフェの離れだから花蓮とち

ょっと文字を掛けて－花蓮といいます。そ

こで、ライブとか展示とか、多目的な場所

として使っております。 
 

先ほど言ったように、一軒のお店で、周

りのお店が閉まっていくなかで、どうやっ

てお店を続けて、お客さんを鹿沼に引き寄

せるかって考えたときに、「このまちを生か

していくためには、よそから人が来て、そ

の人たちに楽しんでもらわなきゃいけない。

その人たちが動き出せば、実際に地元の人

も動き出すだろう。」という話を周りのお店

の方々としたりしました。また、実際にお

店を始めた人たちや、自分もお店を出した

いっていう人たちが、相談をしに来たんで

すね。僕がお店を始めたのは 24 歳だった

んです。 
「そんな年齢でもお店ができるんだ」とか、 
「お金なくても、どうやってお店をやった

のか」とか、 
「お店やるには何をすればいいのとか。」 

お客さんのなかには、こう話をしている

間に、自分もやりたい人が出てきました。

周りは高齢化で過疎化が進んでいますから、 
「じゃあ、あそこに空き家があるから、あ
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そこでやってみたらどうなの」、 
「ここでやってみたらどうなの」 
と言っているなかで、少しづつ、お店がで

きてくるようになりました。 
そのときも、自分が経験したことであれば、 

「こうすればお金はかからずできるよ」と

いう話をして、いわば、起業のノウハウを

教えたりして、そうした仲間たちとともに、

地図をつくってみたり、イベントをやって

人集めをやったりという活動をしていきま

した。そのなかから派生したのが、「ネコヤ

ド大市」になります。 
こちらは資料を持ってきているんですが、

木工のまちだとか、職人のまちだっていわ

れているわりには、実際にまちのなかに後

継者が少ないんです。それで、木工産業も

下の方向にいったりしていました。職人気

質があるまちであれば、木工細工も既存の

ものだけではくて、いろんなものをつくり

たいという人が集まったら、また、まちに

活気が生まれるかもしれないということで

ものづくりを考えました。それから、新し

く店をやりたいという人たちにチャレンジ

ショップとして、 
「市をやってみましょうよ」という話をし

まして、「ネコヤド大市」というものをはじ

めました。 
さっきの根古屋路地から、ネコヤド大市

っていう名前がきているのですが、このネ

ーミングも、さっき言ったように、路地で

猫が歩いてて、昼寝もしているから、猫の

宿だとか、根古屋路地というふうに言って

いたんですが、なんとなくイメージ的に、

「市」なんで、フランスのマルシェを思い

浮かべたんです。そのときに、フランス語

の発音だと、「ド」が入るからと、「ネコヤ

ド」・・・・「ネコヤ・ド・路地」、「ネコヤ・

ド・大市」みたいな感じのネーミングで、

これもまた勝手につけちゃったんです。 
そういったことで、ネコヤド大市を 2006

年の 2 月から毎月やりましょうということ

になりました。毎月、お店出したい人たち

に、この場所を提供しました。先ほどの花

蓮ですね、あの部分のスペースが空いてい

るので、そこを中心に出店してもらって、

力試しをする。まず、そこでチャレンジシ

ョップとして販売して、それから、イベン

トをやることによって、お客さんもいっぱ

い来てくれて、周囲のお店も喜んでくれま

す。実際にチャレンジしてくれた方が、あ

る程度回数をこなすことによって、お互い

にやりたい人、何か希望を持っている人同

士で情報交換をしたり、それから、数をこ

なすことによってある程度リピーターのお

客様もついてもらって、顧客になってもら

ったりしました。お店をやる前からお客様

もついてもらって、そのお客様がここに来

るのであれば、うちの近所の空き店舗にも

お店を出してもらいましょうという動きに

なりました。  
一般的にいろんなところでマルシェとか

市とか、はやっているんですけれども、ネ

コヤド大市は、基本的にチャレンジショッ

プでやっております。 
概要としてはこんな感じです。 
スライドでは、こっちの奥に人が見えま

すか。これが、根古屋路地です、本当に狭

いところですけれども。この向かって左側

のちょっとした屋根が、うちのお店です。

花蓮の建物のなかは、こんな感じす。この

なかに 8 店舗ぐらいは出せるんです。ここ

だけでなくてうちの隣に、お店をやりたい

って相談に来た男の子が、 
「レストランをやりたいんです」と言うんで、 
隣にあった空き家を貸して、今は「アンリ

ロ」というフレンチのベジタリアン、野菜
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料理の店をやっています。このスライドが、

そのアンリロと花蓮です。 
だんだんとネコヤド大市の回数を重ねる

ごとにお客様が多くなり、出店したいとい

う方も多くなってきたので、少しずつ路地

からまちに出て、まちなかの空いている店

舗を借りたりとか、スライドの一番左の下

の部分では、近所の自治会館をお借りして

います。 
あと出店者した方が、焼き物や革細工を

作っているところです。こっちはワークシ

ョップです。子どもたちを相手に、お菓子

で家をつくってみましょうとかいうイベン

トを毎月第 1 日曜日にやっています。 
ネコヤド大市では、毎回、平均して 15

店から 20 店舗ぐらいの出店者があります。

平均すると、毎回 1000 人ぐらいのお客様

がいらしてくださっています。 
こうして、饗茶庵というお店を始めまし

て、まず少しずつ周りにお店ができるよう

になってきました。そして、このお店だけ

じゃなくて、もっと輪を広げたいと思って、

ネコヤド大市っていうことをやりました。

ネコヤド大市をやることによってもっと周

りにお店を出す人が出てくるようになりま

した。 
そんなことをやっている間に、少しずつ、

「あそこ行くとおもしろいよ」というよう

な話がいろんなところから出てきてまして、

雑誌に取り上げられるようになりました。

ちょうど時代的にも、地方がおもしろいと

い う こ と に な り 、 全 国 紙 で す が 、

『OZmagagine』という雑誌に取り上げら

れました。これは、東京や首都圏の OL さ

んとか、おしゃれな女性向けの雑誌です。

この「日帰りお出かけ」というところに、

小さいんですけども、書いてあります。葉

山とか、笠間焼の笠間、そういうおしゃれ

なところのなかに、鹿沼が入ってきたりし

まして、少しずつ広がりの輪が生まれてき

ています。繰り返しになりますが、ネコヤ

ド大市をやっているなかで、「お店を持ちた

い」、「ネコヤド大市の仮店舗から出店した

い」という人たちが少しずつ増えてきて、

まちのなかにお店ができてきたという経緯

があるのです。 
こちらは新たな動きですが、先ほど言い

ました、日光珈琲のほうでも、お店の横に

たまたま空いている場所があったので、そ

こに古本店とかギャラリーが入って複合施

設になっているのです。ここの古本屋さん

やギャラリーも、もともとネコヤドで出て

きた人たちなんですよ。 
「今度、一緒にお店出しましょうよ」と

いった形で。最初、全く何にもないところ

にいきなり、3 つのお店ができたら、今度

は周りも刺激され、最近では、雑貨屋さん

とか、カフェとか、日光という土地柄なの

で、ゲストハウスなんていうのもできてい

ます。 
ネコヤド大市からお店が出てくるように

なり、次の段階では、ネコヤド大市に関係

なく、いつの間にか空いていた店舗にお店

ができ始めるようになったんです。 
こちらは、洋服屋さんです。これはネコ

ヤド大市から出てきた焼き菓子のお店です。

こっちは雑貨屋さん。あそこはネイルサロ

ンです。この冊子に、今年 1 月って書いて

あるんですが、実際は去年のことです。去

年 1 年間に、いつの間にか 5 軒か 6 軒、ド

コドコってでき始めちゃったんです。そん

な動きが自然とでてきました。そうやって

周りに自然といつの間にかお店ができてき

てしまいましたということです。 
 

最初、10 年くらい前に 1 件のカフェがで
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きたなと思ったら、もうみるみる周りにお

店ができてきたということで、お役所とか、

商工会議所さんのほうも、従来は、あまり

一緒に動いてたことはなかったんですけど

も、今では逆に、「うまく使ってちょうだい」

というようなお話をいただきまして、 
「たとえばこんなことあるよ、こんなこと

やるよ」っていう情報の中から、 
「空き店舗活用や、起業支援とかで補助金

が出るよ」 
とかいうお話をいただいたりしています。

起業をやるとするとそれに対しての融資が

できる、無担保無保証とか、マル経融資だ

とかもありますが、そういう制度の情報を

くださるようになりました。 
そうすると、たとえば、最初、ネコヤド

のチャレンジショップでやっていた若い人

が、資金がないなかで、 
「でもまちのなかにオープンしたい」 
と言ったときに、空き店舗活用の家賃補助

が受けられる。そのほかにも設備投資にし

ても、安いリース料で借りられる。そうい

った形が、自然に生まれてくるようになり

ました。市役所に行って、補助金の申請に 
「ネコヤド大市でこういうことやっていま

した」 
というふうに書くとスムーズに通るとか、

そういうような流れに自然となってきまし

た。 
それから、今日、会場で配っている『の

らねこ』というのが、私どもネコヤド大市

実行委員会でつくった情報誌です。それか

ら『ネコヤドマップ』。これも、これ開いて

いただくとわかりますが、絵が書いてある

後ろを開くと、地図になっています。表は

このままポスターになっている。 
鹿沼のネコヤド、うちのお店の周辺のお

店には、みんなこれが貼ってあるんです。

これが貼ってあると、来た人は「これ何な

んだろう」と思う。次に手に取ってもらう。

こういったマップです。 
一般に、こうした町の案内マップは、従

来は、市役所、商工会議所、観光協会とい

ったところから出てたんですが、意外とう

まく利用されていないんじゃないかとか思

いました。そういう話をしたら、 
「もう編集任せるからつくって」 
というお話をいただきまして、情報誌をつ

くりました。 
現時点では、このマップは超レアもので

す。これは 5 月にできました。昨年度の事

業で、3 月いっぱいで、完成する予定だっ

たんですが、震災の影響がありまして遅れ

て 5 月の連休前に配布をしたんです。7000
部つくったんですが、2 週間で全部なくな

ってしまいました。鹿沼市では、5 月の連

休前に「まちの駅」というものが、まちの

中心にオープンしましたので、そこに置い

てもらったんです。まちの駅は市が独自で、

別のマップをつくったんです。 
「その横に、よかったらこれ置いてくれま

せんか」 
とお願いして置いてもらったら、来たお客

さまがみんなこっちばっかり取っていてし

まうので、2 週間でなくなりまして、今は、

もうほとんどありません。今日、持ってき

ているぐらいしか残ってないのですが、増

刷が決定しました。今月中に 10000 部増刷

ということになりました。 
わざわざ観光で鹿沼に来た人が、これを

持ってまちのなかを歩いているという状況

ができていたんで、市役所や商工会議所の

ほうに、 
「もうなくなっちゃったんだけど、どうに

かなりませんか」とお願いしました。 
当初は補助の対象でもなくて、予算でも
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なかったんですが、そこを何とか予算を確

保してくださって、 
「3 分の 1 市、3 分の 1 商工会議所、3 分

の 1 だけ君らどうにかしてくれ」 
ということになりました。そこで、3 分の

1 を自分たちで集めるため、協賛を募りま

した。お金がないのでどうしたかっていう

と、（ポスターの中のイラストを指して）こ

こに人いますね、この人たちにスポンサー

になってもらうことにしました。いくらか

デザインが変わるんですけれども。 
「お金一口 10000 円出してください。鹿沼

を好きな人、鹿沼をどんどん紹介したい人、 
一口 10000 円出してください。そのかわり、

あなたもこのまちのなかにいられます」 
という趣向です。協賛金を出してくれた方

の似顔絵、この顔がその人の似顔絵になっ

て、名札もちょっと入るというシステムで、

10000 部、今、印刷中です。 
10000 部も増刷した理由は、東武鉄道さ

んが、「ちょっとこれはおもしろい」という

ことで、東武沿線、特に日光線の主要駅、

特急列車が止まる、浅草、北千住、春日部、

栃木、鹿沼、日光、鬼怒川といった駅で配

布してくださるというお話があって、急い

で増刷をしているところです。 
ほんの少しの見方の違いなんですね。町

の案内地図もいろんなものがあったんです。

ただ、たとえば、商工会議所がつくるマッ

プだと、商工会議所の会員のお店が載って

いるマップです。観光協会がつくると、観

光協会の会員が中心になったマップです。

市がつくった文化的なものは、古い屋台蔵

と神社が載っているマップです。でも、ま

ちを歩く人は、手にとって便利な一枚のマ

ップを持っていればいいんです。いろいろ

あって選ぶようでは、なかなか手に取れな

い。そこで、 

「そういったものを全部凝縮して、その上

に、新たな鹿沼のイメージを出せるような

マップをつくりましょう」ということで、

こういったマップになりました。 
このマップをつくるのに、先ほど配った

『のらねこ』という、これも一年間かけて、

春夏秋冬と 4 回取材をして回ったんですが、

地元にいながら、いままで知らなかった地

元のおもしろい人たち、おもしろいでき事、

おもしろい文化、歴史というものを自分た

ちで歩いて、調べて、 
「あ、こんなものがあったんだ」 
と、自分たちが実感した上で、それをまた、

表に出していこうという形で取材して、そ

れを総まとめにして、保存できるようにと

いうことで、このマップを製作しました。 
こちらは、先生が先ほど紹介して下さっ

た新聞の記事です。 
「宿場町として栄えた栃木県鹿沼市の旧

中心街にちょっと変わった路地がある。道

を挟んで民家を改装したカフェや料理店が

あり、毎月、雑貨や菓子などの出店が並ぶ

市がある。常連が遠くから訪れて行列をつ

くるほどの賑わいだ。 
郊外の大きな商業施設が増え、中心部が、

寂れた。帰郷した一人の若者が生まれ育っ

た路地を起点に、まちの再興を夢見る。ま

ず、空き家を転用しカフェを開いた。就職

難もあって、起業希望の若者が集まる。準

備と手ほどきを兼ね、5 年前に毎月の市を

始めた。ここでまず顧客をつかみ、開業に

つなげる青写真を描いた。 
古い建物、路地、農業用水、車社会であ

る地方都市では、逆にそういったものがお

もしろがられると、火付け役の若者は言う。

路地からあふれた人がまちを歩く。起業の

好機だ。まちなかに菓子や古着などを売る

店ができ、さらに散策する人が増える流れ
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になった。新たな箱物ではなく、今あるも

のを生かすまちおこししだ。 
正月に帰郷し、シャッターの下りた商店

街や閉鎖した商業施設など、ふるさとの変

わりようを目にした方も多いのではないか。

鹿沼に似た、若い世代によるまちの再生が

今各地で起こっている。蔵を料理店にした

り、商店を画廊にしたり、楽しさの舞台と

しての古いまち。そういう着眼点に未来を

感じる。」 
これが先生の目に留まり、今日ここに私

が来るに至った新聞記事です。日本経済新

聞の 1 面のコラムのところにちょっと載せ

ていただいたんです。 
 

3 月 11 日震災がありまして、栃木県も大

変な状態になりました。鹿沼も、若者がい

ろいろと頑張ってやっているなかでの地震

だったので、かなり影響もありました。お

客様がほとんど動かなくなったりとか、影

響もありました。準備をしていて、オープ

ンする 1 週間前に震災に遭ったお店もあっ

て、 
「お店を開いて、お客様を待っててもしょ

うがないから、自分たちでなんかできるこ

とはないかな」 
といったことになりまして、 
「目の前の目標をつくろう」ということで、

「どうしようか」 
と言ったときに、 
「ボランティアをみんなでやろうか。でき

る人から、声かけてやりましょう」 
となりました。 

鹿沼市には、福島県飯館村からの避難の

方が 500 人ぐらいいらしたんです。そこで、 
「店が暇で、店に居てもしょうがないから、

福島県から来てる方に、せっかくだから鹿

沼を楽しんでもらいましょう」 

ということで、 
「じゃあ、俺、コーヒー淹れるから、みん

な何かやるか」 
と言ったら、先ほどのネコヤドのメンバー、

若者たちが、のっかってくれまして、お菓

子屋さんが、お菓子を配ってくれたり、雑

貨屋さんが鹿沼のもともとの生産であった

「麻の葉」、麻の葉っていうのはお守りなん

です。そのお守りの緑を手拭いにしている

んですけど、お守りですから、その手ぬぐ

いを皆さんに配ってくれました。 
そういったボランティア支援やらせてい

ただいた。これを一度やり出したら、みん

な、はまっちゃたんです。目の前でやるこ

となくても、こうやって喜んでくれる人が

いると。それからです、避難所のほうにち

ょくちょく行きつつ、その中で、 
「自分たちも大変だけど、もっと大変な人

たちがいる。この人たちに比べたら、自分

たちは、まだまだ恵まれている。もっと自

分たちがやれることをやろう。町を引っ張

っていって、また、経済を活性化させて、

お客さんに来てもらおう。」 
そういった意思をみんなで確認し合った。

また新たな絆ができたって感じです。 
避難されていた方は、今は飯館村に戻っ

たんですが、我々としては、月 1 ぐらいで

休みの日に仲間内で募って、先月は石巻に

も行って、泥出しのボランティアです。 
お店をやっているんで、日帰りで休みの

日に行っています。この写真は、ついこの

前、南三陸町へ行きまして、コーヒーを振

るまったときのものです。写真の奥のほう

もまた別のカフェですが、ここの店は、焼

き菓子を配ってくれました。 
ネコヤドに出ている「消しゴムはんこ」

の人が、 
「その場であなたのはんこ彫りますよ」 
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と流されて何もなくなった子どもたちに、

名前のはんこつくってあげたりとか、そう

いった触れ合いをやりつつ、ボランティア

に行った自分たちの仲間意識をお互い高め

る。絆をつくっていく。そんなことやって

います。 
「ストーリーのあるストリートつくり」

を目指して 

結びです。これからどうなっていくのか

ということですが、「今、やっていることが

うまくいったらいいな」ということです。 
コミュニティを生かした人材の交流と育

成というと難しいような話ですけども、鹿

沼は、さっき言ったように、お祭りがあっ

て各町内にこういう山車がある。この引き

手もだいぶ少なくなって来ています。鹿沼

のまちのなかに住んでなくて、新しく別の

まちなかに出たお店でも、ネコヤドから出

た仲間に、 
「みんな祭りに関わろうよ」 
と呼びかけたんです。私自身、もともとお

を店始めたときに、地元の方から、有無も

言わさず祭りに参加させられらたもんです

から、この辺はちょっと、体育会系のノリ

なんですが、やっぱり祭りに出ることによ

って、地元の伝統文化、歴史を知ることに

よって、またそこでお店をやっていくとい

うところにつながっていくことがあります。

そういったお祭りへの参加だとか、ネコヤ

ド大市という現場的な部分に加えて、いわ

ば、「起業講座」ですが、自分でやりたいっ

ていう人がいれば、そのやりたい部分に関

して、 
「じゃあ、こういうふうなやり方でできる

よ」 
という起業の講座をやっています。 

最近、先ほどの震災のボランティアをや

っている間に、今までのネコヤドの人たち

ではなくて、地元の商店町の人たちも一緒

にボランティアに参加していただき、その

なかで、新たなコミュニティが生まれまし

て、「11 日の会」というのができました。 
地震も 11 日だったんですけども、たま

たま、 
「ボランティアに行って集まってたときに、

ずっと顔は知ってて挨拶はしてたけど、ま

ともにしゃべったことなかったよね」 
というような、地元の既存の商店の方と、 
「じゃあ、今度みんなで会って話でもしよ

うか」 
ということになり、たまたまその日が 11
日だったので、それも地震の 11 日できっ

かけができたものだから、毎月 11 日に集

まろうという「11 日の会」が発足しました。 
これから、ここもまたおもしろくなって

いくんじゃないかなという感じです。いろ

んな人との出会いです。初めて町でお店を

オープンした若い人、元からやっている老

舗の人たち、そういった人たちとの出会い、

そういった人たちが紡ぐストーリー、これ

からの物語つくっていきましょう。そうい

ったことを、まず、ひとつやっていこうか

なと考えています。 
それから、私自身が鹿沼に住んでいて、

日光のほうにもお店を出したものですから、

もともと例弊使町道でつながっていますし、

歴史的にも非常に深い関係があります。ひ

とつの町だけで繁栄して、盛り上がって、

お客さんを引っ張ってくるっていうことだ

けじゃなくて、街道でつながって、広域的

に人が呼べるようなこと、「地域連携」がで

きるんじゃないかと思いました。実際にお

店を出しつつ、日光の方々といろいろと最

近、やり始めているんですが、これは日光

の天然氷です。天然氷をつくっているとこ

ろは今、日本で 5 軒しかないんです。その
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うち 3 軒が日光です。でも、担い手が少な

いということなので、 
「それじゃあ、お手伝いしましょう」 
と私の日光の店では、全部、天然氷を使っ

たメニューを出しています。 
そのきっかけは、天然氷の切り出しの時

期です。人が一番必要なときに、鹿沼から、

ネコヤド周辺の若者を連れて氷の切り出し

に行ったりして、いろんなところで少しず

つ市町村の枠に捉われずに、つながりを広

げているところです。そういった部分で、

歴史軸を基にした地域化のストーリーをつ

くっていきたいと思います。 
そんなことで、「ストーリーのあるストリ

ートつくり」とちょっと言葉をかけてみた

んですけども、そんなまちづくりができれ

ばなと思っています。 
ここ足利も、同じ例弊使町道の街道沿い

です。少しずつ、鹿沼と日光がつながって、

そこに栃木がつながって、佐野がつながっ

て、足利がつながって、全体的につながっ

てきたら、全体的におもしろくなっていく

のかなと思っております。 
こんなところです。つたないお話でした

けども、ご静聴ありがとうございました。 
 

司会 

ありがとうございました。なんと言うか、

久しぶり感動しました。お話を聞くと、さ

きほどの日経新聞のコラムで、1 箇所だけ

言い過ぎの部分がありますね。まちおこし

のためにお店を始めたみたいに書いてあっ

た。 
風間講師 

そうなんです。 
司会 

お話を聞くと、結果として、そうなった

ということでした。たぶん、その辺が、少

し話を作ってありましたが、あとは記事通

りのお話かなと感じました。 
私は、あの記事を読んで、鹿沼市役所の

都市計画課に用事があったので行ってみた

ら、カフェの場所は、なんと市役所のすぐ

裏なんですね。担当の方が案内してくださ

ったんですが、意外と市役所の中でも知ら

ない部署があったりして、行政の縦割りは、

一般的に全国どこでも、そうしたところは

あります。でも、鹿沼市の担当の方は、日

光まで行ってくださったんですよ。 
風間講師 

そうなんですよ。「先生をお連れする前に、

私が下見に行きます」ということで、名刺

交換させていただいて、それからのことで

す。 
司会 

正直、びっくりしたのは、写真の通りで

すが、周囲のインフラが貧弱なんですよ。

区画整理も何にもしてないですから、本当

の路地、この足利市家富町の路地によく似

ています。ところが、私が行ったのは、平

日のまだ朝 10 時か 11 時ぐらいだったと思

うんですけど、昔の「アンノン族」という

ふうな女の子、なんかフワフワしたものを

着た女の子たちが、やって来て、この地図

持って、「ここがこうだ」とかやってるわけ

です。 
かなり遠くから来ているというのが雰囲

気でわかる。そういったものかと思いまし

たが、本当にあのお客さんが一番、印象的

でした。コーヒーも美味しかったですけど。 
風間講師 

ありがとうございます。 
司会 

若い女の子が、交通費かけて来る分を考

えると随分と高いコーヒーだなと思うんで

すけど、そういう時間の使い方、お金の使
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い方を今の若い人たちはするわけですね。 
私としては、風間さんのことは、カフェ

の経営者としか知らなかったし、「根古」

も、ただ猫が好きなのかなと思っただけで

すが、そういうわけでもないんですね。  
本当に今日はいい話聞かせていただきま

した。ぜひ、皆さんからもご質問なり、コ

メントあれば、お願いします。学生からも

質問してください。よろしくお願いします。 
 
1 .まちづくり会社（TMO）との関係 

Ａ氏 

鹿沼市は、下横町の区画整理をしたんで

す。区画整理だから、基本的にはまちづく

りのハードの話だけど、かなり進んだとは、

聞いています。このごろは行ってないんで

すけど、あの事業は昭和の早い時期から話

があって、すったもんだのあげく、町が衰

退してようやく始めた経緯があります。だ

いたい済んだと思うんですけどね。 
風間講師 

もう、もうだいぶ進んだみたいですね。 
Ａ氏 

それで、町として結果がどうなってんの

か、っていうのを検証しなきゃいけない責

任があると思うんだ。あそこに地域交流セ

ンターというのがあって、やっぱり市は市

で相当いろいろ苦労、努力はしたと思うん

だけど、なかなか人が集まらない。お店に

入らないし、入っても経営がうまくいかな

いとかね。それで、だいぶ前になるんだけ

ど、TMO がありましたよね。 
風間講師 

はい、つくりました。 
Ａ氏 

あれは、商工会議所が中心だったのかな。 
風間講師 

商工会議所の部長、部員が、出向で組織

をつくりました。 
Ａ氏 

基本的に、あの辺の「町つくり」ってい

うのは「官制」なんですよ。それと、今、

お話に上がったのは、官制とは別な次元の

立ち上げですが、鹿沼市としては、今後ど

ういうふうにまちづくりを考えているのか

ね。 
風間講師 

僕がお店を始めて、すぐに TMO が起ち

上がったんですよ。地元の商店町の方々が

中心になってやっていたんですけれども、

そのなかで、やっぱり若い人間を入れなき

ゃいけないっていうことになり、僕が、最

年少でポンッと TMO に入れられたんです。 
「屈託ない意見を言ってくれ」 
というお話をいただいて、行ったんですけ

ども、まず意見を言える状況ではなかった。

老舗の方々がたくさんいて、そこに新参者

が入っても、「お前、よく頑張ってるけど

ね。」という感じでした。 
実際に根古屋路地って、うちのお店があ

るところは、中心街からちょっと離れてい

る。同じ町のなかでも、今宮神社の北側で

市役所の近く。そうすると、やっぱり昔か

らの町だと、例えば商店街の話は、もう昔

からの商店の方がメインになっていました。

うちは上材木町っていうまちで、先ほど言

った通り職人町なんです。「そんなとこで商

売やってるやつが、まちのなかのことに関

して口出すんじゃない」というふうなプレ

ッシャーがあるんです。 
TMO に行って、お話をして、担当の若

い人たちとは話をしているんですけども、

なかなか難しいような状況でした。TMO
で議論したことは、チャレンジショップみ

たいなものをやったんです。そのときに、

ある若い、僕よりちょっと下、当時まだ 20
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代の男の子が、まちのなかでお店をやりた

いと名乗りをあげた。貴重な人材だと思う

んです。でも、彼がお店をやろうとしたと

きに、結局、TMO は、「場所を用意して、

家賃補助してやればいいだろう」みたいな

感じだったんです。 
でも、そのときに、僕が彼と年が近かっ

たので、「風間君じゃあちょっと面倒見てや

れよ」みたいな感じで、言われて、僕が行

き来をしていたら、結局、お店をやるのに、

家賃が安いからどうのこうのとか、そうい

う部分だけじゃない部分のフォローが必要

なんだなと解ってきました。 
でも、そういう半分官制的な部分でやっ

ていると、そういった小回りが利かないん

です。結局、彼は、契約期間が終わったあ

とに、その店を出て、宇都宮にお店を借り

て宇都宮でお店を始めてしまったんです。 
最悪のパターンです。そうした経験があ

ったので、自分のなかでももうちょっと違

う形にできないだろうかなと思って、個人

で、自分たちでできやすい、やりやすい環

境のなかで思いついた部分が発展して、「ネ

コヤド大市」ができたんです。 
Ａ氏 

ちなみにね、TMO というのは、皆さん、

なん だか わか んな いと 思う んだ けど 、

「Town Management Organization」と言

ってね、ちょうど、西暦 2000 年ぐらいあ

たりに、「中心市街地を活性化しよう」って

いう法律ができたときに、「まちのなかに

TMO という組織をつくりなさい」となっ

て、足利でもずいぶん議論したんですよ、

商工会議所でも。結局つくれなかったんだ

けども、足利は。 
そういうのを、鹿沼ではつくって、区画

整理と一緒に同時期にまちづくりをやって

たんだけど、それに関わってたということ

なんですね。 
風間講師 

そうです。関わっていて、なんか最初は

おもしろいなと思ったんですが。 
Ａ氏 

要するに、役所主導の、いろんなやり方

があるけど、法律でやることになっている

からね、「ちゃんとやればお金が付きます

よ」っていうものですね。仕方がないんだ

けど、役所のやり方としては。 
風間講師 

結局は、民間と役所が一緒になって、「ま

ちづくり会社」っていう形でやったんです

けど、主導権がどっちにあるかとかの問題

もありました。でも、民間の人たち、地元

の商店街の人たちが、「こういうことをやり

たいんだ」というものが、主体的にあれば、

状況は違うと思うんです。国が求めたのは、

そういうものなんでしょうけども。実際に

は、お役所の方が、「こういう部分で TMO
をつくって、そこで、補助金を引っ張って

くるから、あなた方なんとかしてください」

と言われても、「結局、もうネタがないけど、

補助金もらえるんだったら手をあげとく

か」で、うやむやになって、そのままです。

今も存続していると思いますが、名前だけ

があるような感じになっています。 
Ａ氏 

今日は、足利の商工会議所の方が来てな

いんだけど、商工会議所は民間といっても、

国とつながりが非常に強いから、官側の性

格がかなり濃いんですよ。法律や制度を中

心にして、お金を動かすから、TMO は使

い勝手が非常に悪いんだね。だから、民間

が自分で勝手にというか、好きに動こうと

すると、なかなかそりが合わないって感じ

であるんだけども、民間も金がないからね、

やっぱり頼りにしたくなるし・・・、それ
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で、ネコヤド市は、そこのところをだいぶ、

うまくって言うか、あんまり意識しないで

やられたんですか。」 
風間講師 

いや、お店をやり始めて最初のころは、

そんな TMO があって、役所とか会議所の

担当の方には、僕も強いことを「これでは

だめですよ」と言ってたんですけども、お

互い立場が違うんです。組織のなかで動い

ている部分だから、すぐには変えられない

部分もある。そういうのが、やっている間

に変わってきた。それは、担当の方と同世

代だったりして、「気持はわかるんだよ。た

だ、組織的な部分が難しいんだ」っていう

のがあって。 
Ａ氏 

そういうもんだよね。気持ちはわかるっ

ていうのはね。 
風間講師 

ただ、お店をやり続けていくうちに、実

際に今、僕は 36 歳なんですけども、だい

たいそのときいろんな話してた方々が、同

世代で、もう 40 代ぐらいになって、中堅

になって、いろんな取り決めを決められる

ようになってきたんですよ。こんな時代に

なってきて、「じゃあ、前言ってた話なんだ

けどさ」っていうことで、やっと動き出す

ようになってきた。このマップにしても、

当初の予算が付いてないところに、「これち

ょっとつくりたいんだけど」って言ったと

きに、「わかった、そういう予算を今、持っ

てないけど、いろいろ調べてみる」と言っ

てもらえて、そういう人たちが、各課の境

を越えて、「じゃあ、うちのこういうのがあ

るから」、「うちもこういうのある」って言

ってくれて、「どれが活用できるだろう」と

いうふうに、動いてくれるようになったん

です。 

あとは、例えば、役所と会議所が、こっ

ちから見たら、同じような感じなんですけ

ども、ここの連携があんま取れてなかった。

しかし、これをうまく使えば、「会議所さん

はこれでこれだけ出してくれるって言って

ますよ」と役所に言えば、負けてはいられ

ないというものがあったりで、いろいろな

部分が、スムーズにこっちに向くようにな

ってきたっていうのが、今の状況ですね。 
 
1 .新しい企画と来客の増加 

Ｃ氏 

今、お話をうかがっていまして、やっぱ

り、まちが好きだ、それから、「ここは我々

が生まれたまちだから、ここでやっていこ

う」という決意と言いますか、思い入れが

あったから、たぶんできたんだろうと思い

ますけども。 
それで、例えば、始めに市役所のほうか

ら、「こういうことをやってみたらどうか」

とか言われれば、果たして動いたかどうか。 
風間講師 

結構、いろいろとやり出して、いろんな

お話は来るんですけども、「やっぱり、それ

はちょっと違うだろうな」っていうのは断

ります。 
Ｃ氏 

やっぱり時代が、変わった。失礼かもし

れませんけど、20 年前に同じようなことや

ろうと思ったら、おそらくうまくいかなか

っただろうなっていうような気がしますね。 
風間講師 

はい。そうですね。だから、今は、こう

いう時代でお金がまず使えない時代だとか、

お金を使わないでいかに楽しませるかとか、

そういう部分では、逆に、もともとお金が

ないところで始めたとこが、いい経験だっ

たなってというのもあります。 
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Ｃ氏 

今、お店をやっておられる方は、地元の

方が多いんですか。それとも、よそから来

られた方が多いんですか。 
風間講師 

お店のほうは、新規で始めた人たちは、

地元でもうち周辺の旧市街じゃない方とか、

あとは、外から来た方のほうが、多いです

ね。今まで、そういった部分の受け皿とい

うのがなかったということもあります。逆

に、かつては外からまちに入って来ても、

なかなか地元の方となじめなかったりとか

でした。 
ネコヤドもやり始めたときは、地元の方

にしてみたら、「若造がなんかやり始めた

わ」と言うふうなスタンスでご覧になって

た方も結構多かったんですが、そのうち、

先ほどあったように、「地元で見たことない

ような若い子が、なんかぞろぞろと路地の

奥入っててる」とか、「なんか、毎週、土曜

日、日曜日になるといろんなところから人

が来て、道を聞かれるんだよな」とか、そ

ういった部分が重なっていって、そのうち

に、「そういったお客さんがうちの前を通っ

て、なんか買っててくれた」という部分が

広がっていって、皆さんが、「ああ、おもし

ろいことやってんだね」と少しずつ認識が

変わってきた。反応が変わってきたってい

うのもありますね。 
Ｃ氏 

おそらく、いろんな情報を発信していく

なかで、その情報を目にして、遠方から若

い方が来られて、それを見て老舗の方々も

自分たちで思っていた若者の店のイメージ

とは違うなんていうことに気付いたと思う

んですよ。そういった遠方からのお客さん

を引きつける何かがあったから、発展した

んでしょうが、それについて、それが何な

のかというのをご自身では、どんなふうに

考えていますか。 
風間講師 

若い人だけを対象に絞ってはいません。

昔から、自分が興味あることだけではない

もの、要は、鹿沼が持っていてほかにはな

さそうなものを、いろんなところで打ち出

していこうと思ってやってきました。 
それで、いろんな引出しがあれば、その

引き出しのあった分だけ興味がある人たち

がいるだろう。先ほどのネコヤド大市とい

うのはフリーマーケットみたいな感じでや

ってるんですが、それ以外にも、なかでイ

ベントをいろいろと組み込んでいます。 
普通に音楽のライブであったり、宝探し

をやってみたり。前もって、町のなかの「ち

いさな神社」だとか、「公園」だとか、ネコ

ヤドの路地以外のところにちょっとしたキ

ーワードを埋めといて、地図をつくってそ

れを見つける。そうすると、お子さんたち

が喜ぶでしょう。お子さんたちが喜ぶって

いうことは、その親御さんたちもついてく

ることもあります。 
あとは、「町歩き」という形で、もともと

宿場町として残っている古い建物、これは

ネコヤドとはまた別でして、鹿沼市は登録

文化財制度をやってなかったんですが、そ

ういったものを市に話し、「せっかくの貴重

な鹿沼の財産だから、ネコヤドの日に合わ

せて、そうした古い建築に造詣の深い方を

呼んで、一緒にネコヤド市のついでにまち

を歩いてもらいましょう」というイベント

も企画したりしました。 
そうすると、世代もちょっと広がってき

たりするんです。そういったところで、引

出しを多くして、そのなかでお客さんが興

味を持って参加してくれるもので楽しんで

もらえればいいなということでやってます。 
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Ｂ氏 

風間さんが、鹿沼でお店やってから、今

まで、約 10 年。 
風間講師 

そうですね、12 年です。 
Ｂ氏 

結局、自分のご商売を始めて、その他に

イベントをおもしろくするために一生懸命

やってこられた。自分のためにやったこと

が、結局、まちのためになってたんだ。「町

の活性化」というような大上段でやったん

では、たぶん、だめになるんですね。まず、

自分の好きなことやらないと、うまくはい

かないんだ。 
風間講師 

「まちのためになんかしましょう」と言

っても、まず自分のところが、土台が、し

っかりしなきゃどうにもならない。 
僕の商売は、カフェという飲食店の経営

なんで、不特定多数の方が町に来ていただ

ければ、うちの商売も潤ってくる。地元に

も 10 万人の人が住んでいますが、地元の

方以外に、もっと多くの方々が、よそから、

観光や商用で鹿沼に立ち寄る人が、もっと

います。そこで、「お茶飲みたいな」と思う

人たちがどんどん増えてくれれば、自分の

商売も自然と潤っていく。そういった部分

が、ありました。 
Ｂ氏 

今、いろいろイベント等に参加する鹿沼

市民以外の外部の人はどのぐらいいますか。 
風間講師 

ネコヤド大市で出店する方は、圧倒的に

市外の方が多いです。市外の方が鹿沼に来

てお店をやっております。そういう方のほ

うが多いですね。元からの地元の方って意

外と少なかったりしますね。逆に、地元の

方は、ネコヤド大市に出店するんじゃなく

て、近所でお店を開いたりだとか、そうい

うのはありますね。 
Ｂ氏 

結局、まちを見てくれるのは、よそから。

よその目から見て、まちの人がもう一回自

己を確認するっていうか、よその目ってい

うのは必要なんだ。 
風間講師 

はい。そうですね。もともと僕が「饗茶

庵」というお店を路地裏の奥に始めたとき

に、初めに来たお客様が、ほとんど宇都宮

の方だったんですよ。地元の人はほとんど

通らない路地で、ただ、意外と情報にも疎

かったりして、一番最初に来たのが宇都宮

の飲食店をやっている方々でした。その人

たちから、あとは、美容師さんとか。そう

した方が口コミで「鹿沼の奥に入ったとこ

ろに、よくわかんないところにお店ができ

たんだ、あるんだよ」という話が、同業者

さんの中で口コミになったんです。 
飲食店の方とか美容室の方って、商売柄、

お客様と会話するじゃないですか。それが

話題となって、お客様に伝わる。そのお客

様が今度、鹿沼に来るようになって、その

人から、例えば、鹿沼の親戚の方とかお友

達の方が、宇都宮の方から、「鹿沼のこうい

うとこって知ってる」と言われて、「え、知

らない」って感じで、やっと地元の方が来

るようなった。 
だから、今は、お店もそうですし、ネコ

ヤド大市自体もそんな感じですし、やっと、

人が動くようになって、地元の方々が、「あ

あ、こういうんで人が来るんだ」というふ

うに理解してきたっていうことがあります。 
年齢層でも違いますけど、若い人たちと

しては、鹿沼にはネコヤド大市っていうの

があるんだってというのを、逆に誇りに持

ってもらうっていうか、「鹿沼、田舎の町だ
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けど、こうやって人が来る場所があるんだ

よ」とか、「こういったお店があるんだよ」

と今度は、よその人に言えるネタと言いま

すか、そういった形で広がればいいなと思

っています。 
 
1 .地域資源の評価と画家川上澄生 

Ａ氏 

この『のらねこ』の冊子、第一号の表紙

が川上澄生の絵ですよね。川上澄生ってい

うのは、大正時代に鹿沼の中学校の英語の

先生になった人だっけ。 
風間講師 

正確に言うと、宇都宮の人なんです。 
Ａ氏 

宇都宮だけども、鹿沼にも教えにこなか

ったんでしたっけ。住んでたんだよね。 
風間講師 

鹿沼にはいないです。ただ鹿沼の商人の

方々が、結構、パトロンになってたんです。

鹿沼では今の銀座通りとか久保町の人です。 
Ａ氏 

鹿沼に一時、いたような気がしたけど、

違うんだ。でも、よく美術館までつくりま

したね。風間さんのなかでは、川上澄生と

いう人を、どういうふうに評価してるのか

な。 
風間講師 

もう、いち押しです。ただ、実際に地元

の人が、「川上澄生美術館」って、意外と行

ってないんです。行ってないですし、あん

まり認識してないですね。 
Ａ氏 

うちでもこういう本も出してるんだけど。

非常にロマンチックなんだよね、失恋の木

版画とかね。 
風間講師 

そうですね。だから、こういうのを全く

知らない若い子が見て、「かわいい」って言

うんです。そういう部分と、ある程度年配

で川上さんのことを知ってる方が、「ああ、

川上澄生だ」って思ってくれて。これも引

出しが広くなった一つです。木版の柔らか

さがものすごくきれいですね。 
Ｂ氏 

民芸運動とつながりがある。 
風間講師 

ああ、そうですよね。民芸運動。 
Ａ氏 

足利で言うと、「相田みつを」的な感じが

あるんだけども、どうも地元の対応の仕方

が違うんじゃないかって思うね。 
風間講師 

自分も本当に川上澄生が、好きなんです

けど、やっぱりそれを理解してる方って、

まだ鹿沼でも少ないですね。 
Ａ氏 

やっぱりね、そうでしょうね。外のほう

でよく知られてる。 
Ｂ氏 

だいたい地元って、地元のものを理解し

ないんです。 
風間講師 

ある種、「あって当然だ」って思っちゃう

部分と、あとはなんて言うんですかね、本

当に灯台下暗しじゃないけど、そういう風

潮はありますね。外の人が、「そういうのあ

るんだね」とか言ってくれると、やっとそ

こで誇りを持てるっていうことですか。 
Ａ氏 

要するに、官側は、こういうものを使い

たがるけど、官制のまちづくりとか、観光

PR とかっていうのは、それとは違うね。 
風間講師 

実際に、使っている材料、これは鹿沼の

ものですっていうもので、この『のらねこ』
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の場合は、素材としてあえて使ったんです。

公のところがつくるやり方と、自分たちが

つくるやり方とは、ネタは一緒なんだけど、

何が違うかというところを、いろいろと実

験的にやったんですね。何が違うかといえ

ば、例えば、デザインの仕方です。若い人

が見たときと、年配の人が見たときと、写

真の配置の仕方や写真の取り方が違う。あ

とは文章の書き方とか、そういったものだ

けなんですよ。ただ、それをわかっている

のか、わからないかで、全く結果が違って

しまうということがある。 
それにもっと挑戦してみたいと思ってい

ます。ネコヤド大市って、たまたまクリエ

イターの集まる集団なんで、そこに集まっ

て来るデザイナーやイラストレーター、そ

ういった人たちに全部つくってもらってま

す。自分自身が取材して、自分の見た感じ

たをいかに外の人たちが喜んでくれるかな

というような目線で考えてます。 
 

1 .起業家としての苦労と楽しみ 

Ｄ氏 

もうひとつ教えていただきたいんですけ

ど、長い間、やってみえて、一番へこった

ことはなんですか。 
風間講師 

へこったこと・・・いや、いっぱいあり

ますよ。どんどんへこんで、それを乗り越

えての繰り返しですね。基本的に。 
Ｄ氏 

へこってる暇もないくらいの感じですか。 
風間講師 

基本的に自分自身が好きでというか、自

営業っていう形でやって、続けるも止める

も自分次第なんです。逆に、ネコヤド大市

といっても、自分のとこの収入になるわけ

ではないものもあります。例えば、今夜の

こういう場や、いろんなところで鹿沼の話

をしたりとかの機会も難儀です。でも、自

分がやっぱり好き好んでやってることでも、

失敗してへこんで、もう止めたくなるとき

だって絶対あるんですよ。でも、止めちゃ

ったらそこで終わりなんです。だから、そ

ういうへこむときってたくさんあるからこ

そ、いいときが、それだけよく思えるので、

それを楽しみに、続けているという感じで

すかね。 
だからもうめちゃくちゃへこんでばっか

りですよ。なんかやってはへこんで、なん

かやっちゃ、またへこんで、失敗の連続で

す。一番、自分のなかで失敗したのは、鹿

沼の、あんな路地裏のところでお店をやり

始めちゃったから、いろいろとやることが

増えちゃったなというのもありますけど。 
だから、もっと、立地というか、もっと

違うところ、違うまちの観光地で人がいっ

ぱい来るところで、お店をやってたら、こ

んなこと考えずにすんだ部分もあるんです。

でも、逆に鹿沼の路地裏という場所だった

からこそ、いろいろ考えられて、いろいろ

経験できて、今こうやって、いろんな方々

とお会いできるっていうのもあるし、これ

がまた次のまた糧になっていく部分もある

ので。 
そうですね、へこむことってたくさんあ

りますけど、結果としてあまり、あんまり

気にしないって感じです。 
司会 

正直に申し上げて、私も今日、個人的な

感想で恐縮ですけど、おっしゃってること

がようやく理解ができるようになったよう

な気がします。というのは、私も 30 年ず

っとサラリーマンやってきて、それもまち

づくりのハードなことをずっと専門でやっ

てきて、暫く前に、先生業を始めたんです。
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だから、大学の先生という立場が、どっち

かっていうと、定職なんですが、定職っぽ

くないというか、朝、決まった時間に職場

に行って、決まったことやってという、感

じではない。 
例えば、今日、こういう公開講座をやっ

ていても、時間外労働をやってるわけでも

ないし、どこまでが仕事で、どこまでが自

分の趣味の世界なのかが、よくわからなく

なって、すごく楽しいような、戸惑ってる

ような感じがしていて、ようやく 4 年目に

なって、素直に、流れのなかで、楽しめる

ようになってきて、「まあ、これでいいのか」

っていう感じになってきたとことです。だ

から、今日、風間さんの話聞いて、すごい

と思いましたが、ちょっと怖いところもあ

るんです。 
それは、サラリーマンみたいにある枠が

あってやっているわけではないようなとこ

ろがある。とはいえ、大学の教員だから、

定職なんですが、それにしても、どこまで

が自分の目標なのか、どこまでやれば自分

は満足するのかとか、なんにもないのです。 
そこで、この公開講座の企画も 3 年目に

入っていますけど、やったからといって別

に人が評価するわけでもないし、止めたと

ころで、どう言われるわけでもない。やっ

ぱり、自分がおもしろがってやっていると

いうことで、突き詰めるとそれしかない。 
ようやくその辺が、自分のなかで整理で

きてきたから、今日は風間さんの話を聞い

てて、共感できる部分があったような気が

するんです。 
風間講師 

ああ、そうですか、ありがとうございます。 
司会 

たぶん、以前のようにサラリーマンで、

ハードな区画整理事業をやってるころだっ

たら、理屈ではわかるけど、感性の部分で、

たぶん、わかんないところがあったと思い

ます。それがようやく、感性の部分も、わ

からんでもないなっていうところまで来れ

たかなというところです。勝手なことばか

り言って、非常に申し訳ないですけど。 
風間講師 

いえいえ、そんなことないです。たぶん

そうですよね。 
司会 

中川会長は、現役の先生時代、そういう

感じってなかったですか。 
中川会長 

いや、おもしろがってやっていけば、ノ

ーベル賞取れるよ。みんな、取った人はほ

とんどそうだよ。苦しんでない。 
司会 

やっぱり、おもしろがってしまうしかな

いんですよね。 
風間講師 

そうですね。 
中川会長 

おもしろがるしかないんでしょうね。そ

のうち、うまくいった人が少しで、うまく

いかない人がほとんどなんじゃない。 
司会 

でも、おもしろがったから、それでいい

やっていうことなんでしょうね。 
中川会長 

だから、やっぱり現実の話になると商売

抜きにはできない。さっきのお話の通り、

机上の話はいくらやっていても商売につな

がらないって考えないと。 
風間講師 

実際に続けていくためにはね、そうですね。 
司会 

ただではなく、ビジネスだからこそやって

られるんですよね。逆の言い方をするとね。 
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風間講師 

ビジネスだから、続けていけるんですよ。 
 
1 .起業の出発点と家族の協力 

Ｅ氏 

東京で仕事をやって、地元へ帰られて、

就職したくない、親御さんが、隣の家を 1
軒買って、与えてくれた。そこを根城にし

て、「頑張ろう」っていうふうに思われた

っていうふうにお話をうかがったんだけ

ども。  
今までこの足利の町のなかに住んでいて、

若い人が、店を開いたっていう例をたくさ

ん見てきたわけですよ。そういう人たちっ

て、1 軒の家を、どんなところであろうと、

与えられてじゃなくて、大概買って、それ

で、借金をして、始まるんですよ。そうす

ると、大概、どう頑張っても 2、3 年で、「ア

ウト」っていうのをたくさん見てきたんで

す。ところが、あなたの場合には、親御さ

んが、そういう路地の奥にしても、1 軒与

えられた。 
それから、2 度、仕事に就職してうまく

いかなかったという、挫折感があったと思

うんですよ。その挫折感のなかで、親の愛

って言うのかな。それが与えられた。だか

ら、そこで頑張ろうとお店を始めたわけだ

けど、きっと何年間は赤字だったと思うん

ですよ。 
風間講師 

そう、赤ですね。 
Ｅ氏 

だから、隣に親がいたわけですよね。だ

から、赤字でも、なんとか食べていける。 
風間講師 

そうですね、意外とうちの親は甘えさし

てくれました。「自分自身がやっても難しい

だろう」というのは、親も思ってたんです。

そこで、あえて、課題を与えてたというか、

もともとは親が買ってくれたところなんだ

けれども、未だに家賃を払わされている。 
その上、今は、お客さんが増えたから、

駐車場代も払ってる。鹿沼のまちのなかで

場所を借りたとしても、今と同じぐらい払

わされてる部分があるんです。 
でもやっぱり、見守ってくれたっていう、

それのことはすごく大きいですね。 
Ｅ氏 

そういうものがね、土台にあったから、

できたんじゃないのかなっていうふうに、

お話をうかがっていて、感じたんですよね。

親御さんが、あなたは一人っ子だから、親

御さんの、見えない部分での支援があって

ね、非常にラッキーに物事がめぐったんだ

ろうなというふうに感じたんですけれども、

親御さんとそういう話したことありますか。 
風間講師 

親とは、友だち関係じゃないですけど、

なんでも話す家庭なんです。なので、結構

そういった部分は、話していますね。うち

の父もちょっと変わっているんですよ。本

人は勤め人なんですけど、もともとやっぱ

り、起業して、それで若いころ失敗してい

るんです。自分がやりたかったことができ

なかった。できなくとも、安定した仕事を

ずっと続けていて、まだ働いています。 
でも、自分が「カフェをやる」って言っ

たときに、いろんな課題を出すんです。無

理難題をね。逆にそういった部分での刺激

と言うか、いろいろ勉強させてもらったと

いうのはあります。それで、父親が、「こう

いう仕事はどうか、こんなのどうだ」とい

ろいろと話を振ってくるんだけど、では、

「それを自分がやるかやらないか」とか、

「それやったらどうなるだろうか」ってい

うのも、会話の中に普通にあり、そういう
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環境も恵まれていたと思います。 
Ｅ氏 

2 度も仕事を変えられたというようなこ

とでね、今、若い学生さんたちがいるとい

うのであえて言うのですが、これから大変

な世の中に出て行くわけですよ。私どもの

時代には、行け行けどんどんの時代に社会

へ出て行きましたから、とにかく、頑張れ

ば、頑張っただけのことはあるという時代

にずっと育ってきた。しかし、これからの

若い人は、そうじゃない。 
ということで、あなたの経験が、学生さ

んたちの非常に参考になるんではないかな

と思うんです。私も非常に、たいしたもん

だなと思いながら、これからも頑張っても

らいたいなとも思うんです。ひとつ、若い

人たちの先頭に立って、頑張っていただき

たい。 
風間講師 

ありがとうございます。 
司会 

そろそろ時間で終わりという感じになっ

てきました。よろしいですか。 
まちづくりというものもハードの部分だ

けじゃなくて、住んでいる人がそこで何を

やるかというソフトなことと、両方セット

で回るものです。学校ではまちづくりのソ

フトとして、どういうことをやっているか

ということを学問としては、なかなか教え

られないんですが、今日のお話は、学生に

とっても参考になったと思います。既に、

「親の愛」という締めのご挨拶をいただい

てしまったので、これで終わりにさせてい

ただきたいと思います。 
風間講師 

ありがとうございました。 
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第第第第２２２２回回回回    6666 月月月月 15151515 日日日日（（（（水水水水））））     

「「「「佐野市佐野市佐野市佐野市でのでのでのでのクリケットクリケットクリケットクリケットとととと町町町町おこしおこしおこしおこし」」」」    
 

 

司会 
よろしいですか。もっと前に出てくださ

い。もう始めます。時間になりました。 
足利まちづくりセンターVAN-NOOGA と

足工大の公開講座である平成 23 年度の地

域活性化社会システム論を始めたいと思い

ます。会長、ごあいさつお願いします。 
中川会長 

皆さん、こんばんは。いつも、この遅い

時間においでいただくと同時に、講師の先

生もたいへんな時間においでいただいてあ

りがとうございました。今年度の第 2 回目

ということで、隣の町、佐野市からおいで

いただきました講師の先生です。クリケッ

トいうスポーツに、非常に関心があるんだ

けど、野球は好きだったんですけれども、

クリケットはどうしても理解できないんで、

今日はゆっくりと教えていただいて、その

楽しさを広げる努力をされてる先生に、ぜ

ひゆっくりご講義いただきたいと思います。

どうぞよろしくお願いします。 
司会 

それでは、講師の先生をご紹介します。

今日来ていただきました、宮地先生です。

私も、実は今日お会いしたのが初めてなん

ですが。佐野市でクリケットを中心に活動

されています。この VAN-NOOGA と足工

大の公開講座も今年で 3 年目になりまして、

そろそろ足利の枠を出て、両毛地域という

範囲でいろんな交流を始めたいと思って、

先週は鹿沼から風間さんをお願いしました。

今日は佐野から宮地さんということで、お

願いしました。進め方ですが、1 時間程度

お話いただいて、それから意見交換を 30
分程度しておしまい、というふうに思って

おります。ひとつよろしくお願いします。 
宮地講師 

よろしくおねがいします。日本クリケッ

ト協会の宮地と申します。よろしくお願い

します。今日は、『佐野市でのクリケットと

町おこし』という題をいただきまして、町

おこしの専門家ではないですけれども、佐

野でクリケットの普及をさせていただきな

がら、そのなかでクリケットがどういう役

割を果たして、どうお世話になった佐野市

に還元していくかっていうことを考えなが

らやってるお話を、少しさせていただきた

いなと思います。 
 

クリケットというスポーツをご存じの方

はほとんどいらっしゃらないかと思います

んで、お手元に資料を少し配らせていただ

きました。大きいほうのチラシが、クリケ

ットっていうスポーツで、どういうスポー

ツなのか、遊び方なんかも少し紹介させて

もらってるんですけれども。クリケットは

世界ではメジャーなスポーツといわれてい

ますけれども、日本ではかなりマイナーな

スポーツです。今年から、中学校の体育の

実技の教科書、学研さんの教科書にクリケ

ットが少し載ったものをベースにして、も

う少し詳しくしたものがお手元の資料です。 
クリケットというのは、イギリス発祥の

スポーツでして、形としては、野球に近い、
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打って、走って、得点をするスポーツです

ね。ですんで、かなり野球と概念は近いで

すけれども、見たことない方にとっては、

全く何がどうなってるのかわからないスポ

ーツかなと思います。少し、そちらの資料

を見ていただいて、クリケット少しでも理

解していただければなあと思います。 
では、まず、クリケットっていうスポー

ツ、日本では、まだまだ歴史は古そうで新

しいというところで。1868 年ぐらいに横浜

に入ってきているスポーツなんですけれど

も、そこからは広まらずに、1980 年代に関

東、そして関西の大学生が少しずつクリケ

ットを始めて、日本のクリケットが広がっ

てきたというスポーツです。ですんで、か

なり古くからありながらも、かなり長い間

100 年以上あまり広がらずに進んだスポー

ツで、ただこれからどんどん広げていきた

いなあと思ってます。 
特に、国際クリケット評議会っていう、

サッカーでいう FIFA みたいな団体ですけ

れども、1990 年代の後半から新しい世紀に

なってから、英連邦に強い競技だったんで

すけれども、その外側に広げていこうとい

う普及プログラムが発足しまして、日本も

そのプログラムのなかに入りまして、国際

的なクリケットの普及のなかでの日本とい

う観点からも、日本のクリケットの普及の

歴史があるという形になります。 
このスライドショーを始める前にまた少

し、これが始まる前に、質問があったんで

説明させていただきますけれども。何で佐

野でクリケットなのか、いうことなんです

けれども。このあとの話とも少し関わって

きますけれども、まあ、たまたまっていう

面もありますけれども、日本クリケット協

会としては日本全国にクリケットを広めて

いこうという団体ですんで、特にひとつの

地域だけっていうことではないんですけれ

ども。日本全国に広げていくなかで、いろ

んな普及の仕方があると思うんですけれど

も、ひとつの年代で全国広げていくってい

うやり方もありますし、いろんな年代でひ

とつの地域ごとに確立していくっていうや

り方もあると思うんですけれども。 
２．佐野市との出会い 

クリケットの場合は、まずは地域を限定

しながら、その地域のなかで継続してクリ

ケットをプレイできる環境をつくっていく

というやり方を始めまして。そのなかで、

まずは関東のなかでクリケット人口が比較

的多いという背景のなかから、関東でしっ

かりとした、確立したスポーツにしていき

たいと。そのまず手初めてとして、東京の

周辺、東西南北に拠点をつくっていきたい

なと、地域に密着した形での拠点をつくっ

ていきたいと。そのなかで最初に目を付け

たのが北関東でして、というのも、群馬県

には 10 年前ぐらいからクリケットを普及

している団体がありまして、100 人 200 人

ぐらいの子どもたちがプレイしてるんです

ね。ですんで、それのつながりと、それか

ら北関東のなかでの中心的な位置を考えた

ときに、栃木県南部の北関東自動車道と東

北自動車道が交わるような周辺地域を考え

ていたときに、たまたま佐野市でコンタク

トがあって、広めさせていただく機会があ

ったということで。そういった戦略の面と

たまたまそういう機会をいただいたってい

うことは大きいかなと思います。 
３．クリケットとまちづくり 

それでは、クリケットの町づくりという

ことで進めさせていただいてるプロジェク

トについて、少し説明させていただきたい

と思います。これは、町づくりをしようと

思ってやってるわけではなくて、あくまで
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クリケットを普及させたい、そのためにク

リケットの町、クリケットがある町、クリ

ケットが盛んにプレイされてる町、クリケ

ットができる町っていうことで、やってい

くなかでも、どうクリケットが地域と関わ

っていくか、地域の人たちに受け入れられ

るか、ということを考えたときに、ひとつ

は、クリケットがほかのスポーツに、もし

かしてないもの、日本のなかではマイナー

だけれども、世界では盛んにプレイされて

るっていうのは、今の状況では、日本のな

かでマイナーっていうのは、マイナス面か

もしれませんけれども、逆にそれを今の時

期、それを使ってやっていきたいというこ

とで。クリケットを通じて世界との距離が

近づくということで、佐野の場合、佐野か

ら世界へ、世界から SANO へっていうこと

で、世界との懸け橋的な役割も果たしてい

きたいなということで、ひとつのメインの

キャッチコピーとさせていただいています。 
で、これはですね、佐野の広報、去年の

6 月 1 日号で、これの表紙にクリケットの

写真が載ってます。そしてこの説明文のな

かに、市の広報のなかで、『「クリケットの

まち」を目指す佐野市』ということで入れ

ていただいて、すごくクリケットを佐野で

広げていく上では、ひとつのターニングポ

イント、ま、ひとつのスタート地点に立て

たかなあというものを表す広報だったと思

うんですけれども。 

 

これは、去年のゴールデンウィークに佐

野で開催させていただきました、女子のワ

ールドカップの東アジア・太平洋地域予選

のときの写真です。で、少し先ほども話さ

せていただきましたけれども、日本のクリ

ケット協会、何を考えて普及しているのか

ということで、クリケット協会の目的とし

ては、クリケットの普及をすることで、ク

リケットにひとつのスポーツの形態として

いろんな人の身近な存在になると、スポー

ツをすることによって人々が幸せになると、

そんな環境をつくっていく貢献をしていき

たいなと。 
それから、日本代表チームだったりという

ことで、クリケットの強化を行って、日本代

表に限らず、世界で活躍する人たちを出すこ

とで、勇気と希望と感動を与えたいと。 
それから、クリケットというのはイギリ

スのスポーツで、すごく紳士的な精神、人

をリスペクトするっていう、尊重するって

いう思想が高いんですけれども、これを醸

成することで、いろんな人々、コミュニテ

ィ、国の間の懸け橋となるっていうこと、

これがクリケット協会の三大目的です。 
そのなかの、特に普及においての戦略と

して、先ほども少し申し上げた、地域密着

した形で継続的にクリケットを楽しめる競

技環境をつくっていこうと。クリケットを

紹介させていただいた子どもからお年寄り

までの方が、じゃあ、楽しかったからもう

少しやってみたい、と言ったときに、それ

をする環境を提供できるようにしていきた

いと。そのためには、手を広げすぎずに地

域に限定した形で、集中して重点的にやっ

ていきたいと。 
ですんで、この下のピラミッドと横の縦

軸の両方において、レベル、クリケットを

紹介された人から、日本代表のエリート選

手までのレベル、これのステップアップの

道筋を提供したいと。それから、ここの右

側の図にはアンダー15 しか入ってないで

すけれども、小学生、中学生、高校、大学、

社会人と、それぞれ年代を追うごとに続け

られる環境があるということに重点を置い
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ています。 

では、佐野のクリケットの町づくりとい

うことで、何を実際にしているかというこ

とで、簡単にまとめたスライドですけれど

も。まずは、クリケットを知ってもらわな

いといけない、どんなスポーツか体験して

もらいたいということで、体験会、学校訪

問を中心とする、いろんな地域の祭りであ

ったりとか、いろんなところにできるだけ

露出していきながら、体験してもらうと。

このなかでは、佐野のクリケットの町とし

ては、全人口がクリケットを体験している

という、クリケット体験率 100 パーセント

を目指してやってます。 
それから、「スポーツプロジェクト in 佐

野」。これ実は、笹川スポーツ財団の助成も

いただいてまして、去年までですね。今年

少しプロジェクトの内容が変更になったん

で、なくなったんですけれども。生涯スポ

ーツとしてクリケットを楽しんでもらいた

い。まず、その入り口としては、クリケッ

トに限らずスポーツに親しんでもらう、楽

しんでもらう、で、そこからクリケットを

やってもらう、続けてってもらう、そのな

かで競技者も出てきてもらう、というのが、

この「スポーツプロジェクト in 佐野」なん

ですけれども。これは市内、今 2 箇所で毎

週、市内の体育館を借りて、ある意味、ク

リケット教室みたいなものですよね、小学

生から中学生まで、今ありますけれども、

そういった場を提供しながら、体験した子

がクリケットもう少しやってみたいってい

う場をここで提供しているということです。

それから、グランド、競技する場所がない

といけませんので、競技環境を整えていく

ということ。それから、そういう競技環境

を整えていきながら、大会を開催していく

と。市内の大会から、関東大会、全国大会、

国際大会、いろんな大会を開催していきな

がら、プレイする人たちが夢をもってそれ

を実現するための場として提供していくこ

と。また少し、この大会ツアーについては、

詳しくあとで説明しますけれども。 
それから PR 活動としては、日本クリケ

ット協会全体としては、日本全国に PR し

ていくのが一番手っ取り早いんですけれど

も、なかなかやっぱり全国的な PR ってい

うのは難しいんですよね。ただ、地域の話

題としては、すごく、地域のメディア、取

り上げていただけますんで、地域のメディ

アを通して、その地域における認知度を高

めていくと。少なくとも佐野の市民の皆さ

んは、クリケットっていったら、ああ、知

ってるよ、と言っていただけるような、そ

んな認知度 100 パーセントを目指してます。

それから、クリケット協会、日本でこんな

マイナーなスポーツがたくさんの指導者を

抱えているわけもなく、少しずつ指導者の

方も増やしていくという活動をしながらも、

限られたリソースしかありませんので、そ

れを有効に使いながら、それが広がってい

くようなしくみをつくっていくと。それか

ら、組織、支援のなかでは、組織づくりを

していきながら、民間、行政の支援をお願

いしていくと。 
で、佐野のプロジェクト、クリケットの

町、佐野から世界へ、世界から SANO へっ

ていうことでも、少しあらわしているんで

すけれども、何を佐野に、佐野のクリケッ

トの町として、クリケット協会、期待して

いるかというと、クリケット競技としての

全国的な聖地、国際的にもそれが、日本の

クリケットのハブとして利用できるような、

そんな競技環境も整えていきたいというこ
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とがあります。 
６．佐野市での普及について 

では、これのそれぞれについて、もう少

し詳しく説明させていただきたいと思いま

す。体験会、学校訪問。まずは、市民の皆

さん、体験率 100 パーセントを目指すとい

うものですけれども。特に学校において、

無料で出張して、クリケットの体験会を開

かせていただいております。まずは一度体

験してもらう、ああ、楽しかったなあって

言っていただいたら、その次のステップを

用意したい。そこがこの矢印のあとのクラ

ブ活動、部活動というところになると思う

んですけれども、特に小学校のクラブ活動、

年間通して 10 回 20 回のなかで、ひとつの

選択肢としてクリケットを提供していきた

いと。そのなかで、3 回から 6 回やらせて

いただくところが多いんですけれども。3
回から 6 回やることによって、ある程度の

基本的な技術を覚えて、ゲームの流れを覚

えて、ゲームの楽しさを覚えてもらう。そ

こから、その学校単位で大会に参加しても

らいたいと。ですんで、その次の行に書い

てあることが、クリケット協会としてやら

せていただいてるのが、指導者を派遣する

とか、道具を貸し出したり、寄贈したりと

か、それから、クラブ活動、部活動を立ち

上げる学校に対しては、その指導の支援だ

ったりとか、体育の授業に導入していただ

けるところにも、そういった支援をしてい

くということで。2007 年ぐらいから少しず

つやらせていただいてる体験会、実はこの

学校訪問、学校に入りだしたのは 2009 年

なんですけれども。 
それまではいろんな祭りだったりとか、

あるいは、佐野短大ではやらせていただい

てたんですけれども、小中高では、まだや

らせていただいてないときに、できるだけ

いろんなところで、クリケットを紹介させ

てもらうということで、900 人、1,200 人、

2,000 人、2,500 人と少しずつ体験者数が

伸びてきてます。2009 年にですね、実は国

際ツアー、イギリスから、かなりクリケッ

トの名門のクラブなんですけれども、クリ

ケットの世界的な普及の助けにということ

で、世界のいろんな国を回ってツアーして

るんですけれども、それがたまたま日本に

来る機会があって。そういうチームが日本

に来るのはなかなかない機会ということで、

佐野市内の学校に国際交流を含めて交流は

いかがでしょうか、ということで、最初、

少しずつ学校に入らせていただきました。

で、そこから、去年は小学校 14 校訪問し

ましたんで、佐野市の全 28 校の小学校の

50 パーセントを回らせていただきました。 
中学、高校も回らせていただいているん

ですけれども、一番の重点としては、小さ

いころから、できるだけ早い時期からクリ

ケットに楽しんでもらうことによって、生

涯スポーツとして関わってもらうというこ

とですんで、小学校だけ、ここに載せてる

んですけれども。で、今年の目標は 5,000
人、小学校全部回りたいなと。実は、クリ

ケット協会、誰がこれを回ってるのかとい

いますと、去年まではパートタイムで普及

員をお願いしている人がいまして、それで

回ってたんですけれども、今年からは常勤

の職員を、パートから常勤にさせていただ

いて、もうフルタイムで、この佐野でのプ

ロジェクトが仕事という人を入れましたん

で、本格的にいろんな学校を回ってます。 
特に今月はたまたま、また、佐野の普及

が一番の目的じゃないんですけれども、日

本におけるクリケットの普及戦略の立案に

ついて助言をいただきに、クリケットがす

ごく盛んなニュージーランドのオークラン
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ドっていうところのクリケット協会の普及

部長さんが来てまして、いろんな普及戦略

のアドバイスをしていただいてるんですけ

れども。その人、せっかくいるんで、じゃ

あ英語でクリケットやりますよということ

で、いろんな学校に案内をさせていただい

て、6 月だけで 1,000 人の子どもにクリケ

ットを紹介させていただいてます。 
「スポーツプロジェクト in 佐野」、もう

少し詳しく説明させていただきますと、ア

ンダーセブン、7 歳以下ですね、9 歳以下、

12 歳以下、15 歳以下が、今対象になって

います。週 1 回、2 箇所、佐野小の学校開

放の時間を使わせていただいてるのと、ア

リーナたぬまという市の施設を使わせてい

ただいてます。ひとつ、クリケットの普及

を進めていく上での思想としては、楽しん

でもらいたいというのが、すごく重要な要

素としてやってるんですけれども、そのな

かで、ある程度メリハリをつけていきたい

と。いろんなスポーツを体験してもらいな

がら、クリケットを体験しながら、プレイ

しながら、オフシーズンには、ちょっと違

うこともやってみようと。これはまた、シ

ーズンを待ち遠しく思ってもらったりとか、

いろんなスポーツすることによって、特に

今、ターゲットにさせていただいてるのが

小学生、運動神経が発達するゴールデンエ

イジとか、プレゴールデンエイジとか呼ば

れている世代ですんで、偏った発達の仕方

じゃなくて、幅広くいろんなスポーツを体

験してもらうことで、さらなる運動神経の

発達を促進しながらも、クリケットを。 
まあ、スポーツを楽しんでもらうってい

うのがまず最初で、そのなかでクリケット

を競技としてやっていただければなあとい

う思想から、特に 4 月から 10 月をシーズ

ンとしてクリケット、それ以外の時期はオ

フシーズンとしてほかのスポーツをやって

ます。このプログラムを通じて、毎週毎週

クリケット、他のスポーツも楽しんでいく

ような環境があるんですけれども、すごく

日本と海外のクリケットの協会との連携っ

ていうのも、盛んにやらせていただいてて、

そういったことを通した国際交流、海外か

らコーチが来て、小学生のころから、そう

いう国際的な交流機会を提供していきなが

ら、世界にどんどん出て行けるような人材

も育成していきたいなあと。このプロジェ

クトは 2007 年、また 10 人ぐらいの小さな

規模から始まって、現在 50 人ぐらいの小

学生から中学生が毎週クリケットを楽しん

でいただいてます。 
７．グランドの確保について 

すごく、クリケットの、なんで佐野なの

かというところのひとつ大きなところが、

グランドの問題があります。クリケットの

グランドというのは、野球場よりも実は少

し広いぐらいのものが正式なものでして、

野球と違ってファールゾーンがなく、360
度使うということから、正式な大きさにな

りますと 110 メートル×130 メートルぐら

いの広さのスペースが、楕円形なんですけ

れども、必要になります。 
で、東京で普及を進めて行っても、グラ

ンドを獲得できる望みっていうのがかなり

薄いっていうことで、少し東京から離れた

ところで普及していこうっていうのが、グ

ランド、継続してどんどん進んでプレイし

ていくなかでは、どこかで外のグランドで、

広いところでプレイしていかなきゃいけな

いという状況のなかでは、グランドを獲得

するというのはすごく重要なことなんです

けれども。 
佐野では、まず最初はいろんな多目的広

場、競技場を使わせていただきながらプレ
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イをしていき、プレイしていく実績をつく

りながら、子どもへの普及の実績をつくり

ながら、クリケット場をつくらせていただ

く機会をいろいろ探してたんですけれども。

たまたま、元少年野球場が空いているとい

うことで、そこにクリケットのピッチです

ね、この左上と左下のところはピッチをつ

くっているところですけれども。人工芝を

貼ったピッチ、これは幅が 2.74 メートル×

26.5 メートルあるんですけれども。クリケ

ットというのは、野球と違って、ストライ

クゾーンが膝上から肩ぐらいの場所じゃな

くて、だいたいワンバウンドしてくるボー

ルが、野球でいうストライクゾーンになる

んですけれども、そのワンバウンドさせる

都合上、ある程度のボールがバウンドする

固さ、それからイレギュラーしない平らな

面が必要なんで、そのピッチを入れさせて

いただくということがすごく重要なんです

けれども、これを入れさせていただいたと。 
この辺でグランドをつくるにあたって、

すごくポイントだったなあと思うのは、ク

リケット場っていうのは、こういう広さが

必要だから、じゃあ、これに合ったものを

探していくんではなくて、使える場所にお

いてどう対応していくか。この少年野球場

をつくったときには、それがフルサイズの

グランドじゃなくても、女子の試合、小学

生、中学生の試合では使えるんじゃないか

ということで、最初つくらせていただいた

ら、男子の試合もできるような広さになっ

たという経緯があります。 
それから、もうひとつは、市のほうにお

願いをしながらつくらせていただいている

んですけれども、市のほうからは、1 円も

金銭的なものを出していただいたり、予算

を組んでもらってつくってもらったりとか

っていうことじゃなくて、少ない予算なが

らも、クリケット協会の予算でピッチをつ

くらせていただきながら、いろんなボラン

ティアの方、この真ん中の写真は、「スポー

ツプロジェクト in 佐野」のメンバーなん

ですけれども。それの一環として、子ども

たちみんなで石拾いをしてもらったりとか、

芝刈りをしてもらったりとかっていうので、

協力してもらいながらつくっていったと。

そういう形で、なんとかひとつのものをつ

くって、それから 2 つ目、今年は 3 つ目つ

くらせていただきまして、今、佐野ではグ

ランドが 3 つ使えるような形になってます。 
で、グランドの活用という、大会、ツア

ー、どんなことをやっているかといいます

と、グランドがまず、できる前に、9 歳以

下、12 歳以下という、専用のグランドが必

要ない年代の全国大会を開催させていただ

いたりとか。それから、国際親善試合とい

いますかね、オーストラリアのクイーンズ

ランド州というところから、「ネドフランダ

ーズクリケットクラブ」という、クラブチ

ームですね、が来日しまして、もともとク

リケット場でもなんでもないところで試合

をやらせていただいたりとかしながら、こ

ういう試合ができますよっていうことを、

市民の皆さんに見ていただいたりとかしな

がら。2009 年、グランドができたときにも

国際ツアー、それからいろんな国内の大会

を佐野で開催させていただきました。 
８．渡良瀬川河川敷グランドと国際大会 

で、2009 年、ちょっと 1 ページ戻らせ

ていただきますと、この 2009 年の 2 番目

の渡良瀬川緑地公園ソフトボール場へのピ

ッチ造成というところなんですけれども、

これをつくるきっかけになったのが、2010
年の 3 行目にある女子のワールドカップ東

アジア太平洋予選大会の開催ということで。

実はこの佐野でクリケットを広めたいんで
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すよということで、国際クリケット評議会

の人が視察に来たときがありまして、その

ときにいろんな佐野の施設を見てもらいな

がら、佐野ですごく、クリケットが学校の

なかでもいろんなところで盛んに行われ出

していると。 
そのなかで、ソフトボール場が渡良瀬川

の河川敷にあるんですけれども、そこを、

たまたま通りかかったときに、ここで大会

ができたら、国際大会を持ってこれるぞ、

という話をいただいて。たまたま、そのソ

フトボール場が 3 面あるんですけれども、

2 面が向い合せの状態になってまして、ち

ょうどホームランゾーンも重ならない部分

が 20 メートルから 30 メートルぐらいあり

まして、ソフトボール場の大会運営にも影

響全くしないところに、人工芝のピッチを

入れさせてもらえるような形がとれたんで、

市のほうにお願いして、国際大会を開催し

たいということで、そこにも入れさせてい

ただいたという経緯があります。 
もちろん、あくまでソフトボール場です

んで、ソフトボールが年間計画などで使わ

ない日程なかで、クリケットのなかでいろ

いろ大会を計画して使わせていただくとい

う形で、いろんなスポーツとの共生も図っ

てます。そのような形でグランドが 2 つ、

使えるようなグランドができましたので、

いろんな大会を、市内の子どもの大会から、

大人の関東大会だったり、全国大会だった

りということで、去年は 56 試合開催させ

ていただきました。それから 9 歳以下の大

会なんかも、引き続き佐野では開催させて

いただいています。   
こういう大会以外にも、国際ツアーもあ

りますけれども、大学生の合宿だったりと

か、そこから、日本代表の合宿なんかも佐

野で開催させていただいてまして、去年ア

ジア大会で銅メダル獲らせていただいたん

ですけれども。佐野で合宿をしてから広州

に出発したという形で、いろんなクリケッ

ト界のなかでも、佐野がクリケットの拠点

だ、ホームグラウンドだという意識が少し

ずつ出てきてるかなあと思います。 
去年 5 月ゴールデンウィークに開催させ

ていただいた国際大会について、少し説明

させていただきたいと思うんですけども、

先ほども申し上げたとおり、2 つめのグラ

ンドをつくるきっかけにもなったんですけ

れども、そのほかにもたくさん、クリケッ

トの普及の面では、大きな効果がありまし

た。これ、一番上にもう、すぐ書いてある、

優勝できたんですけれども。優勝したとい

うことで、いい成績も収められたというこ

とで、非常な盛り上がりも見せることもで

きたんですけれども。 
国際大会を開催しよう、ということで、

佐野で国際大会が開催できるんだ、という

ことで、民間も行政もすごく応援していた

だいて、特に民間もすごく一緒になってつ

くっていった。いろんな民間の力を借りな

がらも、佐野の良さを出していこう。佐野

ってどんなところかっていうのを、来た選

手にもわかっていただこうということを、

すごく注意してやりましたけども。 
たとえば、この写真は、優勝トロフィー

と、MVP 賞と、それからクリケットの精

神賞のトロフィーなんですけれども、これ

は天明鋳物でつくらせていただいたトロフ

ィーでして、ちょうど、日本の古いコイン

の形をして、真ん中穴、空いていませんけ

ども、佐野、優勝のような形で漢字も入れ

させていただいてつくりました。それから、

せっかくゴールデンウィークということで、

ここに各国の旗が出てるんですけれども、

こいのぼりも入れさせていただいたり。優
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勝の副賞として酒造会社がすごく協力し

てくれて、じゃあ、日本酒を 1 本出そうと

か、味噌まんじゅう屋さんが、じゃあ、味

噌まんじゅう、みんなに食べてもらおうと

いうことで、いろんな協力をしていただき

ました。  
実は去年の 4 月に、佐野日大の中等教育

学校にクリケットの同好会もできまして、

そんな関係で、佐野日大の和太鼓部が演奏

もしていただいたりとか。佐野のみんなで、

こういろいろ出し合いながら、国際的なチ

ームを歓迎しようという雰囲気がうまくつ

くれたかなあと思います。この大会を通じ

て、国際大会が佐野であるということで、

すごく大きな効果が出たのが PR の面でし

て。新聞の発行部数、だいたいで数えます

と 740 万部ぐらい、佐野のクリケット国際

大会ていうなかで、出すことができました。

これはすごく、特に、地元のページが多い

ですから、佐野の方にたくさん見ていただ

いて、あ、佐野でクリケットやってるんだ、

国際大会やってるんだっていう、そんな認

識をしていただくのにすごく大きな効果が

あったかなと思います。 
それから、全国のクリケットファン、ま

だまだ少ないですけれども、2,000 人ぐら

いの来場者をいただいて、遠くは北海道、

福岡からやって来ていただきました。それ

から、市内の来場者、国際大会やってるん

だ、何やってるんだろうっていうふうに見

に来ていただいた人たちに、クリケットを

体験していただくようなこともやっていた

だいて、クリケット、少しでもルールを覚

えたり、体験して楽しさをわかってもらっ

たりということで、大会、日本代表として

は優勝を目指しながらも、大会を開催する

協会としては、この機会をどう使ってアピ

ールして、佐野のなかで普及していけるか

っていうことを考えてやっていきました。 
すごく国際クリケット評議会よりも、高

い評価をいただきまして、佐野市のほうも

すごく応援していただいて、感謝しますと

いうことで言っていただいて。佐野市のほ

うも、国際大会を開催するサポートをして、

また次の機会がないかということで、すご

く喜んでいただいたんで良かったと思い

ます。  
その PR に関してですけれども、ここに

例を 2 つ載せさせていただいたんですけれ

ども、国際大会をやった、クリケットの国

際大会っていうのが、メインの注目じゃな

くて、佐野で国際大会とか、佐野でなんか

やってるぞっていうのが、すごく新聞に取

り上げられるきっかけの重要なポイントだ

ったと思うんですけれども。そこがすごく

佐野のなかでのクリケットの PR にもつな

がったと思いますし、佐野以外での佐野の

PR、それを通じて佐野市民も喜んでいただ

いたっていうことはあると思います。 
こっちのほうが、東京新聞ですかね。佐

野での勝利、世界へ、ということで日本初

の地域予選突破とうことで取り上げていた

だいて。左のほうがどこの新聞かちょっと

わかりませんけれども、栃木県佐野市、ク

リケットの町、世界へ PR。実はこの大会

のニュースっていうのは、クリケット界で

はすごく世界広く発信されていきますんで、

そのなかで、まずはクリケットを通して佐

野が、国際的にも PR できたかなあと思い

ます。 
指導者育成という面では、先ほども少し

申し上げましたけれども、やはりクリケッ

ト協会のリソースというのはたいへん少な

くて、指導者も少ないですから、どれだけ

クリケットを子どもに紹介しながらも、そ

の子どもたちがいる場にいる保護者の方、
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先生方に、クリケットを少しでも覚えてい

ただいて、引き続きいろんな子どもたちに

紹介していってもらえないかということで、

指導者の育成っていうのは、すごく重要だ

と思ってます。 
特に、去年すごくその面で大きなステッ

プをとれたっていうのは、中教研、小教研

という、小学校、中学校の先生たちの研修

会で、クリケットを体育部会で紹介させて

いただいたのは、大きかったかなあと思い

ます。このなかで、ほとんどの学校が先生

を派遣するなかで、クリケットを紹介でき

たんで、ほとんどの学校のなかでクリケッ

トを知ってる先生がいらっしゃるという状

態になりました。 
それから、日本の国内での指導者のレベ

ルよりも、海外からのレベルというのは、

すごく高いレベルの方がいらっしゃるんで。

日本クリケット協会と提携させていただい

てるのが、オーストラリアのメルボルンが

あるビクトリア州ってところなんですけれ

ども、そこ、毎年指導者を派遣していただ

いて、日本での指導者の育成の手伝いをし

ていただいてます。それから、まだまだ実

現には時間がかかるものなんですけれども、

将来的には JET プログラムを生かした、指

導者の活用も考えていきたいなあと思って

います。もちろん、今の日本に来てる JET
プログラムの ALT の先生たち、英語の先生

として海外から来てる先生たちのなかには、

クリケットの盛んな国から来てる人もたく

さんいらっしゃいますんで、そういった方

を通じた指導者の活用というのもあるんで

すけれども。 
ひとつおもしろいなあと思って、今、目

指しているのが、SEA というスポーツ国際

交流員という制度が、JET プログラムのな

かにありまして。JET プログラムのなかに

は、ALT っていう英語の先生と、それから

文化系の国際交流員と、それからスポーツ

国際交流員というのがいまして。全体で何

千人といる JET の先生のなかで、国際交流

員っていうのは、全国でも 5 人くらいしか

いないんですけれども。特定のスポーツの

講師として、その地域に赴任してくるとい

う制度でして。特に、クリケットっていう

のは英文化圏の強いところが多いですから、

クリケットだけじゃなくて、英語を通じて

クリケットとかいう形で、おもしろい授業

ができるのかなあと。 
それから、海外だとよくあるのが、「スポ

ーツプロジェクト in 佐野」でやらせていた

だいてるシーズンスポーツ制。クリケット

だけじゃなくて、夏はクリケット、冬はラ

グビーのような形で、いろんなスポーツを

体験している人がたくさんいるんで、クリ

ケットの指導者がいれば、だいたいほかの

スポーツも指導できるような人が多いんで

すよね。ですんで、この SEA プログラム

を通じて、国際的な経験を子どもたちに、

英語の勉強もしながらスポーツも楽しむ、

いろんなスポーツを楽しむ、そんなかでク

リケットが取り入れてもらえればなあと思

って、将来的には導入していきたいなと思

うプログラムですね。 
９．地域の中での更なる普及を 

少し話が前後しちゃうかもしれませんけ

ども、佐野のクリケットの組織づくりとい

う面では、2007 年に支部を設立いたしまし

て、そこから 2008 年レクレーション協会

に加盟させていただいたりということで、

すごく、地域のなかでどういった関わりを

持っていけるかということで。新しいスポ

ーツってなかなかいろんな団体に入りにく

いところが大きいんですけれども、比較的、

佐野では容易に入れていただいて、すごく
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新しいものを取り入れようという姿勢が伝

わってきましたんで、やりやすかった面も

ありますけれども。 
企業さんの後援だったりとか、協賛だっ

たりっていうのも、2008 年から少しずつい

ただけるようになりました。グランドをつ

くらせていただいているのも、クリケット

協会の予算とボランティアの力が大きいん

ですけれども、地元の企業にもすごく応援

していただいて、安くつくっていただいて

るっていうのが、ひとつ大きいところです

かね。 
それから、ひとつ、「スポーツプロジェク

ト in 佐野」において重要だったのが、最初

の 2 年間において笹川スポーツ財団に助成

をいただけたんで、そのスタートとしては、

すごくスムーズにやらせていただけたとい

うところが大きかったですね。 
それから、PR の面でもすごく大きな効

果があったワールドカップの予選大会だっ

たんですけれども、いろんな企業に応援し

ていただくっていう面でも、すごく大きな

きっかけになりました。やっぱり国際大会

を開催すると、宿泊だったりとか交通の面

だったりとか食事の面だったりとか、いろ

んな要素が出てくるんで、そのなかでいろ

んな協力をしていただいて。その大会をき

っかけにクリケットを知ってもらって、応

援していただくような、そんな支援体制が

少しずつできてきたということですね。 
それから、この右下の写真にあるのが、

佐野クリケットセンターっていう店舗なん

ですけれども、日本初のクリケットショッ

プということで。去年まで佐野の中心市街

地の活性化の事業で、空き店舗活性賑わい

創出事業というのがありまして、新しく店

舗を設立するところには少し助成いただけ

るということで、日本初のクリケットショ

ップを開店させていただきました。 
それから、これからどんどんそういうク

リケットが普及していくなかで、子どもた

ちがクリケットを通じていろんな機会、海

外からコーチが来るっていうのはまだ簡単

なんですけれども、そこから、クリケット

を通じて海外に行ってもらうっていう機会

をどんどんつくりたいなあと思いまして、

今年の 2 月にニュージーランドのクライス

トチャーチに小学生 2 名を派遣しまして、

たまたま地震が起きてしまって早く帰って

くることになりましたけれども、これから

そういう機会をどんどんつくっていきなが

ら、小さいころから国際的な人材になって

いってもらいたいなあと、世界を恐れずに

どんどん出て行けるような大人になっても

らいたいなあと思います。 
これは、SEA の少し詳しい説明なんです

けれども、これからいろんなところでクリ

ケットを紹介させていただくなかでは、ク

リケット協会だけでできることっていうの

も限りがあると。そのなかで、うまく制度

を使いながらも、その制度を使っていただ

くまでの実績はつくっていかないといけな

いし、それの需要が出てくるようになって

こないといけないとは思うんですけれども、

そうなったときの、将来的な、またクリケ

ットを通して、SEA プログラムの導入を通

して、クリケットがその町に提供できる価

値のひとつとして、クリケットのコーチだ

からできること、英語を通じた教育だった

りとか、ほかのスポーツもできるっていう

ことだったりとか。そのスポーツっていう

よりも、そのスポーツを通じて、世界との

懸け橋じゃないですけど、つながりが出て

くるというところがおもしろいんじゃない

かなあと思ってます。 
これから、佐野のなかでどういった形で

－37－



 

クリケットを普及していくかという構造に

ついての構想なんですけれども、まだまだ

クリケットを知らない人もたくさんいらっ

しゃいますし、クリケットって言われて、

あ、クリケットねって言っても、あ、これ

がクリケットなんだって、初めて見る人は、

そのスポーツがどういうスポーツなのかは

わからない、名前は聞いたことはあっても

どういうスポーツかわからないという人た

ちも多いんで、どんどんその輪を広げてい

きたいなあと。 
それと同時にクリケットを盛んにするた

めには、いろんな核となる人たちを、応援

していただけるような人たちをつくってい

かなきゃいけないということで、広いクリ

ケットのプレーヤーだったりとか、コーチ

だったりとか、ファンだったりとか、そう

いう広いサポーター、クリケットに関心が

ある人という輪のなかでも、行政、民間、

クリケット協会っていうのがあるんですけ

れども、クリケット協会は、あくまで、一

番先頭に立っていかないといけないと思う

んですね。そのなかでも、自分たちででき

ないことがたくさんありますんで、民間だ

ったり、行政だったりというところのサポ

ートをお願いしていくと。こんな形で佐野

のクリケットの町っていう、それをつくっ

ていく核をつくっていきたいなあと思って

ます。 
以上でスライドショー終わりなんですけ

れども。特に町づくりっていう意味では、

私も全然専門家じゃないですし、クリケッ

トの現状と佐野でやってる活動についての

説明で、町づくりっていうところとどうい

う関わりがあるかっていうのも、私のなか

ではわかりませんけども、いろんな形でこ

れから、あと 30 分、40 分ぐらいあると思

いますので、特にそのなかでいろんな質問

をいただきながら、討論していただきなが

ら、逆に教えていただけるところがたくさ

んあると思いますんで、ぜひよろしくお願

いします。 
 
司会 

ありがとうございました。本当に興味深

くというか、おもしろく聞かせていただき

まして。どうしてクリケットの国際試合が

佐野に行っちゃったんだろうな、住民とし

て足利市は何やってたんだとそう思いまし

た。結局、私も町づくりなんて言いながら、

本当にハードウェア専門で道路や建物だけ

つくってきたんだと改めて思いました。や

っぱり町の中身っていうものが、ものすご

く大切で、今回、そうした中身からひとつ

の町の活性化をされてるんだなあというの

をつくづく感じてしまって。聞きたいこと

いっぱいあるんですが、司会から聞いたら

いけないんで、順番にどうぞ。 
皆さん、いろいろご意見あると思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。

と、いきなり振ってもなんでしょうけど、

ほんとに、なぜ佐野だったんですか。場所

がっていというか、インターがあったから

ですか。 
宮地講師 

そうですね。まあ、実は 2005 年ってい

うのが、クリケットにとっては大きな年で

して。2004 年までは国際クリケット評議会

の加盟基準としては、3 段階あるんですけ

れども、一番下のランクでして、実はほと

んど何も金銭的にはいただけないような、

助成金もあまりないですし、あまり相手に

されないランクだったんですけど、2005
年にある程度ランクが上がったんですね。

それで、ある程度ランクが上がったときに、

じゃあクリケットを本気で日本で広げるに
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は、まずそれを平日、学校に持っていける

人がいなきゃ始まらないだろうということ

で、少しずつ人を雇っていくって、そうい

う体制ができつつあって。 
で、実は 2008 年ぐらいから本格的にそ

れが始まったんですけど、そのときにたま

たま私は佐野にいたんですね。それまでは

クリケット協会の事務所っていうのも東京

に本部がある、住所があるぐらいで、実質

的には誰かの事務所の住所を借りてるよう

な状態で、ほとんどメールでやりとりしな

がら、ボランティアと、私もパートタイム

でやらせていただいてたんですけども、や

りとりをしていくなかで。 
ですんで、住むところは重要じゃなかっ

たんですね。たまたま私の知り合いで、私

は壬生町出身なんですけど、そんな関係で、

昔の友達が佐野に住んでて、佐野に住む機

会があったと、たまたま。 
それを考えていくときに、群馬のなかで

ある程度クリケットが盛んにやられてて、

それはそれで NPO として存在して、群馬

インターナショナルスポーツスピークスっ

て団体でやってて。せっかく新しく始める

んだったら、そことも連携が取れるような

場所がいいだろうと。 
それから、そのなかで見たときに、両毛

地域、北関東っていうのはおもしろいなと

思いながら、やっぱり北関東自動車道があ

る、開通すれば佐野はすごく交通の要所に

もなるし、自分も住んでるし、その関係で

少しコンタクトいただいたところが、いろ

んな民間と行政とお話しするなかで、すご

く新しいもの、大体いろんなところにも行

ったことあるんですけども、あまり名前を

挙げちゃうとまずいと思うんですけども、

うちはサッカーの町だからとか、うちはバ

スケットあるからクリケットはいいですと

か。いろんな施設を使うなかでも、施設の

利用頻度が高くていっぱいだと。結構ほと

んど門前払いが多いんですけど、佐野の場

合はすごくおもしろいと思っていただいた

人たちが多くて、話を聞いていただいて、

こんな機会があるよっていうふうな機会を

提供していただくような。 
やっぱり交通の要所、そういういろんな、

まあ足利も東京までの直通の電車もありま

すから、すごく便のいいとこだと思うんで

すけれども、そういう地域のなかで受け入

れるような下地がなければいけないなと思

うんですね。 
特に私は足利に当たったわけじゃないん

で、どういった感触が当たった場合にあっ

たかどうかわからないですけども、佐野の

場合に、すごく交通の要所でもありますし、

そういう下地があったということで入りや

すかったっていうことで、まあ、グラウン

ドもできそう、子どもの数もある程度ある、

それなりの規模の市であって、そういう形

で応援していただけるんだったらぜひやろ

うという形ですね。 
司会 

ありがとうございます。足利市にアプロ

ーチされて断られたというようなことはな

かったと。 
宮地講師 

ないです。逆に、何回かクリケットの試

合を足利でも、実は、今はなくなっちゃっ

たと思うんですけど、競馬場のなかにグラ

ウンドがあったと思うんですけども、そこ

で何回かやらせていただいたこともありま

すし。これから、今はすごく佐野に重点置

いてますけども、特にこの両毛地域ってい

うのは、高崎から佐野まで、結構クリケッ

トが盛んな場所が多いので、これから日本

のクリケットのなかの中核として、この両
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毛地域全体でやっていくと、いろんな可能

性がこれからあるんじゃないかなと。 
まあ、クリケット、すごく世界でも盛ん

なスポーツなので、佐野だけでできること、

関東だけでできることも小さいですけども、

両毛地域で集まれば、かなりおもしろいこ

とも、何年先になるかわからないですけど、

将来的には大きなワールドカップなんかも、

アジア大会なんかも開催できるんじゃない

かなと思いますので、ぜひ、これから両毛

地域を盛んにしていきいたいですね。 
司会 

ありがとうございます。 
Ａ氏 

そもそも日本クリケット協会っていうの

は、いつごろ、どういう形でできあがったの

かっていうのがね、ちょっと知りたいのと、

宮地さんご自身が競技歴というかね、どうい

うクリケットとの関わり方で過ごしてこら

れたのか、その辺をちょっと、そのお話を伺

えたら。今のお話でもね、ちょっと話変わり

ますけど、日本の工業誘致っていうとね、工

場誘致か、なんだかんだ一生懸命努力して、

結局実った部分のある部分は社長の出身地

なんですよね、意外と。なかなかそれ以外の

ところは、どんなにお金出しても来てくれな

いとかね。で、そういう面から言うと、やっ

ぱり宮地さんも栃木ですよね。だからそれこ

そ、必ずしも佐野じゃないようですけれども、

まあそういうこととも、結局、人脈がいろい

ろあるでしょうからね。日本クリケット協会

っていうのが、そもそもあること自体、私な

んかはほとんど知らなかったし、ただ、どう

いういきさつで宮地さん自身が競技として

関わってこられたのか、経験がおありだろう

から、その辺をちょっと。 
宮地講師 

はい。日本クリケット協会設立は 1984

年なんですけども、そのときは、その中核

となってつくろうって言ったのは 3 人、外

国人がいまして、1 人はパキスタン人の方

で、東京の人なんですけど、1 人はイギリ

ス人で、オーストラリア出身のイギリス人

なんですけど、群馬に住んでたんですね。

もう 1 人は静岡に住んでるフランス人がい

まして、たまたまクリケット好きの外国人

が集まって、クリケット協会つくろうよと

いう、いろんな大会やりながらみんなで集

まって、1 つの連合体としてクリケット協

会つくろうよという話になったときに、そ

のときにクリケット知ってる日本人ってい

うのは、おそらく神戸外大の元教授で、山

田誠先生っていう方がいらっしゃったんで

すけど、今の会長をしていただいてるんで

すけども、そこの先生がクリケット少し、

スポーツ関係の先生だったので知ってて、

その 3 人の外国人に混じってやりながら始

めたんですけども。 
85 年ぐらいから、東京の大学でもクリケ

ットサークルができ始めて、そこが山田会

長とのつながりなんかでクリケット少しず

つ覚えていきながら、基本的な活動の内容

としては、国内の大会をやったりとかしな

がら、せっかくだから、世界でやってるん

だから遠征行こうよっていう形でやってい

きながら、96 年に初めて国際大会に、アジ

ア連盟の国際大会に出場して、少しずつそ

の活動が国内の大会、代表チームの遠征だ

ったりとかっていうふうに広がっていった

んですけども。 
本格的に、今 NPO やってるんですけど

も、法人格を取得して、ちゃんとした形で

広げていこうっていうふうになったのが、

99 年の、海外から遠征が来たんですね。そ

れを、かなりクリケットでも名門なところ

が来てくれたんで、ちゃんと受け入れない
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とな、と。それの実行委員会つくりから組

織ができて、で、遠征が終わってから、せ

っかくだからこれをクリケット協会の組織

つくりに生かそうという話で。たまたま、

そのときに国際クリケット評議会が広く世

界に、伝統的にクリケットが盛んでない地

域に広げていこうっていう動きがあって、

そことうまくマッチングして、2001 年に

NPO 法人を取得して、本格的にクリケット

を日本でどうやったら普及させられるかっ

ていうことを考え出したんですけども。 
ですんで、かなり団体としても、今年で

ちょうど 10 周年ぐらいですし、まあ当時

はかなり、じゃあ大会をどうしようか、指

導者どうしようか、全く全員ボランティア

の形で始まった組織で、少しずつ、総合学

習、ちょうどゆとり教育とかって言われて

いる時期に、総合学習のなかで何をやった

らいいかわからない先生方に、クリケット

はどうですかということで少しずつやらせ

ていただいて。まあ少しずつそうやって、

クリケットの普及を進めながらも、やっと

今になって本格的に普及進められる体制が

できたと。私の競技、ちょっとすいません、

話が長くなっちゃって申し訳ない。 
Ａ氏 

いえ、どうぞ。 
宮地講師 

はい。私の競技者としての経験ですけど、

私は実は、父は日本人なんですけど、母が

スコットランド人なんですよ。母の親戚が

ロンドンなんかにもいまして。で、小学校

のときに行かせていただいて、そのときい

ろんなスポーツを体験するようなキャンプ

行って、クリケットも体験して、クリケッ

トおもしろいな、日本でも見ねえぞって、

興味を持ったんですね。 
たまたま大学に入ったときに、そのクラ

ブがその大学にあったんです。初めてしま

ったらおもしろくて、続けてたらどんどん

ハマっていきまして、大学院もロンドンに

行ったんですけど、大学院行きたいなと思

いながらも、クリケットの盛んなところに

行きたいなと。そんな形でやりながら、ロ

ンドンには通算で 2 年、競技もやらせてい

ただいて、メルボルンも 1 年、あ、半年で

すかね、1 シーズンやらせていただいたり

とかっていうことで。いろんなそういうと

ころでのプレイを通じて、まあクリケット

がやりたいからやってたんですけど、その

なかでの、イギリスとかオーストラリアに

おけるクリケットクラブの地域でのあり方

っていうのがすごく好きだったんですよ。 
それが、クリケットをやるためだけにあ

るわけじゃなくて、逆にクリケットを通し

て地域の人たちが交流していくような場だ

ったりとか、クリケットやってる人たちが

テニスやったりとか、ホッケーやったりと

か、スカッシュやったりとかっていろんな

ことをやって。いろんなクリケットもスポ

ーツも関係ないようなイベントをやったり

とかして、すごくそのコミュニティが好き

になって、こういうのが日本にもあったら

いいなというのも少し、普及のなかで、そ

ういったコミュニティをつくる 1 つの手段

となったらなあと思ってやってるんですけ

どね。 
それからまた、出身地が盛んになるって

いうのはおっしゃってましたけど、まあ、

あくまで日本クリケット協会ですから、全

国での普及を目指したい。たまたま私もそ

ういう個人的なつながりもあって、佐野で

は少し進めさせていただいてるんですけど、

全国に広げていく戦略のなかで、まずは最

初に関東、固めたいということで、北関東

の中心として佐野と。実は今、東と西も少
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し手をかけてまして、千葉県と、千葉は印

西市と、東金市と、あとは市原市と柏市で

すね、少しクリケットはいろんな拠点があ

るので、ちょっと佐野とは違ったクリケッ

トの普及の進め方をしながら今、核となる

ところを重点的にやっていこうというので、

今考えてるんですけど。 
まあ千葉県と、それから今、行政的な興

味という面では、佐野に近い興味を示して

いるのが、東京の昭島市なんですね。昭島

も結構佐野とも似てるところがあるかなと

思うんですけども、ある程度の人口があり

ながらも、何かの中心になってるわけじゃ

ないと思うんですよね。ちょうど圏央道な

んかも通って、交通の便も良くなって、昭

島はオーストラリアのパース市とも交流が

あって。そんなオーストラリア大使館の関

係でクリケットやってみたいってことで、

少し小学校なんか入れさせていただいたり

とか。そこもここと同じような、まちづく

りセンターみたいなものもあって、そこも

すごくクリケットをそのひとつのソフト面

として活用していきたいというふうに言っ

ていただいて。 
ですんで、今、関東では、北関東では佐

野、それから群馬は結構高崎、前橋、桐生

なんかも少しあるんですけど、が盛んで。

で、東が千葉、西が昭島と。南が関東じゃ

ないですけど、静岡県富士市は 15 年ぐら

い前からグラウンドもありまして、外国人

を中心にやってたんで、そんな活動があっ

て。それから実は関西のほうが、最初に中

高のクラブができたのは関西でして、上宮

学園っていう元木（大介）の出身校ですね、

あそこに 50 人の部が、クリケット部があ

るというところで。組織も、配らせていた

だいた会報誌の日本地図がどこか出てると

思うんですけど、北海道から関西、四国も

ちょっとあるんですけども、いろんな地域

で、特に関西と関東以外は外国人が多いん

ですけど、クリケットやってる方が多くて、

普及したいっていう働きがあるところが支

部になっていただいて、そこを助けるよう

な働きもしてます。 
ですんで、ステップを踏んでいかないと

いけないなとは思うんですけれども、近い

将来、全国的なスポーツになったらなと、

狙ってます。 
 

今おっしゃったことはだいたいわかるん

ですけど、一番クリケットで魅力的だと感

じられたのはどんな。 
宮地講師 

そうですね。一番、やっぱり私がクリケ

ットを普及したいなっていうその一番の原

動力になるのは、私もクリケットを本格的

に始めたのは大学に入ってからなんですけ

ども、それを通じて、すごくいい機会をた

くさんいただいて、クリケットじゃなけれ

ば絶対出会わなかったような人たちもあり

ますし、絶対行かなかったような場所もあ

りますし、たまたま日本代表をやらせてい

ただいて、国際大会に行かせていただいた

なかで、行く前に名前も知らなかったよう

な国、バヌアツ共和国、ボツワナとか、来

月にはパプアニューギニアにも行かせてい

ただくんですけども、そのなかですごく、

クリケットが持つクリケットの精神って言

われる、精神的なところでの紳士的な言動

を大切にするものを通じて得られた経験っ

ていうのは、すごくいい経験をさせていた

だいて、楽しい経験をさせていただいて、

やっぱりそれを、自分は大学から始めたけ

ども、小学校から始めたらどんだけいいか、

どんだけおもしろい世界が見れるのか、世

界とのつながりができるのかっていうのが、
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それが実際に行われるのを見ながら、自分

もやりたかったなっていう嫉妬もするんで

すけど、それはやっぱり自分が体験したこ

とも味わってもらいたいなっていう、その

思いは強いですよね。 
 

フェアプレーっていうあれが、ゴルフも

そうですけども、そのフェアプレーってい

うのが 1 つの中心の精神だっていう。 
宮地講師 

そうですね。それがすごく表れるのは、

特に審判との関係ですよね。審判に対して

不満そうな顔を見せたらもうだめなんです

よ。審判が言った決断はもう絶対ですし、

よく審判に対する暴言があるってそれで退

場になったりとかってほかのスポーツには

あると思うんですけど、えっ、今の判定は

何だみたいな顔もしちゃいけないんですよ。

ですので、すごくそれをリスペクトする、

それがスポーツの一番の前提になってるん

だっていうのはすごく強くあって、それが

相手チームに対しても同じで、フェアな条

件のなかでやると。ずるいと思われるよう

なことは自分の尊厳を傷つけることだって

いう思想が強いんで、誰かに言われるから

っていうよりも、それは自分の尊厳の問題

であるっていう、なんて言うんですかね、

私もその辺は言葉を正しく言えるかわから

ないですけどね、そのリスペクトするって

いうのがすごく、いろんな人間関係とかコ

ミュニティのなかでの関係の基礎にもなっ

てると思うんですよね。 
司会 

どうぞ、ほかの方も。 
Ｃ氏 

じゃあ私も、ちょっと聞いてよろしいで

すか。SEA でしたっけ、その取り組みとい

うのが非常におもしろいなというふうに感

じたんですけれども、私も PTA とかやって

いながらごく一部の会長さんと話している

なかでは、学校教育のなかでやっぱり英語

を使ったもので何か教えたりというような

こと、たとえばこれが授業のなかでも音楽

であったりだとか、体育であったりだとか、

そういったなかで英語の授業をできれば、

子どもの英語力ももっと付くんじゃないか

って話も出てるんです、実際。今その SEA
をこれから先やってくっていうか、やって

いきたいという話のなかで、そういった前

例っていうのはもういくつかあるんですか。 
宮地講師 

SEA の導入例は、岐阜県と長崎県が多い

ですね。全国に 5、6 人ぐらいしかいない

んですけど、大体ほとんどが長崎と岐阜な

んですね。 
Ｄ氏 

そういったなかでも、学校のなかで取り

入れられて、授業の一環で、体育とかで英

語を使って教えるという。 
宮地講師 

英語とは限らないんですよ。場所によっ

てスポーツも違うんですけども、何県がな

んていう、どういうスポーツだったかはち

ょっとあれですけど、たしか長崎県はホッ

ケーが多いと思うんですよ、グラスホッケ

ーが。その赴任先としてはいろんなケース

があるんですけど、教育委員会だったり、

学校だったり。長崎県のホッケーの場合は、

ある県立高校に配属されて、特にその高校

のホッケー部を強くするっていうのが第一

目的だったみたいですね。 
岐阜県の例でいきますと、岐阜県のなか

に、ちょっと私も正式な名称は申し上げら

れないんですけど、スポーツセンターみた

いなのがあって、特にエリート教育をして

いくようなプログラムもあって、そのなか
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で、何だったかな、ちょっとすいません、

アーチェリーだったかフェンシングだった

かわからないんですけども、その先生を呼

んでやっていくという例があって、特にそ

の英語のなかでっていうのは、クリケット

の特性をどう生かしたらいいかなって考え

ていくなかで、考えていったもので、新し

い取り組みを提案していきたいなというと

ころですかね。ですので、今までのその先

生は中国だったりとか、ハンガリーだった

りとか、オーストラリアだったりとか、い

ろんな国から来てます。 
Ｄ氏 

じゃあ今までというのはどちらかという

と強くしたいとか、そういった部分ってい

うのが強かったんですけれど、今はクリケ

ットを通して普及活動を、たとえば佐野市

内でやってくなかで、英語を使っての授業

というのを取り入れたらどうですかってい

う提案は、これからしていくような。 
宮地講師 

はい、そうですね。少しずつしてるんで

すけど。佐野市の場合ですと、JET プログ

ラムはもう使わないということで、今年か

ら JET プログラムは使ってないんですね。

ですんで、ちょっとタイミングが悪かった

なというところもあるんですけども、いろ

んな、JET プログラムで問題とされている

点としては、先生の質があまり、当たり外

れがあるというところと、予算的な問題も

あるとかっていうことはあるらしいんです

けども、SEA っていうのは少ないんですね、

対象者が。英語の場合、何千人のなかにい

い先生と悪い先生がわからないなかで、誰

が来るかわからないですよね。ただ、たと

えばクリケットで SEA を募集しましょう

と言った場合、世界のなかのクリケットの

コーチで募集してきたなかで、一番いい人

が来るっていうのがわかってるわけですよ

ね。ですので、かなりの質の高い先生が来

るっていうのが期待できるのかなと。特に

給料の面でも、かなり JET プログラムって

いうのはいいんですよね。ですんで、かな

りのいいレベルのコーチも、ほかのスポー

ツの例を見ても、オリンピック選手なんか

が来たりとかっていうのがあるんで、期待

できると思うのと、それから、市の財政の

なかの制度での評価っていうのは、地方交

付税の仕組みのなかで、かなり負担が大き

く計算されるんですけれども、実質的には

ほぼ全額、国からの補助で出ちゃう制度な

んですよね。ですんで、その辺のバランス

がどう理解していただくか難しいところで

もあるんですけど、やっぱりそのなかで、

このプログラムが市にとって、それだけの

投資をするだけの価値があるかっていうの

が理解していただけるようにしないといけ

ないのかなと。 
Ｄ氏 

凄い、こう、町を巻き込んだなかで、ま

してや教育のところにまで入っていくとな

ると、本当にすごいことだなっていうふう

に思いますし。子どもたちにとってみたら

必ずしもプラスになることだけではないか

もしれないですけれども、英語は覚えられ

る、そしてまた、精神的にも紳士的だって

いうふうに思いますし、ぜひとも成功事例

を、佐野が無理でしたら足利でも。 
宮地講師 

はい、ぜひ、ぜひ。すごくやっぱりおも

しろいと思うのは、先ほどのがおっしゃっ

たように、何かをやると、英語を覚えるに

しろ、教室のなかでっていうよりも、何か

をやりながらってすごく大きいと思うんで

すよね。大学生でクリケット始めた人のな

かでも、クリケット始めたころには中高 6
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年間、自分は英語勉強してきたのかなあっ

て思うような人たちもたくさんいたなかで

も、クリケットを通じて 2、3 年で英語が

しゃべれる。まあ文法的に正しいかどうか

とか、わかりませんけども、外国人とのコ

ミュニケーションが英語でとれるっていう

意味では、クリケットを通じて覚えるって

いうのがすごく進む例もたくさん見てきた

んで、やっぱり小さいころからそういう機

会があれば、大学生が覚えるよりも早く覚

えちゃいますからね、小学生、中学生、高

校生は。ですんで、それはすごくおもしろ

いんじゃないかなとも思いますね。ぜひ足

利市で。やっぱり前例がないんで、なかな

か導入が難しいんですよ。 
Ａ氏 

やっぱり佐野に目を付けられたのは非常

に良かった。もちろんコスト部分だけじゃ

なくて、佐野市の場合、新しいスポーツと

かそういうのに意外といろいろウェルカム

してるんですよね。だから、そういう意味

では新しいスポーツには、クリケットって

いうのは別に新しいスポーツではないんだ

けど、普及していく取り組み。だから、そ

ういう意味では佐野ってのはすごく、案外

発信していくと。足利は発信したいという

ことはないんだけどね。 
宮地講師 

そうですね。やっぱりウェルカムされる

ような雰囲気があるっていうのは重要だと

思いますよね。それはもうスポーツに限ら

ずなんでもそうかなとは思いますけど。や

っぱりそのなかで、クリケット協会として

すごく心がけてるのは、他力本願じゃなく

て自力本願で、自分たちで何かをしないと

いけない。しながらも、やっぱり支援して

いただかないといけない、達成できないと

ころもあるけども、自分たちでコントロー

ルできるところをコントロールしていかな

いと、これほどマイナーなスポーツだと、

どこにもいけないと。ですんで、学校に入

れないんだったら、じゃあ課外活動でクラ

ブをこっちでつくってしまおう、5 人から

でもいいから集めてしまおう。そのなかで、

クリケットの実績をつくりながら、あ、う

ちの学校で生徒がクリケットやってるんだ、

じゃあちょっと 1 回来てもいいよっていう。

少しずつこう、このガチガチの仕組みのな

かでのひびを探していきながら、そこから

水のように入っていくような、どんな機会

でもとらえていきたいなと。 
司会 

どうですか、学生さん。スポーツやって

海外に行けるっていうのは、それから、海

外に行ったらスポーツ通じてすごく交流が

できるっていうのはものすごく大きいよね。

君アメフトやってるから意外にそのチャン

スあるでしょ。サッカーも。あ、サッカー

行ったんだろ、君も、海外に、高校時代。

だから、いい経験したわけでしょ。でも、

そういうチャンスっていうのと、まちづく

り。だから、まちづくりが目的ではなくて、

あくまでもクリケットを普及させるってい

うのが目的なんですけど、戦略が見事です

ね、とにかく。どこを拠点にして広げてい

こうかっていう。受け入れてくれるところ

だったらどこでもいいやっていうんじゃな

いんですよね。一応、地域性を考えてるわ

けですね。 
宮地講師 

そうですね。受け入れてるとこが少ない

だけに、なかなか選べないところもありま

すけど、はい。 
Ｆ氏 

全然別の話で恐縮ですけど、このパンフ

レットに、『打つ！』っていうところに、グ
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リップの、握りの話が書いてありますが、

クリケットとゴルフとは、どっちが先なん

ですか。 
宮地講師 

非常に難しい質問ですね。 
Ｆ氏 

いや、この握りはね、ゴルフのグリップ

と非常に似てるかな、こう見ただけでね。

それと、これは両手ですけども、イギリス

はやっぱりテニス盛んですけど、テニスの

握りも基本的にみんな同じかなっていう感

じが、ちょっとするんですがね。そういう

意味で、どっちがどちらかとか、どうでも

いいんだけども。 
宮地講師 

すごくやっぱりゴルフとの打ち方ってす

ごく似てますね。 
Ｆ氏 

それとゴルフは、ものすごく普及しまし

たよね。クリケットは、まあ、イギリスの

王朝の国技のように盛んですけども、その

辺ゴルフとどう違うのかなあと。 
宮地講師 

そうですね。チームスポーツ、個人スポ

ーツの違いっていうのは結構大きいと思う

んですよね。 
Ｆ氏 

ああ、そうか、個人とチームの違いですね。 
宮地講師 

チームスポーツとしては、サッカーに次

いで世界では競技人口第 2 位なんですよ。 
Ｆ氏 

あ、そうですか。 
宮地講師 

はい。ですんで、野球よりも多いんです

よね、実は。すごく大きなのは、特にイン

ドなんかは 10 億の人口のなかで、1 番の宗

教はクリケットだ、ヒンズー教じゃなくて

クリケットだって言われるぐらい盛んな地

域なんですよね、インド、パキスタン、ス

リランカ、バングラデシュあたりなんかは。

ですんで、すごく伝統的な強いカラーもあ

りながらも、特に今、世界で広がってって

る、その担い手になってるのは、インド、

パキスタンあたりから、アジア、それから

アメリカなんかに移民してってる人たちが

すごく大きい。やっぱりまたいろんな流れ

があるんですよね。ですんで、最近は、も

ともと実はあまりクリケットのどういう試

合かとかって話をしてなかったですけども、

3 つ大きな形で形式があるんですね。たと

えばラグビーだったら、ラグビーセブンズ

っていうのがありますよね、ちょっと形式

が違いますよね。同じように、3 つあるん

ですよ。1 つは、一番伝統的な形は 5 日間

かかるんですよ、1 試合で。で、70 年代ぐ

らいから出てきたのが、1 日で、せめて 1 
日で終わりにしましょうよという形式。そ

れから、2000 年ぐらいから出てきてるのが、

せめてテレビに映してもらえるんだったら

3 時間枠ですよということで、3 時間ぐら

いで終わる形式が最近はすごく盛んにやっ

てて。 
特にインドなんかは、インドプレミアリ

ーグっていうことで、イングランドのサッ

カーのプレミアリーグみたいな、クラブチ

ームのフランチャイズの形ができまして、

すごくそれも盛んに行われてて。そこなん

かの選手なんか、メジャーリーガーのトッ

ププレイヤー並みの給料もらってたりとか

してますんで、すごく形も変わって、文化

も少しずつ変わってきて、いろんな形があ

ると。なので、日本の将来としては、日本

のクリケットっていうその特色を生かすよ

うな、野球でもスモールベースボールとか

って言われるような、まあ野球で世界一が
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取れるんですから、クリケットも世界一取

れると思うんで、同じ、投げて打って走る

スポーツですから。 
Ｆ氏 

時間を縮める、広がりを、人数を減らす、

そういう方法はアジアではプロで使うん

だけどね。やっぱりテレビの影響が強いで

すよね、放映時間のせいでね。どうもつま

らなくしてるんじゃないかと思うんだけ

どね。いや、余計なことかも、うん。  
宮地講師 

いえいえ、うん。すごくそういう意見も

たくさんあって。今その 3 つの形式が並立

してるんですけども、それはすごく今、国

際的にもこれから 10 年後どういう形にな

る、20 年後どういう形になるかっていうの

はまだ誰もたぶんわからないと思うんです

けど、すごく伝統を大切にするっていうも

のと、新しくエキサイティングな形、まあ

クリケットっていうのはアウトになるまで

ずっと打つんですよ。ですんで、5 日間あ

ると、ずっと打ってられるんですよね。そ

うすると、アウトになりたくないっていう

守りの意識の比重が大きくなるんですよね。

そうすると、戦略的にはすごくおもしろい

んですけど、見てるほうにとってはつまら

ないことが多いんですよ。 
逆に、短くするとアウトにならないとい

うよりも、どんどん点を取らないと時間が

なくなっちゃうっていうんで、リスクは高

く、得点はたくさんということで、見てる

側にとってはすごくエキサイティングなん

ですよ。でもやってる人にとっては、来た

ボールをどうやって遠くに飛ばすかってい

うことだけを考えて、戦略の面では少し簡

略化されるところもあるので、それは人そ

れぞれの好みがあるんですよね。 
ですんで、バレーボールもそうですよね。

どうエキサイティングになるかっていうの

で、ルールも変わってきますし、クリケッ

トもそんなわけで、もう同じような形でど

んどん変わっていくんじゃないかなと思い

ますけど。すごく伝統を意識する力ってい

うのは強いんで、そういう面も守っていき

ながらやっていくと思いますね。 
Ｆ氏 

クリケットはぜひ、そういう方向で。子

どもの教育になるんだったらぜひね。 
宮地講師 

特に、やっぱりプロ化する、商業化する

っていうなかで、失われていく精神っての

はすごく大きいと思うんですよね。ですん

で、クリケットもそういう面がたくさん出

てきながらも、商業化されながらも、そう

いう精神を失わないで発展していくってい

うのが課題かなと。 
司会 

クリケットが順調に発展していくと、結

局、佐野がすごく有名になりますよね。非

常に卑俗な発想ですが。で、結局、それは

やっぱり佐野が有名になる、発展する、町

に決して悪いことじゃないから、まさに望

むべき構造になってるんですよね。だから、

クリケット協会の戦略と、佐野のまちづく

りの戦略っていうのがうまくマッチングし

てる。たぶん、そうすると成功する可能性

が高いと思うんですね。まあ、たまたまク

リケットだったんですけど、仮に足利でク

リケットやろうって言ったときに、クリケ

ット場ってつくれるんですかね、足利に。

ソフトボール場 2 面つなげて、でしょ。川

原の河川敷ですよね。」 
Ａ氏  

川原はだって、ちょっと狭い。 
宮地講師 

そうですね、やっぱりグラウンドを探し
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ているときに探すのが、まず既存のグラウ

ンドっていうのはほとんどサッカー場、野

球場、ソフトボール場で、年間計画も立っ

てて、ほとんどそのスポーツのために使わ

れてるんで、なかなか取れないんですよね。

ですんで、一番、職業病かもしれないんで

すけど、いろんなところ回りながら、空い

てる土地がないか見るんですよね。この土

地活用できないかなあって。佐野の場合、

富士市の場合もそうなんですけど、ソフト

ボール場の真ん中に入れさせていただい

て、共有して、使わないときに使わせてい

ただくような形とってますけど、ソフトボ

ールだけじゃなくて、たとえばサッカー場

が 2 面並んでて、その真ん中にピッチを入

れさせていただいたりとかっていうよう

な、いろんな形があるかなと思いますんで、

どこの町でも、まあ東京はかなりそういう

面では厳しいところがたくさんあります

けど、この両毛地域はいろんな可能性があ

るかなと。  
男性Ｆ氏  

印西市は一番ニュータウンの土地が空い

てるんだよなあ。 
宮地講師 

まだ印西、グラウンドはないんですけど、 
Ｆ氏 

場所はたくさんあるでしょ。 
 

はい。おもしろいなあと。 
Ａ氏 

千葉は、養鶏場が多い。そういうとこっ

てのは、空き地が結構あるから、印西も含

めてずいぶん可能性があると思うんだけど。 
司会 

不動産屋に近い発想だけど正しいかもし

れない。 
 

やっぱりたぶん、渡良瀬川の河川敷も、

探せばいろんな場所があるんじゃないかな

と思いますね。 
Ｂ氏 

ちょっと、お金の話がね、運営のお金の

話が、やっぱり本部なりからお金が出る仕

組みはあるんですね。 
宮地講師 

はい、あります。 
Ｂ氏 

それを維持していくのは、NPO といえど

も大変なんじゃないかなと思うんですけど。 
宮地講師 

大変ですね。 
Ｂ氏 

どういう仕組みで維持されてるのかな

あと。  
宮地講師 

クリケット協会の予算のなかで、収入の

なかで占める割合としては、国際クリケッ

ト評議会からの助成金が半分ぐらいですね。

あとは会費だったり、 
Ｂ氏 

会費っていうのは、メンバー制なんですか。 
宮地講師 

そうです、はい。公式戦に出るには、会

員でないといけないっていうのがあるん 

で、年間 2,000 円の大したことない会費で

すけど。それから、大会の参加費、大会運

営もほとんどトントンのものですけどね。

それからスポンサーが、これだけマイナー

なスポーツにしてはすごく恵まれたスポン

サーをいただいてるかなと。それはやっぱ

り外資系が多いですね。たとえば、オース

トラリア、イギリス系の企業で、ですんで

社長さんはクリケットに対する理解がある

んですよね。自分も昔やってたスポーツ応

援してやろう。日本でクリケットって言う
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と、皆さんもクリケットって何だって思う

ように、クリケットが好きな人も、日本で

クリケットやってるなんてあんまり考えら

れないことなんですよね。ですから、逆に

そのインパクトが強いんですよ。あ、お前

のとこの企業はクリケットスポンサーして 
るのか、もう一生忘れれないぐらいのイン

パクトがあるらしくて、それはすごく大切

にしていきたい関係がたくさんそれででき

てるんですけども。 
たとえば、今、男子の全国大会はスリラ

ンカ航空がスポンサーしてくれてるんです

けども、スリランカではクリケットが盛ん

で、スリランカっていうのは内戦が終わっ

て、すごく今、海外からの観光を増やした

い。そのなかでも認知を増やしていく、ク

リケットを通じて。実はサーフィンなんか

もよく、すごく今成功してるみたいですけ

ど、日本からサーフィンで。クリケットで

もそういうのをやっていきたいみたいなこ

ともありますし、ですので、決して大きな

予算、大きなスポーツに比べたら、ではな

いですけど、マイナーなスポーツにしては

すごく恵まれた環境ではありますし。 
国際クリケット評議会が調べたところに

よると、おそらく国際競技団体から各国の

競技団体に配分される助成金の額としては、

サッカーに次いで 2 番目ぐらいに多いんじ

ゃないかと。サッカーは 1 億ぐらい毎年い

っちゃうような規模で半端じゃないですけ

ど、クリケットはそんな規模じゃないです

けど、かなりスタートを切れるようなもの

ではあるんで、2008 年の初めにはクリケッ

ト協会常勤スタッフ 2 名から、本格的に戦

略を立ててつくったんですけど、今年、今

は常勤が 6 名と、パートタイムが 2 名いま

すんで、この数年のなかでかなりの普及の、

ひとつ、この佐野のなかでも重要なのは、

財政的にも独立採算が取れるような形をつ

くっていくことなんですよね。 
で、「スポーツプロジェクト in 佐野」っ

ていうことで教室のような形でやってるの

も、そこは有料で、月額のクラブ費用いた

だいてやってますし、民間のスポンサーも

少しずついただきながら、佐野のプログラ

ムが事業として独立できるようになれば、

次の地域に移れるっていう。次の地域に移

れないと、日本全国行けませんので。ある

程度、そのめどがついたんで千葉に移った

んですね。移ったっていうか、始めて、や

ってるんで、どんどんそれを増やしていき

たいなと。そのなかでも、ある程度のとこ

ろができたら、どんどん北関東全体の普及

をそこからも、やっていきたいなと思いま

すんで。 
すごくやっぱり、両毛地域っていうのは、

すごくおもしろいですよね。首都圏から近

くて、これだけまとまりのある地域ってな

かなかないと思いますし。幸いにもクリケ

ットが佐野から高崎まで、点々ですけど、

それがつながってくればかなりおもしろい、

地域全体としてもおもしろいこの世界との

つながり、それから、全国規模としての中

心地域になっていけるんじゃないかなと思

いますんで。この北関東自動車道は大変あ

りがたい話で、これから楽しみですよね。」 
司会 

インターネットで世界とつながってる時

代だから、国際大会開くって言っても、昔

のようにえらい騒ぎにならずに、わりと簡

単にできるんじゃないですか。 
宮地講師 

そうですね。ひとつ、やっぱり国際大会

やるに当たって、これからの課題となって

くるのは、宿泊施設じゃないかなと。特に

国際大会ですから、大会運営をやりやすく
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するためには、同じ宿舎がいいわけですよ。

で、佐野でどれだけそういう宿舎があるか

っていうと、1 つのところで受け入れられ

るところっていうのは、ほとんどないです

よね。これが 3 チーム 4 チームぐらいの小

規模だったらなんとかなりますけど、去年

やった女子の大会も、3 チームでだいたい

100 人ぐらいの宿泊なんですけど、それも

2 つに分けて宿泊してたんで、まあ分かれ

るにしろ、おそらくおもしろいのは佐野の

場合、中心市街地にいくつかホテルがあっ

て、その近くでやってたんで、ある意味そ

の中心市街地を使ったその期間だけのなん

か新たなコミュニティが出現したような、

形があったかなと思うんですけど、まあそ

こら辺の課題は大きいですよね。8 チーム

10 チームの大会になると、どうしましょう

かって。 
司会 

足利のインフラっていうのは、この辺と

しては集積ありますよね、両毛地域のなか

で見ればね。 
Ａ氏 

ここら辺では、佐野で、中心にやったと

しても、もし、3 チームならそうですけど、

もっと多い場合だと、佐野ではもう全部で

きないですね。そうすると、足利でやった

り、そういう形でやってくと。 
司会 

だから、そういう意味で、両毛地域に目

を付けられたのは、佐野単独じゃないけど、

北関道を使えばやっぱ 100 万近い都市圏と

して利用できるのかもしれないですね。 
宮地講師 

すごくやっぱり、佐野の人口だけでも小

さな国と比べたら同じぐらい人口あったり

しますからね。両毛地域全体を入れると、

100 万ぐらいですけど、そうなるとかなり、

それだけでもう世界でも、その地域のなか

で普及できれば、競技力も、数の世界へい

っても対抗できるので、おもしろいと思う

んですよね。 
Ｆ氏 

バヌアツとかそういうのに比べて。そう

いう発想なかったなあ、比較基準が。 
宮地講師 

はい。東アジア・太平洋地域でいくと、

一番小さいのはクック諸島ですかね。2、3
万人しかいないんですよね。そこと国際舞

台で戦うっていうのもなかなかおもしろい。

やっぱりそういう国の人って、違うコミュ

ニティでおもしろい人たちが多いですし。

逆に、そういうところが、すごくクリケッ

トの精神っていうのが、クリケットを楽し

むっていうのが、すごく体現してるんで、

おもしろいですし。 
Ａ氏 

この周辺で、比較的早い時期に実物を見

ようと思うと、どういうのがありますかね。 
宮地講師 

今週の土曜日に佐野に来てください。 
Ａ氏 

土曜日かあ。それは、高校生とかの。 
宮地講師 

日本代表の合宿があります。 
Ｂ氏 

大きなイベントカレンダーが資料の最後

のページに出てます。 
宮地講師 

あまり詳しくは書いてないですけどね。 
Ａ氏 

一度ぜひ、見たいな。 
宮地講師 

去年まで、実はここに ALT じゃないです

けど、たぶん私的な企業からの派遣で、足

利にオーストラリア人がいたんですけど、
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彼はすごいクリケットが上手くて、ちょっ

と小学校で教えてたみたいなんですけどね。

東のほうの足利の小学校いくつかでやって

くれてたみたいなんですけど、1 年しかい

なかったので。 
Ｂ氏 

応分の費用はかなりかかるんですか。 
宮地講師 

特に学校で紹介する場合には、簡易的な

道具使うので、だいたいバット 4 本、フル

セットで、2 つ試合ができるぐらいのセッ

トで 1 万円ぐらいですかね。 
Ｂ氏 

あ、そんなもんですか。 
Ａ氏 

ボールも特殊ですよね、ちょっと。 
宮地講師 

ただ、今、その簡易的な物っていうのは、

体育館のなかでも使えるような物なんです

けど、それはゴムボールで、野球でやるプ

ラスチックのバットで打つようなボール、

あんなのでもやったり。一番、小学生の低

い、1 年生とかの小さい子にはほとんどス

ポンジみたいなボール使ったりとか。あと

は軟式のテニスボール。 
もちろん、外へ行って本格的なものをやる

と、野球の公式ボールと同じボールですん

で、硬いですけど。 
司会 

さて、時間もまいりましたので、最後、

どなたか、聞いときたい、という方がいら

っしゃれば。よろしいですか。じゃあこれ

で、本日は時間もまいりましたので、お開

きにしたいと思います。これより 2 回続け

てまいりましたが、この次は 7 月 18 日で

すね。初めてこの公開講座で女性の講師が

見えるということですので、大変な美人だ

というふうに聞いてます。それも含めて。 

中川会長 
足利出身ね。 

司会 
足利出身、そうです。ついに、鹿沼、佐

野と来て、足利です。 

中川会長 
ありがとうございました。 
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いますので、またぜひ参加をお願いしたい

と思います。 



「クリケットのまち」づくり：佐野プロジェクト

～佐野から世界へ、世界から佐野へ～

特定非営利活動法人
日本クリケット協会

2011年6月15日

表紙：女子クリケット日本対サモア

世界中で多くの人に親しまれ、日本で
も徐々に浸透してきたスポーツ、クリ
ケット。その女子ワールドカップに向
けた「東アジア・太平洋地域予選」が
佐野市で開催されました。日本代表

チームはこの予選で見事優勝。初の
地域予選突破を果たしました。「クリ
ケットのまち」を目指す佐野市で、日
本女子クリケットの歴 史に、輝かしい
１ページが新たに刻まれました。

（渡良瀬川緑地グラウンドにて）
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クリケット普及の目的と戦略

 目的

 クリケットの普及に努めることで、スポーツを身近にすることで人々が幸せになる環境を作る。

 クリケットの強化に努め、日本代表が世界で活躍することで人々に勇気と希望と感動を与える。

 クリケットの精神を助成することで、あらゆる人々、コミュニティー、国をつなぐ架け橋となる。

 戦略
 継続的にクリケットを楽しめる地域密着型の競技環境作り

日本代表

クラブチーム

教室

イントロダクション

地域代表

シニア

大学生

U19

U15

＜レベル軸＞ ＜年齢軸＞
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佐野プロジェクト
～クリケットのまち～

• 体験会・学校訪問

• クリケット体験率100％→クリケットの紹介、スポーツを楽しむ

• スポーツプロジェクトin佐野

• 生涯スポーツとしてのクリケット

• 世界で活躍できる人材の育成

• 青少年の健全な育成、英語教育、国際交流機会の増進に貢献

• グラウンド

• 競技環境、地域におけるスポーツや憩いの場の環境整備に貢献

• 大会・ツアー

• 競技機会と夢

• 市内・関東大会・全国大会・国際大会、合宿、国内・国際ツアーなどの誘致

• 国際・国内観光、国際交流に貢献

• PR

• クリケットの認知度100％

• 佐野市のPR

• 指導者育成

• 組織・支援

→クリケット競技の全国的・国際的ハブ
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体験会・学校訪問

• 体験会→クラブ活動／部活動→大会参加

• 指導者派遣、道具の貸与・寄贈、クラブ／部活動・体育導入支援

• 体験者数

• 2007年：900人

• 2008年：1,200人

• 2009年：2,000人

• 2010年：2,500人 （小学校14校訪問：50％）

• 2011年：目標5,000人 （小学校28校：100％）
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スポーツプロジェクトin佐野
～スポーツを楽しむ～

• ジュニア（U7、U9、U12、U15）を対象

• 週1回のスポーツプログラムを2か所(佐野小、アリーナ田沼）で実施

• シーズンスポーツ制

• 4月～10月はクリケット

• 11月～12月はテニス、ホッケーなど

• 1月～3月はタグラグビー

• プレ・ゴールデンエイジ(5～8歳)→ゴールデンエイジ(9～12歳)と運動神経が発達する時期に各年代に適応

• 生涯を通してスポーツ／クリケットを楽しむ

• 世界で活躍できる人材の育成

• 参加者数

• 2007年：10人

• 2008年：20人

• 2009年：40人

• 2010年：50人
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グラウンド

• 2008年

• 渡良瀬川スポーツふれあい広場の利用

• 赤見の秋山川河川敷の利用

• 2009年

• 渡良瀬川河川敷の元少年野球場の整備とピッチ造成①

• 渡良瀬川緑地公園ソフトボール場へのピッチ造成②

• 2011年

• 渡良瀬川緑地公園多目的運動場へのピッチ造成③

2010年8月26日 NPO Japan Cricket Association 8

グラウンド活用
～大会・ツアー～

• 2008年

• U9／U12全国大会開催(赤見の秋山川河川敷)

• ネド・フランダーズクリケットクラブが豪州より来佐野(渡良瀬川河川敷ふれあい広場)

• 2009年

• マリルボーンクリケットクラブが英国ロンドンより来佐野(渡良瀬川河川敷の元少年野球場)

• ジャパンカップ(男子全国大会)関東予選を開催(渡良瀬川河川敷の元少年野球場)

• 2010年

• 市内小学生大会(佐野市レクリエーション協会主催)開催：佐野小、城北小、吉水小、野上小、佐野イン
ターナショナルスクールから6チーム出場(アリーナ田沼)

• 女子W杯東アジア太平洋地域予選大会開催(渡瀬川河川敷緑地公園)

• 男女及び大学生の関東大会開催(渡良瀬川河川敷の緑地公園及び元少年野球場)：2010年は56試合開催

• U9全国大会開催(アリーナ田沼)

• 日本代表合宿

2010年8月26日 NPO Japan Cricket Association 9

Pepsi ICC EAP Women’s Cricket Trophy

～女子W杯予選 優勝！～

• 日本初！女子の国際大会

• 行政と民間が一体となって開催

• クリケットの認知・理解の向上

• 新聞等の発行部数約7,400,000部

• 観客動員約2,000人(北海道～福岡県から来場)

• 後援・協賛(34団体・企業)

• インターネットによる動画のライブ放送

• ラヴァーズソウルによる応援歌制作とライブ開催

• 佐野日大中等教育学校全校生徒の来場

• 体験会の開催

• 来場者へのルール解説、実況

• 競技環境の整備：渡良瀬川緑地公園クリケット場の造成

• 佐野・日本の特色：天明鋳物、味噌まんじゅう、酒造見学、和太鼓演奏、鯉幟

• 国際クリケット評議会(ICC)より高評価

• 優勝と予選通過

• 2011年11月にバングラデシュにて開催される女子W杯最終予選への出場権を獲得

2010年8月26日 NPO Japan Cricket Association 10

PR

• テレビ

• NHK

• とちぎテレビ

• 佐野CTV

• インターネット放送を利用したチャンネルづくり

• 新聞・雑誌：2010年女子W杯予選大会と「クリケットのまち」佐野のPRで新聞等の発行部数約7,400,000部

• 広報さの

• 下野新聞

• 日経新聞

• 読売新聞

• 毎日新聞

• 東京新聞

• 共同通信

• 産経新聞

• ラジオ

• NHKラジオ

• Radio Berry

• 栃木放送

• ジャパンFMネット

• TBSラジオ
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指導者育成

• 2010年

• 佐野日大中等教育学校のクリケット同好会への指導支援

• 中教研で中学校体育教員への紹介

• 小教研で小学校体育教員への紹介(12月)

• 豪州ヴィクトリア州クリケット協会の指導者派遣事業(12月)

• JETプログラムのスポーツ国際交流員（SEA）の導入要望

2010年8月26日 NPO Japan Cricket Association 12

組織・支援

• 2007年

• 佐野支部設立

• 2008年

• U9／U12全国大会に12団体／企業の後援・協賛

• 佐野市レクリエーション協会加盟

• 2009年

• グラウンド造成支援

• スポーツプロジェクトin佐野が笹川スポーツ財団のプログラム助成事業として認定(2009年度から3年間)

• 2010年

• 女子W杯予選大会に34団体／企業の後援・協賛

• 佐野クリケットセンターを開店(空き店舗活用にぎわい創出事業)

• グラウンド整備支援

• 2011年

• 小学生2名のニュージーランド派遣
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SEAの導入

 JETプログラムのスポーツ国際交流員(SEA)の導入の提案

 イギリス・オーストラリア・ニュージーランドなどより、クリケット指導者をSEAとし

て導入し、小･中学校におけるクリケットの紹介・指導とともに、生きた英語教育、ス
ポーツを通じた国際交流・理解を図る。

 2010年12月に豪州ヴィクトリア州より指導者を招へいし、デモンストレーション授業を
実施

2010年8月26日 NPO Japan Cricket Association 14

クリケットコミュニティー

 クリケットコミュニティー

 「クリケットのまち」会議の定期的開催

 賛助会員制度の構築：佐野支部運営(特に学校訪問、道具提供、指導者育成、クラブ化支
援、選手の海外派遣などの活動)の活動強化

 サポーター制度：大きなコミュニティーの構築、ニュースレターなどの配信による情報
発信

クリケットコミュニティー

協会

行政 民間

パンフレットから

事務局作成

15
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第第第第３３３３回回回回    7777 月月月月 6666 日日日日（（（（水水水水））））     

「「「「ソーシャルビジネスソーシャルビジネスソーシャルビジネスソーシャルビジネスのののの失敗失敗失敗失敗にににに学学学学ぶぶぶぶ」」」」    
                     
 

 

司会 

7 時でございます。本日は、ソーシャル

ビジネスの関係でございます。簗瀬先生か

ら講師のご紹介をお願します。 
簗瀬 

今日、お越しいただいた澤田さんをご紹

介いたします。澤田さんは、NPO を立ち上

げて長いことやっておられたのですが、ご

事情があってそれをたたまれたというご経

験がございます。私と澤田さんは、10 年以

上のお付き合いになっていたんだなと思い

ますが、このところ、すっかりご無沙汰し

て会っておりません。ただ、非常にビジネ

スには明るい方で、コンビニからデパート

から、小売業については特にお詳しい方で

す。それからまた、高齢者の介護の経験も

おありなので、そちらのほうについても、

いろいろ教えて下さることと思います。そ

んなことで、今日は幅の広いお話をいただ

けると思います。会長。一言ご挨拶がいり

ますよ。お願いします。 
中川会長 

まずは、お礼を申し上げたいと思います。

お暑いなかを、遠いところまでおいでいた

だきまして、ありがとうございます。今日、

このタイトルには出ておりませんけれども、

ほかのところをみると、失敗学というか、

今、震災の関係でも、失敗学の権威が引っ

張り出されて、議長になってやっておられ

ます。そのほか有名なのでは、帝国陸軍の

失敗を扱った「失敗の本質」とかという本

も出てますね。だいたい日本人っていうの

は、失敗をどうこう言うのは嫌いなほうだ

から、「みんな忘れちゃいましょう、水に流

しましょう」というのですけれども。 
VAN-NOOGA が 5 年以上続いているの

は失敗か成功か、わかりませんけども、そ

ういうことで考える、いい機会にさせてい

ただきたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 
澤田講師 

それじゃあ、お時間をいただいて始めた

いと思います。私が澤田ジュリーと申しま

して。お笑いになる方は、そういう年代の

方でございまして、後輩の方はジュリーと

言っても全然わからないという。そんなよ

うなばかな男でございます。先ほどどなた

かとお話ししておりましたらば、「どこの生

まれだ」と言うから、私は品川の遊郭のな

かの生まれ育ちでございます。そんなこと

で、再び大学へ行き直して、94 年から 97
年の間、母校の文学部へ裏口入学をいたし

ました。江戸文学を、もう一度専攻し直し

て。書きたい本がございまして、それは「い

ろけ」という本を書きたい。色気というの

は男女の問題だけではございませんので、

違う色気を書きたいんです。 
それを始めるお話の前に、ちょこっとお

話ししますと、今から二十数年前に金比羅

さんで歌舞伎が催されております、金丸座

というところで。あれは、私の仲間が立ち

上げた金比羅歌舞伎でございます。さらに

その次に、厳島神社の 1400 年祭で、海の

上での歌舞伎。これも澤村藤十郎丈という

元 NPO 代表  
澤田藤司之 
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紀伊国屋の次男坊のお手伝いをして、一緒

に立ち上げました。そんなことを一生懸命

やった男でございます。そんなわけで、歌

舞伎の世界で裏口のことばっかりやってお

りましたもんですから、舞台には何ら関係

ございません。でも、若干は知ってしまい

ました。そして、今日、初めてこの町に降

り立ちました。そんなわけで、たまたま先

生とは前のお仕事のときに知り合いまして、

先生と 後に会ったのが、赤羽の団地でし

たね。 
簗瀬氏 

そうでしたね。 
澤田講師 

団地のなかでお目にかかったのが、それ

から以降、電話では、あるいはメールでは

やり取りしてたんですけども、お目にかか

るチャンスがなくて、10 年以上、ぽっくり

空いてしまったという、そんなようなこと

でございます。今日、お話しする話もいろ

いろとありますけど。私は NPO をやって

て、失敗をいたしました。その失敗の経験

からいろんなことを学び取り、改めてもう

一度やり直そうと思っている次第でござい

ます。そんなわけで、現在 68 歳ではござ

いますけど、もう一度、皆さんにお目にか

かるチャンスがあったとしたら、もう一段

階、上のことをやれると思います。その、

今、下準備に入ってる次第ですということ

だけ申し上げときます。それは何かという

と、高齢者の支援の問題です。その支援の

問題をやってたんです。具体的に申し上げ

ましたほうがいいと思いましたので、先生

にあとからお任せしますけれども、品川の

中延というところで、街のコンシェルジュ

という事業を、やっておりました。約 6 年

間やりました。残念ながら、途中でリーマ

ンブラザーズのパンクによって、その 3 カ

月後ぐらいから影響が出だしました。高齢

者の方がリーマンブラザーズに関係ないに

もかかわらず、みんな、控え出しちゃった

んです。というわけで、われわれのやって

た事業が成りたたなくなっちゃった。変な

話で、具体論で言ったほうがいいと思いま

すので。月々300 万ありましたから、黒字

でした。リーマンブラザーズの 3 カ月後ぐ

らいから、徐々に徐々に落っこちだして。

そして、 後は 100 万円を割るような月々

になってしまって、維持運営ができなくな

っちゃったんです。それで、昨年の 9 月に

閉めさせていただきました。というような

ことで、そのときの 大のポイントは何か

というと、結論から先に言っちゃいますと、

資金の問題。資金の問題をどうするかとい

うことを、きちっと 初にイメージされな

いと、事業がうまくいかない。事業という

のは変な言い方ですけれども、NPO として

の事業はうまくいかない。「国の補助金、も

らえるからいいじゃないか」って言われる

んですけど、いつもらえると思います、現

金 1 年半後ですよ。4 月に認可された事業

が、ぐるっと回って翌年 3 月末に終わって、

5 月か 6 月にチェックを受けて、それでも

って OK だというと、初めて秋ごろにもら

えるという。その間の資金、誰が立て替え

るんですか。自ら立て替えていくわけです

よ。ということは、はっきり申し上げて、

ちっぽけな事業でしたらいくらでもできま

す。大きな金をかけていこうだったら、絶

対できないです。誰がその間、資金持つ。

NPO として銀行に行きましたら、都市銀行

は、どこも相手にしてくれません。窓口で

全部、断られてました。ということになる

と、私個人が金融機関から物的な担保でお

金を借りて、つないでいかなきゃならん。

そうすると、全然できません。大蔵省に「申
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し訳ない。こうこうこうだから、着手金く

ださい」といって、言いに行ってきました

「なんで大手建設会社が工事を受注すると

きに着手金もらえて、NPO はだめなんです

か」って聞いた。都市銀行は、一切、相手

にしてくれない。 初「来なさいよ、来な

さいよ」って言うから、のこのこ行くわけ

ですよ。そうすると「審査基準持ってませ

んから、貸せません」って言っておしまい

なんです。これじゃ、NPO できませんよ。

というわけで、資金の確保ということが一

番の重要な鍵になってくという。2 番目に

重要なことは、社会性なんです。というよ

うなことを、今日、お話のなかで話してい

きたいなと思ってます。いくつかの例を先

にお話ししたほうがいいと思います。 
1983 年にアメックスカードが「自由の女

神の修復をやる」という宣言をしたんです。

ご存じのとおり、自由の女神はフランスか

ら贈られたもんです。ニューヨークにある

建物としては、象徴的なものでございます。

これを修復するのにアメックスカードがど

うしたんだっていうと、アメックスの既存

のカードの方々が、お金を使ってくださっ

た、カードで払ってくださった、そのうち

の一定の割合を寄付します。さらに新規に

カードに入ってくれただったらば、1 ドル

寄付します。ってなわけで、全体で 170 万

ドル集まって、その分、財団に寄付しまし

た。じゃあ、その間、アメックスカードは

どうなったのか。よりもうかったんです。

同じことを、今回の大震災でやり始めたの

がクロネコヤマトです。クロネコヤマトは、

1 つの荷物に対して 10 円の寄付しますと

いうことをやり出したんです。去年 1 年間

で、クロネコヤマトが 13 億個です。とい

うわけで、集まった金を全額寄付していき

ますというやり方をした。これに賛同して

くれた方が、ほかの宅急便からこちらの宅

急便に移るかもしれません。というわけで、

130 億円の予想される寄付ができるわけで

す。孫正義さんは、ぐるっとまとめて 100
億を寄付しますというお話。象徴的にテレ

ビで出てきましたから、すごいことをやる

んだなと思う。しかし、クロネコヤマトの

ほうが 130 億ですから、もっとすごいこと

になるわけです。というわけで、社会的に

社会性と協調して、企業としてももうける

というやり方をしないと、震災復興の話と

してはなかなか出てこない。そうじゃない

と、せいぜい 1 億寄付します。10 億寄付し

ますの 1 回限りでおしまいになっちゃう。

それが、赤十字の義援金に入ると、被災者

に手渡されるのはいつになったかわからな

いんですね、払われるのが。何かまた話に

よると、私も正確に調べておりませんけれ

ども、赤十字の義援金は手数料を取るらし

いですね、10 パーセント。2300 億ぐらい

集まってるんですから、やおら今年は 230
億の副収入があるそうでございます。一体

これは何のためにあるんだということを聞

きたくなるぐらいです。というわけで、義

援金というのは公平性をベースにしますか

ら、何所帯が被害を受けて、どうのこうの

になって、だから、全然渡ってないという。

オーバーな言い方をしますと、何パーセン

トしか手渡っていない。義援金ではなくて

支援金ですと、自由に渡せるんです。この

違いがはっきりとわかっているのとわかっ

ていないのでは、大違いになってくるんじ

ゃないかと思ってます。というわけで、ア

メックスカードはこのキャンペーンで大成

功をしております。   
さて、続いてすごいモデルができており

ます。「野山の葉っぱ」を集めて、農協経由

で京都の和食店のつまものになっていく。
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オーバーな言い方しますと、年収 1,000 万

のおばあちゃんが出てきたと言われている

わけです。おばあちゃん、毎朝、何してる

か。一定の時間にパソコンを立ち上げる。

立ち上がったパソコンを見ると、今日、欲

しい葉っぱは何の葉っぱが何枚、っていう

のが出てくる。難しく言ってしまうと、こ

れ全部、SNS というソーシャルネットワー

クです。光ファイバーがあそこの町に走っ

てます。そのうち、画面を見て、「ああ、2
番目の葉っぱなら、私もできるわ」って 2
を押せばいいわけです、パソコンで。そう

すると、2 の画面に変わるわけ。そのうち

の何枚できるって、10 枚集まるんだったら

10 枚。というわけで、集めてきた葉っぱを

農協に渡す。農協から京都、主だって京都

の和食店に。それを聞いたローカルの方々、

「おお、これはもうかる。おれたちもやろ

う」って、まねしたところが全部、失敗し

てるんです。おわかりになるでしょうと思

うんですけれども。現地を視察に行けば、

すぐわかります。理由は何かっていうと、

野山の葉っぱは虫食ってるからだめなんで

す。つまり栽培をしてるってことです。オ

ーバーな言い方しちゃうと、植物工場を造

ってるってことです。その葉っぱが、野山

の葉っぱが、たとえば東京築地の市場に出

てくると、野山の葉っぱと、つまり徳島県

の上勝町とほかの地域の葉っぱとでは値段

が違います。値段が違う前に、よく見たら、

虫食ってるか、虫食ってないかの違いです。

虫食ってるような葉っぱが、いくら野山の

葉っぱだといっても、和食店、高級和食店

で使えません。というわけで、コピーをし

たらば、ひとつもうまくいかなくなったと

いうことです。コピーをしたところは、金

かけて、何してかにしてって、外見上、学

んできたところだけで取って、失敗をして

るわけです。もっとすごいことは、おとと

しから上勝町では、寝たきり老人ゼロです。

稼げるとなったら、腰が痛かろうと何だろ

うと、みんな稼ぎのほうに回っちゃうんで

す。だから、1,000 万とは言いませんけれ

ども、上勝町では高齢化率 4 割、その 4 割

の町が、寝たきり老人ゼロに近い状態にな

ってる。そうすると、健康保険、介護保険

が使われてないということです。あの町に

チェックしてくだされば、行った方はわか

ります。町役場に行ってお聞きになれば、

30 億円以上の基金がもう既にたまってい

ます。ということは何かというと、野山の

葉っぱの事業が町おこしということになる

と、この上勝町のモデルはどうなってくか

というと、ほかの町では違う商品でやらな

きゃならないということです。というわけ

で、京都の吉兆さんの一番いいお客さまは

どなたかっていうと、この上勝町のおじい

ちゃんおばあちゃんが一番いいお客さんだ

っていうんです。つまり自分たちが集めた

葉っぱがどう使われてるのか、毎年 1 回、

見に行くそうです。見に行くってことは、

食事しに行くってことです。というわけで、

おじいちゃんおばあちゃんたちに似合わな

いことかもわからないですけれども、吉兆

さんの一番いいお客さんだということでお

聞きしております。同じようにことを考え

てみますならば、まだまだ地方と言っては

失礼ですけれども、大都市、つまり東京、

名古屋、大阪以外のところではいろいろな

ことが起こるかっていうと、まだまだある

わけです。 
たとえば中延で私ども、日本ミツバチを

飼っておりました。中延だって、日本ミツ

バチ、養蜂できるんです。町に出回ってる、

スーパーに出回ってる蜂蜜は、中国からの

輸入品です。おまけに、それに砂糖水と水
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あめを加えますから、実態は蜂蜜が 10 パ

ーセントも入ってないはずです。どうして

これ放置しとくんだっていうぐらい、言い

たいです。ですから、こんな大きいペット

ボトルみたいなやつに入って、1,000 円以

下で売ってるわけだ。これは西洋ミツバチ

のほうのほうです。日本ミツバチは、たと

えばこの町だっていると思います。日本ミ

ツバチを集めていきましたら、100g で 5、
6,000 円します。たぶん、この町でおやり

になってる方がいらしたらば、わかると思

います。この町だけで売り出すんじゃなく

て、もっともっとほかのことで加工してで

もできるはずです。つまり、その地に合っ

た地域のいろんなことを一生懸命つくり出

せばいいということです。ですから、上勝

町をまねしろと言っているんじゃないんで

す。この循環するモデルをまねしなさいと

いうことを申し上げてる。というわけで、

社会性がきちっとあってということで、循

環するモデルをやらないとだめだなという。

たとえば、アメリカで節税プログラムって

いうのがあります。節税しているの、どう

いうプログラムかっていうと、たとえば小

学生が授業中に立ち上がっていなくなっち

ゃうとか、よくありますね。あれを見守る

両親が学校に見に行く。その見に来た人は、

何回か見に来ると、米国のある州ですけれ

ども、固定資産税を減免するんです。日本

では、これ、ちょっと難しいです。という

わけで、節税プログラムが、いくつでも世

界を見渡しますとあります。ここだって節

税です、これ。 
ところが、皆さん、野山の葉っぱだけ見

てきて、それでもって素晴らしい、1,000
万円。あるいは新築の住宅を造った。そう

したら、U ターンが起こったとか、それだ

け見ていくんだけど、町の財政をきちっと

見てきたならば、寝たきり老人ゼロ、ある

いはゼロに近い状態になると、どれだけす

ごいことになるかっていうことがわかるわ

けなんです。どういうことか。もうおわか

りだと思います。仕事の場を与えることで

す。それが一番重要なことだろうと思いま

す。私も仕事の場を与えてくださるならば、

生涯現役でいきたいと、かねてから考えて

おります。理由は何か。高齢者 65 歳とい

う定義、一体どこから始まったんだって話

です。調べになったらおわかりになると思

います。ドイツで始まったわけです。平均

寿命が 50 歳のときに、65 歳を高齢者と言

ったわけです。日本の、今、平均寿命、何

歳だかよく正確には知りませんけど、高齢

者、少なくとも 65 じゃなくて 75 歳以上だ

ろうと思います。ご覧いただいて、私だけ

を言っているわけじゃないですけど、私の

周り、仲間、みんな、74 未満、前期高齢者

は、全然、高齢者とは違いますよ。病気さ

え持ってなけりゃ、元気もりもりで、まだ

1回や 2回、恋したいなっていうぐらいに、

お若いです。ですから、総務省かどっかの

調査によりましたら、「高齢者って何歳から

でしょうか」っていう質問を 65 歳以上の

方にすると、75 歳以上が高齢者だと言って

いるんです。ただ、年金の問題がありまし

たり、いろんなことの問題があるから、す

ぐさま 75 歳はできないですけど。ですか

ら、やっぱり 65 歳、ずばり、それから 74
歳までの前期高齢者は、どうもこれは高齢

者という呼称がおかしいんじゃないのって

いうぐらいの気がいたします。アメリカで、

AARP というのが、そういう団体がござい

ます。昔、調べた方おわかりになると思い

ますけれども、Association of American 
Retirement Persons という。今、それを

AARP という、アープといいます。ワシン
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トンに本部があります。私も行ってきまし

た。あの団体、3,000 万人の会員です。そ

うすると高齢者、全米の高齢者のうちの半

分以上が加入してるんです。ここまで言っ

ておわかりになる方がいるかどうかわかり

ません。大統領選挙でどこが一番すごいか

って言ったら、この団体です。というわけ

で、ファーストレディー、つまり奥さま連、

大統領候補の奥さま連中は、この団体に対

応しないと負けです。というぐらい、素晴

らしい団体であります。日本円換算で、年

収って言ったらいいのか、年商って言った

らいいのか。NPO だから年商とはいわない

でしょうけども、700 億以上あります。年

間 100 億以上の利益、収益を上げてます。

AARP は『  Modern Maturity 』っていう

雑誌を出しています。その雑誌に広告出せ

る会社は限定されております。1 ページが

日本円換算で 3,000 万円しますから、ばか

高い雑誌の広告費です。ここの団体が何し

てるかと言ったらば、まあ、いろんなこと

やってますよ。お調べになられる方は、

AARP でネット上でお調べになったら、す

ぐ出てきます。日本からのメンバーは、200
名弱いらっしゃいます。50 歳以上の方が加

入できます。ドル換算で 28 ドルです、年

会費。何がいいのかって言ったら、旅行す

るときに、ここのカードを持ってると、本

当に VIP 扱いです。すいませんけれども、

団体のパッケージ旅行では、これ、出して

も通用しません。個人での旅行です。その

ときにはもう、大変な歓待を受けますし、

料金が別料金です。というぐらいに素晴ら

しい団体が AARP という。その昔の、教職

員退職者連合です。それがある一月に、姿

を変えていった。理事長の発信で変えてっ

てしまった。というわけで毎年、1 年間に

1 回、ラスベガスやなんかで、ショーが開

かれます。まあ、先生もお詳しいのかどう

かわかりませんけれども、ジャズシンカー

がだいたい出てこられて、そのショーが、

日本円換算で 1500 円くらいです。まあ素

晴らしいことになっていくわけです。ちな

みに例を出しますと、サンフランシスコか

らアラスカの 10 泊 11 日の船のクルージン

グツアー、これが一般で売ると 1000 ドル

です。私が買うと 750 ドルです。というわ

けで、アメリカ発のクルージングツアーの

75 パーセントは AARP がバックを押さえ

てます、全部。ですからカード会社も押さ

えられちゃってます。何かったら、データ

ベースの管理です。3,000 万人のデータベ

ースを持つということは、ホテルがこの指

導を受けないと、一切送客してもらえない

んです。というぐらいのパワーを持ってま

すから、日本の JTB どころの騒ぎでは全然

ございません。というわけで、たとえばサ

ンタモニカにあるホテルで、 高級のホテ

ルに、一泊 300 ドルくらいのところいくら

でもあるわけですけど、200 数十ドルでみ

んな泊まれます、私は。というわけで年会

費の 28 ドルすぐ、アメリカ 1 回旅行した

らもう取り戻せちゃいます。あるいはもっ

とすごいことは、この団体がファーマシー

をやってます。ジェネリックの、つまり、

コピーの薬を通販で売ってる。これが、全

米 大のところが、AARP のファーマシー

です。というわけで、その他もろもろ、み

んな押さえてますけれども、押さえる元は

何かったらデータベースです。つまり、名

簿です。それを持ってて、それの権利でも

って、いろんなことをしてらっしゃって、

本部はその名簿の管理をしてるだけです。

みんな権限を吸い上げてというわけで、ひ

とつ、今日お話戻らせたいのならば、この

野山の葉っぱという事例は、ぜひお調べに
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なって、本も出てますし、というわけで、

現地に行きましたらば、すぐおわかりにな

ります。ちょっと奥まってるところにある

んで。このモデルを学び取るということが、

ひとつ大切なことだから。しかしこれは東

京ではできません。東京は違うパターンに

落とさなきゃなんないです。東京でやらな

きゃならないのは、これから 2 年後か 3 年

後に団塊の世代がここに入っているでのす、

高齢者。この方々をどうするかの話です。

全国にいらっしゃる団塊の世代、700 万人

近くいらっしゃるうちの 6 割は東京、名古

屋、大阪です。ですから、高齢化の問題は、

もうおわかりになる方々は、皆さん、東京

の問題だと言ってるわけです。失礼ですけ

どローカルな問題と違うんです。桁違いに

ドッと入ってくるんです。これをどうする

か。今のままのハローワークじゃだめです。

仕事探しに行ったってないんだから。仕事

を作ってあげなきゃだめなんです。だから

労働省さん、私に仕事をやらせないって言

ってるわけです、冗談を言って。ばかなこ

とばかり言いながら、やってます。 
というわけで、このローカルのひとつの

典型的なモデルは、この野山の葉っぱとい

うビジネスモデルです。それに類していろ

んなことがありますもんですから、ちょっ

とお話を、ちょっと遊びのお話もしましょ

う。キットカットというチョコレートある

と思います。ご存知のとおり、きっと勝つ

ってやつです。きっと勝つという話が、大

宰府天満宮で起こったやつが、いつの間に

やら東京へ来ちゃったと。東京へ来たら何

かったら、例の東大に受かるか受からない

かで、受かったとき、桜散るだか桜なんだ

か知りませんけど。というわけで、まず

初に始まったのは、早稲田の界隈のビジネ

スホテルで入試の勉強ときに来た方々に、

ホテル側がチョコレートとプラス何かを渡

すという。そのうち今度は本郷通りでも渡

しだした。そしたらこれはすげえこったっ

て話で、電車の脇にこのキットカットをや

ってる会社、ネスレコンフェクショナリー

が、スーパーの目玉商品になってたんです。

値引きの商品だった。とうとう今や、これ

が値引きにならなくなっちゃったんです。

つまりそれだけもうかる形をとれたという

ことです。 
秋葉に行きますと、アキバに今、萌え、

痛車、萌車ってのがあるんですけどご存知

ですか。イタシャってどんな字書くかとい

う、痛いという字を書く。モエシャのモエ

はあの草冠の萌えの。 初はこの痛車、萌

車なんていうと、ふざけんなって言われた

んです。これがおかしなことになってきて

る。つまり、秋葉原のですね、あそこで出

てくるであろうキャラクターのそのままを

自動車の、乗用車の脇にプリントしたり、

派手派手しい勢いでプリントしたものが出

てきてるわけです。これが、2、3 台ならん

で路上に駐車してると、人だかりです。そ

んなの痛車なんてうそだろうとか、そんな

トラック野郎と同じやないかという、違う

んです。というのは、アキバはその昔は工

学系の方々がパーツを買いに来た。という

わけで、ごく近い将来に、痛車のキャンペ

ーンがアキバで行われると思います。

AKB48 は、49 だか私知りませんけど、選

ばれるわけですね。俺の選んだやつが 1 位

になったとかなんとかいう動作が、こない

だ起こるわけです。同じように痛車のなか

で起こってきてるんです。あのキャラがい

いとか。そうすると、というわけで、今ア

キバで計画してることは、EV 車です。EV
車をキャンペーンするときに痛車のモデル

を使おうとしてる。もともとあそこにあり
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ました青果市場、そこに UDX というビル

が造られてます。その地下が、膨大な駐車

場です。600 台収容できる駐車場です。こ

のなかで展示会が行われると思います。EV
車って何。ってなわけでお考えくださると、

今 100 パーセントバッテリーで動く EV 車

はそんなに出回ってません。これから出回

るであろうというのは、1 人用のという、

簡単に言ったらばゴルフ場のカートだと思

ってください。そうすると、今までの使い

勝手と違うんです、自動車の使い勝手。一

方ガソリンスタンドはっていうと、ガソリ

ンスタンドは 1 台の車が停まると、こんな

かにいらしたら失礼ですけれども、1 台の

車が停まると今までは客単価が 5000 円だ

ったんです。EV 車になったらどうなりま

す。急速充電でもせいぜいがんばっても

100 円も取れないですよ。ガソリンスタン

ドは、なんですか、電気の給油所でなった

ら成り立たないです。ガソリンスタンドの

協会の方々、何か知りませんけど特別委員

とか任命されて、その委員会に出てたんで

すけど、あそこは経済産業省の担当です。

なんでこれ、国土交通省に替わらないんだ

っていう、僕は悪口ばっかり言って、専務

理事から怒られたんですけど、委員会の席

上で。いずれにしてもガソリンスタンドは

全国に 4 万数千店あって、そのうち年間

2,000 店ずつ閉鎖してるわけです。これが

いい立地なんですが、土壌汚染があるため

使い物にならないんです。あそこにマンシ

ョン建てようとすると、だめです。土壌汚

染のあったところには。というわけで、売

買が、土地ができなくなっちゃってる状態

です。これをなんとか仕掛けないとならな

い。ひとつ考えられる手は、高齢者専用賃

貸住宅が考えられるわけです。やるかやら

ないかは別問題です。というわけで、そう

いうことを考えていくと、あの立地はすん

ごく高齢者にとっていいとこの立地です。

それを、土地を売買するんじゃなくて、定

期借地権という方式です。この町にあるか

どうかわかりませんけど、東横インってい

うのが全国にある。急速に伸びてます。そ

れも、6,000 円未満とか、スタートすると

きは 3,900 円くらいで一発、スタートして

ます。東横イン、東京と横浜の中間の蒲田

にあったということから、東横インになっ

てるわけです。これの 初の 1 号店が新大

阪の裏っかわです。地主さんは A さんって

いう方がいて、A さんって方、私よく存じ

てるんですけれど、その方が貸した。建物、

全部東横インの指定のようなやつを造れる

そうです。それで、造ったやつを土地ごと、

まるで、定期借地権で借りてます。そうす

ると、東横インから 11 パーセントの利回

りで金が入ってきます。さて、その 11 パ

ーセントで回るほかの商品あるかと言った

ら何もないんです。その方にどなたかが、

何人かが聞きにいく。「本当に東横インって

11 パーセント払うのか」って。「そうなん

だ」という。というわけで、定期借地権と

いう手法を盛んに東横インが導入して、今、

それをビジネスモデルをコピーしてるのは

どこかというと、某社が高齢者専用賃貸に

利用してます。学研さんも同じことやって

ます。国土交通省の入ってる霞が関のビル

の 1 階に、保育園。これも学研さんがやっ

てらっしゃいます。つまりどういうこと言

ってるかっていうと、他業界でのビジネス

モデルをうまく利用しなきゃならない時期

に来てますよと。そのモデルを今や、いろ

んな形で探さないとだめですよ。つまり、

知識から知恵に変えなきゃだめなんですよ

ということを申し上げたい。 
同様に、ユニクロさんは例のグラミン銀
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行と提携しました。バングラデシュに工場

を造ります。仕事の場を与えようとしてる。

あそこで作った T シャツを 1 枚 1 ドルで売

ると。ただしそれは、バングラデシュの 1
億 3,000 万人が顧客対象です。その昔のマ

ーケティングの教科書のなかにこんな事例

があります。アメリカのプロクター&ギャ

ンブルという、トイレタリーグッズを売っ

てるメーカーさんが、2 人のセールスマン

をアフリカに行かすんです。行かせて、そ

れぞれが個別に帰ってきてレポートを書か

すと。A さんはアフリカでは歯磨きの習慣

がないから、プロクター&ギャンブルの歯

磨き粉を売れません。もう 1 人の人は、1
回分の小さなチューブを作って、それを全

部にぶん撒いて、使う習慣を作らせたらば

売れますね、と言う。どちらが採用された

と言ったらば、後者のほうが採用されたん

です。つまり需要は作り出すもの（需要創

造）だということをプロクター&ギャンブ

ルは教えてくれたわけです。というふうな

ことで、ユニクロさんが、これはすごいこ

とをやりだしたなと思ってます。理由は何

かってと、銀座にユニクロというのは、例

の昔のワシントンという靴屋さんのところ

が、今ユニクロになってるんです。このユ

ニクロが、将来世界を対象にしてやるとき

に、バングラデシュ発のこの T シャツを、

いろんな形でやるだろうなということは予

測されます。バングラデシュは仕事がない

んです。仕事を作り出してあげるというこ

とを、ユニクロさんは考えてる。そんなよ

うな素晴らしいことやろうとしてるな、と

いうこと。 
子育てママが一番困ることは、病児保育

ですよね。たまたま千葉ニュータウンのと

きに、千葉ニュータウンの駅ビルの上に、

病児保育園を作るべきだということをお話

をしたことがあります。この病児保育、順

調に伸ばしていらっしゃいます。駒崎君が

やってます。これも本も出てます。何でも

出てますので、それ見といてください。 
『ビッグイシュー』という雑誌がありま

す。この雑誌は英国から入ってきたんです

けれども、もちろん中身は英語じゃないで

すよ、日本語です。この『ビッグイシュー』

が、ホームレスの人に仕事の場を与えると

いう形で作られた。そして、300 円で販売

してますけれども、140 円で仕入れて、160
円分がその人の売り上げなんです。その

160 円をベースにして、一番もうかってる

人どのかっていうのは、私も暇なもんだか

ら調べにいったら、田町の駅で売ってるお

っつあんが、月々30 万円は収入としてもら

ってます。売り上げのほうじゃないですよ。

だからその親父に言ったんだ。「おおい、そ

ろそろ蔵建つだから、お前蔵建ったら俺に

代わってくれよ」つって。「俺がやるからっ

つ」って。という冗談を言った『ビッグイ

シュー』がそんなような形で起こっている

わけです。すぐさま、小学館の『サライ』

という雑誌があるわけです。あの雑誌と組

んで、つまり、「あの雑誌で使った中身をそ

のままでいいから作らないか」って。「今回

の震災で使いたいんだけど」っつって。即

刻、申し出たんです。なかなかそうはたや

すいもんじゃないですけど、雑誌の著作権

の問題ありますから。そんなので、冗談も

含めて、小学館の『サライ』という雑誌が

出版したときから、約 10 年近くの間に編

集長をやってた女性がいて、キャリアウー

マンがいるんだ。彼女と話して、「なんとか

やらせないか」と。何したいのかって言っ

たら、震災のところで仕事を与えてあげる。

何かったら、その雑誌を出すんじゃないん

です。がれきの撤去に、それをやりたい。
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「でもあんた何やるの」って。「仕事を与え

る側に回りたいんだ」って。「そのための雑

誌が欲しいんだ」っつって、ということで

冗談を言いにいって、ま、雑誌は権利が取

れませんから、なかなかたやすいことじゃ

ないんですけど、そのひとつのモデルは、

『ビッグイシュー』です。東京のね、山手

線の各駅に全部いらっしゃいます。チャン

スがあったらば、どっかの駅で探してみて

ください。田町の駅のおっつぁんが一番で

す。そのかわり『ビッグイシュー』だけじ

ゃないです。何とかの詩集だとか、何かい

ろんなもの、ダンボールの箱の上にひょい

と置きながら、売ってらっしゃる。月々が

30 万円以上のもうけがあるんで、「そんな

になら俺だってやらしてくれや」っつって、

「早くもうやめろよ」っつって、「俺に変わ

れよ」なんて、そんなばかなこと言いなが

ら。 
ソーシャルビジネスっていうことを考え

てたときに、何かったらば、もうおわかり

のとおり、平成 16 年度の国民生活白書の

なかに、「新しい公共」という概念が提示さ

れてるんです。新しい公共を利用したのは

鳩山さんです。そして、民主党が新しい公

共ということだけ言いまくったんです。と

ころが、なにも着手してなかったんです。

あの方は言いまくるだけで、着手しないの

が常でございました。というわけで、その

言葉はともかく、いずれにしても社会が要

求してることは、いろんなところからあり

ますねと。その要求してることをきちっと

やる仕掛け、仕組みを作る。そのときに出

てくる問題は何かと言ったらば、ひとつ一

番重要なことは、社会性、事業性、革新性

の 3 つの要素が鍵になるということはよく

言われてるわけです。私が失敗したのはこ

のなかの事業性の問題で、収益性がちょっ

と足んなかったって点。それで失敗しまし

た。それを考えてたときに、もうひとつ、

マーケティングのなかでコーズ・リレイテ

ッド・マーケティングという言い方をする

マーケティングの手法があります。ドラッ

ガーの非営利組織の経営という本が、もう

過去に出ております。そのなかでは、この

コーズ・リレイテッド・マーケティングと

は言ってませんけども、中身それと同じこ

とです。もうドラッガーが今から 30 数年

前に書かれた『非営利組織の経営』という

本のなかに、全部載っかってます。呼び名

はなんでもいいんです。つまりここで言う

と、企業が社会的問題をアピールして、そ

れに共感する人々を取り込むことで、売り

上げ増を目指す販売促進の手法。 初に申

し上げましたアメックスカードは、自由の

女神像の修復はまったくこれと該当するわ

けです。今回の震災でもやはりこういうも

のを民間企業はなんで導入しないんだろう

ということが。導入した一番 初は、クロ

ネコヤマトの先ほど言った事例です。クロ

ネコヤマトはもうご存知のとおり、宅急便

をやってます。以外に、クロネコヤマト財

団っていうところがあって、その財団を小

倉さんがやってらして、もう亡くなられま

したけど、あの小倉さんがおやりになって

る財団が、東京の昭和通りのところに、ス

ワンベーカリーってのをやってます。障害

者が仕事をします。月々1 万円の収入が精

一杯です。これでは親がいっくら金残した

って、子供は生活できない。どっかの官僚

はみんなポケット入れちゃうだな。こう言

い方すると失礼だけれども。実際に私も何

人かの仲間がやったもんですからよくわか

るんですけども、年収 1500 万、1 年半経

つと退職金いくらって、3,000 万もらって

る。こんなことやってみんな吸い上げてた
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んじゃ、失礼だけど障害者に仕事が回らな

い。これを、小倉さんは突き破ろうという

ことで、なんとベーカリー（パン屋）さん

をやりました。そのパン屋さんがアンデル

センという、広島にあるタカキベーカリー

さんが、冷凍のパン生地を提供して、その

機械にかけてスイッチをホイと押すと、

100 パーセント近く失敗しない仕掛けにな

ってます。私だって翌日からその仕事をや

ったらば、すぐできます。まあ雇ってはく

れません。失礼ですけど、障害を持ってら

っしゃる方々が月々10 万円の収入になる

ようにしてる。これを今フランチャイズで

やってます。もうすでに 20 店舗近くにな

ってる。ベーカリーの隣にカフェを設けて

るんです。その姿を見るんでしたらば、東

京の昭和通りにあります、銀座よりか向こ

う側の、面したところにクロネコヤマトの

本社があります、その 1 階でやってらっし

ゃいます。もちろんパンをお買いになって

みたら、アンデルセンのパンですから、け

っこういい味の、私の好きな味ですけど、

通りかかるたんびにあそこへ寄って、コー

ヒー飲みながらパンをちょこっと食べるっ

てなるわけです。というわけで、やってら

っしゃいます。クロネコヤマトさん、その

次にやりだしたことは、炭焼きをやってま

す、九州で。本体のクロネコヤマトの企画

のスタッフにいた方々が、次なるセクショ

ンに移る前に財団に移っていきます。クロ

ネコヤマトんなかで一番のエリートコース

にのってる方は、完璧に企画から財団のほ

うに行きます。新しいモデルを作るために、

みんなそちらに移っていきます。モデルが

できあがると、また元のクロネコヤマトに

戻る、こんな仕掛けにしてらっしゃいます。

というわけで去年 1 年間は 13 億個の荷物

を運んでらっしゃるわけです。というわけ

で、そんなかから 10 円ずつ出してく、取

っていくっていう格好で取られたらば、す

ごい金額になるわけですけども、孫正義さ

んのいっぺんにドンてやつです。おんなじ

ことを考えるならば、イトーヨーカドーの

社長にだって、元の社長の伊藤さんにだっ

て言えるはずです。あの方はカリフォルニ

アのドラッガーがいたであろう学校に、10
億円ポンと寄付された。そして、伊藤なん

とかマサヨシの図書館だか何かができてま

す。残念ながら見てませんけれども、冗談

を言いながら伊藤さんに、伊藤さん、もっ

と大切なものに寄付してくださいよ。今、

鈴木さんが会長ですか、今。セブンイレブ

ンをお作りになられた。この方は、中央大

学出です。中央大学の総長をおやりになら

れた。理事長ですか、総長ですか、どっち

か、経営のほうをやってらっしゃる。 
これはもう、皆さんご存じのとおり、こ

んなすごいシフトが起こるわけですね。そ

の昔はピラミッド構造だと言われてですね、

逆ピラミッドにもうなりかかってる。そう

すると、これで、今現在、全国に 65 歳以

上が 3,000 万人近くいらっしゃる。何人で

この高齢者を支えてるかというのが、よく

言われますよね。騎馬戦型と言われている。

現役、15 歳から 64 歳までの現役世代、生

産年齢人口が、3 人で 1 人の高齢者を支え

てる時代は、まだ支えきれた。まもなく、

肩車型になっちゃう。1 人が 1 人を支える

ようになる。さて、そうなるとどういうこ

とが起こるでしょう。東京で、高齢者の入

るであろう、認知症になって入るであろう

病院が、完璧に、去年で、高齢者を受け入

れられなくなっちゃいました。受け入れる

場所がもうなくなっちゃった、認知症の

方々の。さてどうなるでしょう。国勢調査

で、おひとり様という範疇は、同じ敷地内
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に息子夫婦がいても、これ、おひとり様じ

ゃないんですね。ところが、現場を見に行

きますと、息子の嫁さんが介護放棄を起こ

しちゃってるんです。介護放棄をしてるケ

ースが、すんごく多いです。これ一体、ど

うすんだって話です。どなたも、どうしよ

うもなくなっちゃってるんです。夫婦 2 人

がいて、元気だからいいだろうと思うと、

奥さんが、調理放棄してるんです。去年 11
月と 12 月、2 か月間ですけれども、訪問医

療をやってる先生の運転手を私、お手伝い

させていただいた。運転手するってことは、

先生の鞄をもって、そのご家庭にあがるこ

とができるものですから、強引にお願いを

して、運転手させてもらいました。何が起

こるか。200 名の患者さんを診ただけで、

先生ぶっ倒れます。理由は何かって言った

ら、365 日 24 時間型になっちゃうんです。

つまり、訪問医療をやろうということは、

契約書上、月 2 回訪問しなきゃいけない。

それが 低限なんです。そうすると先生、

低限、医療保険から 6,000 円もらえます。

しかしそれだけでは成り立たれませんから、

当然、薬、その他もろもろ診療という行為

があります。ですから、月々1 万 2,000 円

ぐらいになるわけです。というわけで行き

ますと、その間に、介護放棄をしてますか

ら、嫁さんが危なくなると電話してくるわ

けです。先生、至急来てくださいって話で、

先生すっ飛んでかなきゃなんない。これや

ってるとですね、私ももたないんで、2 か

月間で、すいませんギブアップって言って

降ろしてもらったんです。365 日ね。こう

いう先生方が少ないんです。診療所を設け

てても、そこに住んでらっしゃらないで、

ほかんとこ住んでる先生がほとんどですか

ら。そうすると、これからどうすんだろう、

っていうのが、自分がもう高齢者ですけど

も、いよいよになったらどうすんだろうっ

ていう話が出てくるわけです。これに団塊

の世代が入りますから、すごいことが起こ

るなっていうことが予測されて。一番 初

にやらなきゃなんないことは何かって言っ

たらば、年金の仕組み変えてもらわないと

できませんよ。納入する人が 1 人しかいな

くて、もらう人が 1 人だったらば、1 対 1
の肩車型では持たないですから。というわ

けで、団塊の世代が入り込む、2 年後だか

3 年後だか知りませんけど、年金がまずパ

ンクしますから。早いとこ手つけないと、

これはもうひどいことになるってことがわ

かるわけです。続いてそこに出てくるもの

が、おひとり様に対してどうしたらいいの

って話。そうすると、買い物難民が出てく

るよって話が、おととしの経済産業省のレ

ポートで出たわけです。明治大学のビジネ

ススクールの上原先生が座長になってらっ

しゃいます。1 対 1 のサービスをしなきゃ

ならないんです。点在する需要に、対応す

るしかない。セブンイレブンさんは、実験

で 1 店舗でやってます。お付き合いでやっ

てるだけです。生協さん、これもやろうと

してます。点在する高齢者がいくらいても、

1 対 1 のところにサービスしてたらひとっ

つももうかりません。企業が、だから、ポ

ーズでやるのはいい、やります。でもこれ

は、本当にもうかるかって言ったら、もう

かりません。社会の仕組みを変えなきゃ、

もうからないんです。じゃあ今何やってん

の。東京都から、東京の例を申し上げるな

らば、民生委員がいるじゃないか。民生委

員は、毎月々9,000 円近くもらってます。

民生委員のルールからしますと、民生委員

は、ほかの仕事を持った人は民生委員にな

っちゃいけないということになっておりま

す。ところが東京都の場合は、6 割がたが、
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ほかの仕事を持ってます。なり手がいない

からだと言ってるわけです。てなわけで、

この高齢社会を見たときに、いろんなこと

が起こってくるわけです。そうすると、こ

このところで、片方で先ほど来から言って

ること、資金の集めかたを考えないと、国

に依存してたんでは、あるいは、地方自治

体に依存してたんでは、もらえるタイミン

グが遅すぎちゃってなんにもできません。

私も NPO やってて失敗したから言います。

きちっとした事業を仕掛けようとしたら、

資金が必要なんです。その資金を確保でき

ないんです。方法がないんです、今。そう

すると、おんぶにだっこで大企業連れて来

なきゃなんない、連れて来るだけでは成り

立ちません。そうすると、そこのとこで資

金確保する方法論を、まず先に考えないと、

事業ができなくなってきてるということで

す。みんな、善意だけでもってやるならで

きます。でも、善意だけでは、到底できえ

ません。善意でやろうとすると必ず出てく

るのは、どなたかにしわ寄せくらっちゃう

っていうことです。善意でやってると、今

日ちょっと調子が悪いから申し訳ない、お

手伝いできませんって、その日になって、

朝になって電話してくる、キャンセル続出

です。ちゃんとしたお金対応がないとダメ

です。東京で言うなら、品川区で申し上げ

るなら、シルバー人材もあります。このお

仕事が、一生懸命やられた方で 5 万から 6
万です。これでは成り立たないです。次な

る仕事を作っていかなきゃなんない。とい

うわけで、そんなところを考えてかなきゃ

ならないな、ということがはっきりしてる

わけです。たまたま今回の件でも、震災で、

前回、私は阪神大震災のとき、1 週間後に

行ったんです。今回も、行こうと思いまし

たけれども、行く鉄道も車もなかったもん

ですから、さいたまアリーナに行きました。

双葉町という、原発のところの方々が被災

されて。この違いはなんだろうかというこ

とを一生懸命考えながら、今、復興支援会

議に出席させていただいております。今日

も車のなかで先生にお話してたんですけど

も、復旧と復興は違いがあるのに、どうも

やっぱり復旧のほうが先になっちゃってる、

それ当然です。阪神大震災のときは、復旧

で済んでたんです。今度は復旧だけでは済

まないということです。復興しなきゃなら

ない。英語でいうと簡単です。リカバリー

とリコンストラクションです。今度は、リ

コンストラクションしなきゃならない。こ

のところが、どうも、政治家の先生方がは

き違えてらっしゃるようで、何か知らない

けど、まどろっこしいことばっかりやって

るわけ。そこでこんなことを。アキバのと

こで、今、復興支援会議、産官学でやって

ます。そのなかでひとつ出てきてるのは、

復興支援のために、カジノを作りたい。大

阪の橋下知事、それから東京の石原知事と

もども、カジノという話をし出してます。

ラスベガスへ 近いらした方は、おわかり

になると思います。あそこの街は、もう今

やカジノじゃないです。コンベンションシ

ティです。ファミリーショッピングです。

カジノ 3 パーセントです。全米のなかでベ

ンチャーキャピタルが一番多いのは、ラス

ベガスです。ところが皆さん、どっかの主

婦が集まっちゃうと、必ずラスベガス、カ

ジノでどうのこうのって始まっちゃって。

ご存じの通り、シンガポールは、米国のラ

スベガスの 2 つのグループが出資して、カ

ジノが作られております。結果は、コンベ

ンションシティとして大成功しているわけ

です。その 1 グループが、サンズという。

今回サンズが、仙台に場所を与えてくれる
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ならば、全額投資します、と言ってきてま

す。ただ日本ではなかなか、これ許してく

れないんでしょうね。カジノというと必ず、

ギャンブルで、オイチョだかトトカルチョ

だか知りませんけどね、現実は、実態は違

うということがある。実態が違うというこ

とを、自分のうちで申し訳ございません、

私の息子が IC のチップの専門商社にいる

もんですから、会議というと、国際会議と

いうと、もうラスベガスばっかです。いい

なあ、ギャンブルができて、なんて言うと、

「親父、そんなもんと違うよ」、って。まあ

私もよく知ってるから言うんですが。もう

全然違います。ラスベガスが、ファミリー

ショッピングとそれからコンベンションシ

ティで、コンベンションのために、いろん

な設備が整い出してるってことです。もう

そうすると、コンベンションをやるには、

ラスベガスを除いては、大人数ではできな

いでしょうから。ということぐらいになっ

てくると、当然おわかりのとおり、ハブ空

港を持ってなきゃダメだっていうことです。

日本の場合、ハブ空港じゃなくたっていい

んでしょうけれども、仙台にあるかどうか

知りませんけど、地方競馬だの地方競輪、

もうかってない、地方競艇、どれ取っても

もうかってない、そんな場所に、サンズが

全額投資しますって言ってきてるんですよ。

どうして受け入れてくれないんだろうって。

どうも警視庁が許可しないみたいですな。

パチンコ業界は、この方々の天下りさきで

すから、全然許可しないようで。そんなこ

とも含めて、ばかなことを言ってるときり

がないんですけれども。今、復興と復旧の

違いをちょっと話しました。今、考えてる

ことは、食の問題です。飲食業が、1996
年、マーケットサイズが日本全体で 30 兆

あった。ちょうどこの年が、生産年齢人口、

現役世代が日本で 大のときでした。1996
年。今その業界が、24 兆円です。店舗数が

同じで、6 兆円落っこちるっていうことは、

1 店舗ずつの平均値がどんどん落っこって

るっていうことです。一生懸命同じことを

考えてる飲食業界ですけども、考え方変え

ませんかって言ってるんです。なぜか。小

学校行けば、必ず給食の道具あるじゃない

か。病院だって、某社が、病院の大半の食

事のところの部分を押さえている。こうい

う会社と一緒になって、バーティカルに食

う方法論はないんだろうかということを考

えませんか、と。ニチレイさんという会社

があります。高齢者用の、糖尿病食、その

他もろもろ、いろんないい食を作ってます。

素晴らしい食品作ってるんだけども、あく

までもメーカーさんなんです。末端の病室

が押さえられないんです。地方の飲食店だ

って、フランチャイズに組んだら、いろん

なことできるじゃないっていうことを申し

上げてるんです。昨晩も大塚製薬の方とお

目にかかったんですけども、大塚製薬さん

が、子会社でもって、工場をもって、食品

を作ってらっしゃる。片方、ファミリーレ

ストランが、すごい勢いでもうからなくな

ってきてます。あすこを実験場に使わない

かっていうんで、どうやったらいいのって

言ったら、治験レストランを作ろうよって。

つまり、高齢者にどういう食事を与えたら

ば、どういうことなのかというデータがど

こにもないんですよって言って。治験レス

トランを作ったときに、ネット上には、レ

シピのビジネスモデル特許申請をした。レ

シピだけでは、ビジネスモデル特許申請で

きません。コンピューターのソフトと一緒

に申請をすると、できるはずです。という

わけで、地方発の、おばちゃんが、こんな

ものおいしいのよ、昔からこれ食べてると
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かなんとかに効くのよ、というのが、ほん

とに治験やらないとわからないんです。治

験レストランやってあげるよって言って。

澤田さん、ほんとにやってくれるのかって

言うから、やりますよって。ファミリーレ

ストランが空いてるんでしょ、ずいぶん、

だって。3 時から 5 時の間、あいてるじゃ

ない、ファミリーレストランがらがらじゃ

ないですか。これ使わしてもらうからって

言って。というわけで、ちゃんと金出すっ

ていうことが、きちっとできたらば、治験

レストランやってやるよって言って。その

代わり、片方でもって、何作ったらいいか

って言ったら、ビジネスモデル特許申請す

るよって言って。ということで行くならば、

今やバーチャルの世界の 先端の技術が、

リアルにどうやって落とせるかということ

が、大きな課題になってます。そんなこと

を含めていくと、新しい、世の中が変わる

きっかけになってきているのが、今回申し

訳ないけど、震災であろうと思います。そ

うすると、ここで日本の構造を組み換えな

きゃならない。それで一番遅れてるのが、

申し訳ないけど、政治の世界の方々が、な

んとか大臣がばかな発言したのと同じよう

に、まったく遅れてるという。われわれの

産業界の方々、その他含めて、すごい勢い

で始まってきてます。たとえば震災があっ

て、原発の問題が起こった 1 週間後に、米

国のネットの世界で、もうすでに議論され

てましたね、原発のことが。メディアサイ

トという。それが何かと言うと、日常、大

学の授業をみんな映像で収録してるんで。

ですからそれの関係者がすぐさま、スカイ

プだかなんだか知りませんけど、集まって、

議論してる。専門的な用語が多すぎて、私

にはちょっとわからなかったんですけど。

もう 1 週間後に、フクシマなんて話でもっ

て、議論してました。びっくりしました。

あるいは、スピギットというソフトがあり

ます。スピギットというのは、SPIGIT。

アメリカの、ガルフのタンカー事故で、油

流出のときに、あそこの鳥がコールタール

か何かで染まってましたね。あのときアイ

ディア募集をしたソフトです。フェイスブ

ックというのはご存じですか？私もやって

ますけれども、フェイスブックで、いいね、

というサインがぽいっと押せるんで。ある

アイディアがあったときに、いいね、とい

うサインがポンポンと押されて、一定の数

字以上になったらば、専門家の先生方がま

ず判断をして、それが使えるかどうか、第

2 段階。第 3 段階は、投資家です。投資家

が、これは事業になるかならないかの判断

をして、投資してもらうという。こんなソ

フトがもうすでに、スピギットというやつ

がある。動き回ってます。日本では、電通

が押さえかかってます、これ。そんなよう

な話でもって、バーチャルの進化した姿を

リアルにどうやって落とすかということが、

もうすでに起こってきて。詐欺まで起こっ

てはいることは、許してもらわないとダメ

ですけど。そんなようなことが起こってま

す。というわけで、それを知らないのが、

日本人の、私も含めて、復興支援会議に出

てみて初めて、そういう先生方が来たもん

ですから、わかってきて。電通が、 先端

のやつはこうですよって話をしたら、みん

なが、へえって口あいてポカッとして、私

もポカッとして。すぐさま中身教えろって

言ったら、スピギットだっていうって言う

から、わかったって言って、スピギット調

べたっていうようなことをしておりました。 
もろもろ話してると、時間がきりがない

みたいなんですけども、そんなわけで、お

話をする。 後に NPO をやって、去年の 9
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月に閉めましたけれども、再度やりだそう

と思ってます。私が代表になるかどうかは

別にしましても。高齢者の支援をするため

の仕掛けを作ろうと思います。訪問診療の

先生方が、皆さん私に言ってきて、一緒に

やろうよと言ってきてます。何やるなんて

言ったって、「おまえまず 初に精神保健福

祉士か社会福祉士の資格をとれよ」って。

「先生それやったら 2 年かかるよ」って言

って。「2 年かかったっていいじゃねえか、

おまえちょうど 70 じゃねえかって」。理由

は何かって言ったらば、学卒者で、60 歳前

後で定年なる会社のやつらを、高齢者医療

に関心のあるやつを集めて 2 年間で取らせ

てこい、通信教育で。それを集めれば、保

険の点数で金がもらえるんだよって言って。

高齢者の、医療の先生方が、回る手間、事

前の、やればいいんだって。その仕組みと

仕掛けがないから、訪問診療の先生が全部

やってると。これでは先生方の健康が持た

ないよって。その先生方が何人東京にいる

んだって、10 名しかいないよって言って。

10 名しかいない先生方で、東京にいるであ

ろう高齢者を面倒見たら、そんなの誰もが

面倒見切れなくなっちゃうよって。理由は

何かと言ったら、申し訳ないけど、ちょっ

と言葉、語弊があるけど、許していただき

たい。有名大学の医学部を出た先生が、こ

れやらないんです。具体的に言います。東

大と慶応の先生方、これやらないんです、

全然。つまり、そうじゃない大学を出た、

医学部を出た先生方が、大学病院で偉くな

れないもんだから、そっちのほうにおみえ

になられると。それでも人数がまだ少ない

です。認知症の問題。これがほんとに、大

変なことになってます。私も自分の母が認

知症で、 後亡くなってますから、よくわ

かります。私も、長男なんですけども、「あ

んた誰」と言われたときのショックはない

ですよ。病院行ったら、「あんた誰」って言

われて。「あんたの生んだ息子だよ」ったっ

て、わからないんですよ。それでもって半

年間面倒みるってのは、これはほんとに介

護放棄したくなりますね。もっと前に父は

死んだんですが、父は前立腺のがんで死に

ました。父は、在宅で 4 年間介護しました

けど、そのときに、死ぬ 3 日前まで頭はま

ともでした。そのときに、私の家内が、主

体をなしてた。その家内を呼んで、父が

後に、「ありがとう！」と言ってくれた言葉

で、うちの家内 4 年間の、疲れが全部すっ

飛んでった。私も今から、ありがとうと言

ったらですね、あんた何か悪いことしてる

でしょうと言われる。（一同笑い）そうです、

と言いました。そんなわけで、もう一度、

母校の文学部に、裏口入学をして、江戸文

学を専攻しました。おかげで、自分が不得

手な分野を、全部勉強させていただくチャ

ンスをいただきました。というわけで、江

戸文学をやってる 中に、黄金比の研究を

はじめました。つまり、ピラミッドの底辺

と高さの関係です。もうひとつ、比率がち

ょっと違うんですけど、白銀比というのが

あります。この比率を、日本名で、「大和比」

という言葉に変えた方がいらっしゃる。こ

れは素晴らしいことだなと思って、大和比、

それの研究を一生懸命やっております。結

果的に何かって言ったらば、印象派の画家

の絵が、ほとんど黄金比です。それから、

浮世絵が、構図のなかに描かれた裏側に、

レントゲンだか知らないなんだか撮ると、

わかるんですけども。というわけで、葛飾

北斎の富嶽三十六景、実際には四十六景あ

りますけども、これが、裏側に描かれてる

のは全部、大和比と同じです。というわけ

で、こんな一生懸命勉強してる間に、色気
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ということを勉強してたんですけども、そ

れは何かと言うと、「生きた人間の輝き」を

研究したかったということ。人間以外は何

かって言ったらば、この大和比の勉強をは

じめようと思って、違い棚の関係、それか

ら、はがきの縦横関係、その他もろもろ。

そうすると何がわかるかって言ったらば、

カレーライスはどれが一番おいしく見える

か。ざっくり申し上げますと、3 対 5 の比

率なんです。これが、盛り付け上、一番お

いしく見えるということ。これが、白銀比

からきちっと出てきてます。もっともっと

そういうことで、料理の勉強をし出しても、

面白いことだなと思って、一生懸命やって

て、たまたま 2008 年は、源氏物語が作ら

れてから、ちょうど千年紀だったもので、

同志社大学で、3 月に、源氏物語千年紀の

特別講座が開かれたものですから、それに

1 週間、出席しておりました。ばかなこと

ばっかりやってる、おかしな男でございま

す。生まれも育ちも品川の宿場のなかで育

ちましたんで、先ほどちょっと話してたん

ですけど、そんなことから、大学の在学中

は、しばしば旧吉原の、勉強のためにと言

って、自分の生まれたエリアの勉強のため

に吉原の研究をしてたら、2 つだけ新しい

ことが見つかった。それは何かと言うと、

旧吉原にはディベロッパーがいた、という。

当時、ディベロッパーとは言いませんよ。

つまり、皆さんから金を集めて、江戸幕府

に献金して。献金する姿がおかしいと、時々

ご法度になっちゃって。というわけで、デ

ィベロッパーがきちっとしてたというのが

ひとつ。もうひとつは、リース業があった

という。当時、リース業とは言いません。

仲ノ町という、細い縦横の十字路のところ

に、桜を、満開の季節になると置いて、皆

さんに楽しんでいただいた。菊人形もそう

です。というわけで、リース業とディベロ

ッパーがきちっといたんです。特に、この

ディベロッパーが、きちっとした仕事をし

てらしたということは、素晴らしいことだ

なということを、私は、古い本から字面に

落っことしてみると、通路が狭いところで

仲ノ町のなかに。夕方 5 時までは、ディズ

ニーランドだったんだろうなと思います。

れからまちづくりをしていくときには、黄

金比を、さらに白銀比を、さらに大和比を

と。奈良の法隆寺も、敷地の面積が縦横で、

白銀比、つまり大和比にちゃんとなってま

す。それから、京都の金閣寺、一層目と二

層目のサイズが、全部その比率になってま

す。そんなことで、面白いことだなという

のは、勝手に勉強させていただいた次第で

す。そんなばかな男が今日お話しした、ソ

ーシャルビジネスみたいな話で申し上げる

ならば、きちっとした NPO をやりましょ

う、そのためには資金が必要ですと。資金

を確保するアイディアをきちっと持たない

と、NPO が維持できません、私みたいなも

んです。そうしますと、NPO が必死になっ

て資金集めようとすると集まらない。企業

の 1 社 2 社に応援してもらった、年間いく

らかくださいました。でも、これでは維持

できないんです。その会社の収益にならな

いからやめますっていう話になると、維持

できなくなっちゃうんです。そんなことで、

波風があるところを、きちっとした仕事を

していくためには。というわけで、高齢者

に仕事の場を与える仕組みと仕掛けを、こ

れからの流れのなかで作っていかなきゃい

けないのかな、と思っております。たまた

ま、いろんな方がおみえになられて、事業

をずいぶんさせていただきました。そのな

かで、商店街の方々が来て、うちの商店街、

シャッター通りになっちゃったけど、どう

－71－



 

したらいいだろう。一番 初に私が気が付

くことは何かって言ったら、魚屋さんがダ

メだ。続いて肉屋さんがダメになったとき

には、だいたい 5 割がシャッター降りてる。

後に八百屋さんがなくなる。うんぬん言

う前に生鮮 3 品がきちっとしてないと、商

店街は維持できないなということが、私の

経験上わかっている、効率論では全然ござ

いません。そうすると必ず魚屋さんは、郊

外のショッピングセンターに負けました、

と。あの発言はどこかおかしいですね。不

勉強すぎます。なんでね、あんた方、ショ

ッピングセンターと対抗してやんの。同じ

競争をやったら負けるに決まってるわけ。

向こうは資本を持ってんですから。従業員

きちっといるわけですよ。魚屋さんの親父

さんとお袋さんだけでは、負けるに決まっ

てる。魚屋さんが相手にしてらっしゃるお

客さん何人かって言ったら、200 世帯相手

にしたら、それで十分なはずです。そした

らどうやるのって。ずいぶん、おばあちゃ

んの知恵っていうのを借りましたよ。つま

り、魚の、焼き魚の仕方知ってるって言っ

たら、魚屋さんの親父さんもおかみさん知

らないんだよ。なんで知らないのって。僕、

教わったよ、お袋から。おばあちゃんから。

焼き塩つくれよ。焼き塩って何。普通の塩

買ってきて、フライパンで焼くんだよ。

後に 1 パーセント砂糖入れるんだよ。その

知恵がないとダメだよって。それでもって、

魚のまわりにくっつけて焼いてごらん。い

つでも、ブランドのついた魚になるよって

言って。 近は、NHK、レモンを買ってき

たらそのまま冷凍庫に入れる。凍らせる。

凍らせたレモンを、すりこぎって言うんで

すか、すって、それでたとえば夏だったら

素麺のつゆに入れるんです。これ、うまく

なりますね。年がら年中、うちで帰ってよ

く素麺食ってます。もっと違うことを紹介

しましょう。エスプレッソという濃いコー

ヒーが好きな方がいらしたとしたら、イタ

飯のあとに飲む、そのときに小さなカップ

ですよね。エスプレッソを飲む前に、レモ

ンの皮をもらう。そのうえで、ちょっとひ

ねる。そうすると、こういう汁がつく。デ

ミタスグラスですから、持ってきたとたん

に、レモンの香りが、それでエスプレッソ

という濃いコーヒーをお飲みになるとおい

しくなりますよ、ということ。まだまだそ

んな知恵は、おばあちゃんの知恵としてあ

るわけです。そんな日本全国にあるであろ

うことを、さっき言ったビジネスモデルの

なかに落とし込んでいきたい。いうような

ことを考えながら、治験レストランをやっ

てみたらどうだろうかということを、昨晩

も某製薬の方々に申し上げて、もっとお話

ししてよっていうから、いろんなことを話

して、治験レストランていうコンセプトを

取るんだったら、金出してくんないとでき

ないよって言った。バーチャルの進化した

姿を、リアルにどうやって落とすかという

ことを考えてますよということを、お話し

申し上げました。今晩はこの町に泊まらせ

ていただきますんで、何か話したいという

方がいらしたら、どうぞ、おみえくだされ

ば。というわけで、お粗末でございました。

（拍手） 
司会 

ありがとうございました。話題は豊富で、

まったく 1 時間 20 分、あっという間に過

ぎてしまいましたが、 後に、8 時半とい

うお約束ですので、この際でございます、

ご質問があれば、ぜひ。どうぞ、遠慮なさ

らず。ちょっと、お話が多岐にわたりまし

たんで。なんなりと。 
どうですか、おばあちゃんの知恵でもい
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いですが、もうひとつ教えてほしいという

ような注文でもいいと思います。どうぞ。

よろしいですか。実はですね、私、この町

に、高齢者用のですね、食堂があるのでは

ないかと思っております。 
澤田講師 

ああ、そうですか。 
司会 

ええ。あそこの、助戸の向こう、ダイハ

ツの隣に、飯屋があるんですよね。助戸の

もっと先になるんですよね。朝 7 時から夜

中までやってて、なんのことはない、普通

の惣菜が置いてあって、それ 1 品づつ取っ

て食べるって、ごく単純なんですね。 
Ａ氏 

山川食堂 
司会 

普段気にならなかったんですけど、一度、

1 時半ぐらいに行ったんです。そしたら、

高齢者ばっかなんですね。なぜかなと思っ

たら、あそこ、惣菜がお持ち帰り自由なん

です。だから、ちょうど、おじいちゃんお

ばあちゃんが行って、ご飯食べたら、余っ

たの全部、袋まで置いてあるんですよね。

それをぱっと持って帰る。当然、生ものは

置いてないけれど、惣菜が置いてある。行

ったことないですか。 
Ｂ氏 

知ってますけど、入ったことはないです。 
Ｃ氏 

あそこは、チェーンなんです。あそこ、

配達してるんです。それは店長がね、配達

はするんです。今、高齢者って言ったけど、

ワタミが、高齢者向けの配達をやるってい

うんですね。これワタミが高齢者向けの介

護施設と合わせて、ひとつの大きなビジネ

スを展開してますね。 
澤田講師 

ワタミも、連結決算見るとですね、はっ

きりしてます。ワタミという居酒屋のチェ

ーン。あの部分は、600 億ぐらいの売り上

げですけども、もうけが全然出てません。

介護食という分野、例のコムスンを買い取

って、集団の施設のところにワタミが供給

してるわけです。ホットデリバリーという、

温かいやつをデリバリーしてます。これは

もうおわかりのとおり。ですから、点在す

る需要ではなくて、集団化しているところ

に供給して、そのまわりだったらば供給し

ても、間尺にあうというところがわかって

ることです。ということでいくと、おわか

りだろうと思いますけれども、日清医療食

品、病院医療給食をやってるあそこの施設

が、ごくごく近いうちに、そのことを同様

に始めていくと思われる。もうひとつは震

災を受けられたところの農業をやってる法

人があったとしたらば、植物工場という形

のコンセプトをくっつけたいわけですよ。

そうすると、もっともっとお話が変わるは

ずなんです。というわけで、ワタミさんの、

そのために知事選に出たという話が専らで

ございます。（一同笑い） 
ということで、同様なことが東京ではで

すね、玉子屋という、弁当をオフィスに向

けて供給しているところがある。蒲田にあ

るんですけれど。1 日 10 万食以上作ってま

す。1 種類だけです。430 円です。100 名

以上の企業じゃないと供給しないんです。

おわかりですね。集団化してるところだっ

たら、もうかるってことがわかるわけです。

1 種類ですから。この玉子屋さんが 90 億の

売上で、大変素晴らしい収益あげてます。

こういうビジネスモデルがそろそろ出だし

てきてるので、これはこれからの高齢社会

に、すごいマーケットがあるなということ

がおわかりになると思います。 
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Ｃ氏 

1 人世帯が 30 パーセントになっていま

すから、そうすると、自分でご飯を作るっ

ていうことが、だんだんだんだん遠くなり

つつありますね。だから、そこにおいて、

ひとつの大きなターゲットっていう部分に

はなってくる。 
澤田講師 

出てきますね。今のままやったら儲かり

ません、まだ。もうちょっと、早すぎて。

今から準備をされると、ちょうどよろしい

んじゃないでしょうか。という市場が、フ

ァミリーレストランが出てきた背後関係を

考えてくださいよ。団塊の世代を対象にし

てたってことです。ですから、ファミリー

レストランが、すかいらーくが昭和 46 年

にスタートしたとき、見に行きました。そ

してさらに東京近郊では、16 号線沿いにず

らずらずらずら並びました。てなようなこ

とでいきますと、今やすかいらーくは、そ

の使命を終えてしまって、経営者がみんな

おっぽり出され、M&A じゃなくて、なん

とかバイアウトで、茅野家の一族全部ほっ

ぽり投げられたというようなことまで起こ

っちゃってるわけなんですが。 
Ｃ氏 

要するに人口構成と一緒でないと産業っ

て起きないですよね。 
澤田講師 

というわけで、一瞬タイミングずれて、

いろんなことが起こってるんですね。ロイ

ヤルさんもそうですし、それからデニーズ

も同じように。デニーズは、ほかの業態や

らないということで始まってますから。あ

まりほかの業態をやらないように、イトー

ヨーカドーグループから。ロイヤルさんは、

天丼の「てんや」チェーン、丸紅から買い

取りました。てんやさんは丸紅が裏側で 85

パーセントの資本を持ってまして、タイで

もってエビの養殖をして、向こうで冷凍し

て、同一サイズのやつを日本に入ってくる。

築地で買ったら、もうあれはできません。 
Ｄ氏 

ちょっと大丈夫ですか。今日、いろいろ

話していただいて。高齢者のことが、ひと

つ大きな問題ですが、別な意味で、子ども

ですね。高齢者の健康と同時に、子どもの

健康っていうのは、今非常になんか危ない

んじゃないかっていう、感じがしてますが

ね。それに対するなんか対応、ひとつの例

でいうと、アトピーですね。あれが、これ

まではだいたい皮膚に出てきたのが、 近

は全部内臓にまわってるっていうんですよ

ね。 
澤田講師 

そうですね。 
Ｄ氏 

だから、ものすごく危険になってる。そ

れはやっぱり食との関係が、非常に強いん

じゃないかなと。そういうところに、健康

とビジネスと考えた場合に、注目してるよ

うな動きは何かないんでしょうか。 
澤田講師 

製薬会社がずいぶん動いてます。 
Ｄ氏 

製薬会社。 
澤田講師 

はい。それから食品会社とかですね、私

の知る限り、トレーサビリティをきちっと

やってる会社。東京でいうと石井食品てい

うところ、船橋にある。チキンボールをや

ってる、お弁当の。あそこが必死になって

研究してるんですね。結論はですね、全然

出てません。先ほど言った学研さんは、保

育園やりながら、それを高齢者との組み合

わせで作った。という形をとりながら、や
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ろうとしていらっしゃいますけれども、医

学的な意味での研究はできてません。 
Ｄ氏 

やっぱり結局、親の常識っていうのかな、

今の親が、結局われわれが育てたからって

いう・・・戦後ね。だから、結局自分のと

こへ帰ってくるのかなと思うんだけどね。 
澤田講師 

いや、かく言う。私も孫が 1 人います。

アトピーがありますね。ピーナッツ。それ

から、卵がダメですね。 
Ｄ氏 

そう。だから、ものすごい種類があって、

もう 10 人集めたら、同じ食事出せないっ

ていうような、 
澤田講師 

ほんと、おっしゃるとおりですね。 
Ｄ氏 

そういう状況になってるっていうような、

さっき言った肩車型になっている、下にい

る人間がみんな、そんなじゃね、1 人じゃ

なくて、半人前になっちゃうんじゃないか

って。 
澤田講師 

支えきれないですよ。 
Ｄ氏 

うん。だから、そこを何とか考えないと

いかんかな、と思ってるんですけどね。 
澤田講師 

先月ですか、発表になったので。世帯の

子どもの出生率が、1.39 になりましたね。 
Ｄ氏 

上がったの。 
澤田講師 

上がりましたね。隣の韓国では、今、1.1
です。 
Ｄ氏 

まさに、問題が起きてるみたいな。 

澤田講師 

ですからあそこも急激に高齢化になるん

で、一昨年、韓国政府の方々に、私、講義

しました。そのときに、私が冗談言って、

「私がヨン様です」って言ったら、通訳が

通訳しちゃったんですよ。（一同笑い） 
そしたらブーイングが返ってきて、似て

も似つかないって言われて。韓国は、宗教

上の問題もあるし、それから大学に入るの

大変なんで、余計そうですね。 
Ｃ氏 

ヨーロッパの国はすべて、1.3 から 5、出

生数が上がっていきましたよね。アメリカ

だけは、2.04 ぐらいありますけど。あれは

ちょっと特殊な事態ですね。 
澤田講師 

そうですね。白人以外の方々で。という

わけで、今のお話の件は、医学的な研究は、

どこも明確に出てませんです。症状はわか

るんですけども。だからうちでも、ピーナ

ッツ的なものを食うともう、ざあって出て

きちゃって、うちの息子夫婦が大慌てにな

って。「何入れてたんだ」って言うから、「な

んにも入れてねえ、知らねえよ」って言っ

たって、もうしょうがないもんねえ。その

症状だけはわかるんですが、じゃあ、医学

的にどうすりゃいいんだったって、何もな

いんですよ。 
Ｄ氏 

昔は、学校給食で、ダメだったですけどね。 
澤田講師 

私は、脱脂粉乳が、一番嫌でしたね。 
Ｄ氏 

脱脂粉乳。あれはまずい。 
Ｆ氏 

あれは、あれはもうダメだ。 
澤田講師 

その次にダメだったのが、肝油。 
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Ｄ氏 

肝油もね。 
Ｆ氏 

肝油は、もっと先ですよね。子どもの、

戦争中から、 
澤田講師 

私の時代もありましたよ。 
Ｄ氏 

こんな話して。（一同笑い）いや、皆さん

には、わからない。 
澤田講師 

わからない。 
司会 

そろそろ、時間になります。 後誰かひ

とつぐらい、お聞きになりたいことあれば。

よろしいですか。じゃあ、お約束の時間に

なりましたんで、これで終わりにしたいと

思います。副会長にひとつ締めてしめてい

ただきます。 
北川副会長 

本日は、非常に、私どもにとっても、非

常に新しいような話を、ありがとうござい

ました。また、NPO 法人を、私どももう十

数年やってきてるわけですが、やっぱり経

済的な面で非常に苦労いたしておりました。

ちょっと、先生が今、お話になったことと

ですね、われわれが目指しているのは、若

干の違いがあるというふうに思うんですけ

れども、まちづくりというところから見れ

ば、そうなのかな、というふうに話をうか

がっておりました。やっぱり、経済的な基

盤というものを、なかなか考えることがで

きないし、また、地方の都市では、企業に

頼っていけない、どうしても官に頼るとい

うような形で、初めのスタートがそういう

形だったものですから、こういう情勢にな

って非常にピンチに陥ったんですけれども、

会長以下の努力もあり、若干の収入で運営

しるんですけれども、もう少し考え方を、

会長とこれからも相談していかなければな

らないんでしょうけども、もう少し広く考

えてかないとやっていけなくなるんじゃな

いかいうふうに、つくづく今、考えたわけ

ですね。 
これからも、私はもう高齢者なんですけ

ど、その高齢者の たるもの、まもなく 80
歳になろうかな、というところですので、

高齢者っていうものの考えかた、50 代 60
代のときに、私、町内の役員をずっとやっ

てるもんですから、その当時の、会長副会

長という、役員の上のほうの方たちが、や

っぱり、80 前後の方たちがだいぶいたわけ

ですね。そういう人たちと一緒に会議なん

かをやってると、「年寄り何考えてんだ」み

たいな、どうしようもないみたいな気持ち

でいたんですけれども、自分がその位置に

なったんですね。若い人たちが、部長さん

だとかいるんですけども、やっぱりその歳

になってみないと、ほんとの年寄りの気持

ちってわからない。もう、今 77 で、もう

じき 80 になる、もう 80 歳が見えてるんで

すけれども、なんともいえない気持ち、な

んだと説明して、一口に言えないような、

やっぱり高齢者になってみないと、高齢者

の気持ちはわからないんだな。だから高齢

者の気持ちで、やっぱり、そういうことを

伝えて、高齢者のためのことをやらなけれ

ばいけないのかな。 
やっぱり、非常に不安。家内と一緒にい

るんですけれども、せがれも一緒にいるん

ですけども、家内が倒れたらどうするんだ

ろう、私が倒れたらどうするんだろう、と

いう。自由業なもんですから、なんとかや

ってるんですけども、そういう不安。それ

から、町なかを見まわしていくと、将来そ

ういう人たちばっかりになるんですね。そ
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ういう人たちの気持ちがやっとわかった、

そういう不安がやっとわかった、じゃあど

うしてやるかっていうのを、今、私の年齢

で考えないといけないのかなっていう、今、

先生のお話を聞いてつくづく思いました。

もう少し考えてみます。ありがとうござい

ました。 
司会 

ありがとうございました。本日の公開講

座、これでお開きにしたいと思います。来

週は、地元の糸井さんにお願いしておりま

す。 後に澤田先生に拍手でもってお礼に

代えたいと思います。 
（拍手） 
澤田講師 

ありがとうございます。 
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～ 新しいビジネスモデルを創ろう！ ～

1983年：アメックスカード
「自由の女神修復

キャンペーン」

・既存カード使用ごとに1セント
新規発行ごとに1ドル寄付

・カードの利用額が約30％増加
・女神財団に約170万ドル寄付

※クロネコの宅急便１個⇒１０円
東日本震災に寄付約１３０億円

※コンビニの小銭と富士山の清掃

年収1千万円のお婆ちゃん

・ＰＣを操り、野山の葉っぱを農協へ、
・虫食いの葉っぱは誰も利用しない
・1986年当時農協職員の横石知二氏
の発案にて開始

・現在、寝たきり老人ゼロ。町に基金が

約30億円。生涯現役・節税事業
・地方型のソーシャル・ビジネス
・真似をした集落は全て“失敗”

太宰府天満宮で始まった
「キット勝つ！」

・太宰府から新宿の受験者宿泊ホテル、
そして東大本郷通り商店街へ、更に
ＪＲの車両広告、今やご当地ブランド

・スーパーの目玉商品から定価商品へ

・Ｂ級グルメは“にわか商品”、街中に
あふれている（例：餃子、焼そば）

ファーストリテイリング ＋
グラミン銀行

・人口1億5千万人のバングラでＴシャッツを
製造し、1ドルで販売

・マーケティングモデル：
歯磨き習慣のないアフリカに歯磨き粉を
販売する

・ネクスト市場 ⇒ 中国、インド

・東日本大震災では、総額２０億円寄付

共働きの世帯にとって，
子供の“病気”は？

（病児保育）・・・・・・・・・・

・入会金：２１，０００－／人
・年会費：１０，５００－／人
・保育料： ２，１００－／時間

年齢その他により異なる
・保育数：約１，３００名以上／首都圏

★開設時、病児保育に対する規制が多数有
大変ご苦労された。
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ホームレスを救済するのではなく、
雑誌販売を通じて仕事を提供し、
自立を促す事業

・１９９１年ロンドンで生まれ、日本では
０３年開始

・初回１０冊無料提供され、＠３００-で販売
その後＠１４０-で仕入れ、＠３００-で販売。

＊ＪＲ田町駅約80冊／1日

・市民が市民をサポートする

“敗者復活応援事業”

＜日本における人の結びつき＞

地縁社会⇒ 社縁社会⇒ 無縁社会⇒ 新しい公共
（戦前まで） （戦後からバブル崩壊） （超・高齢社会）

＜新しい公共 ＝ ソーシャル・ビジネス＞
・3人の現役世代が1人の高齢者（６５歳以上）の面倒をみる

“騎馬戦型社会”から、１人が１人の“肩車型社会”に移行する。

いままでの“社会通念”が、通用しない社会を迎えてしまった。

・まずは、高齢者の定義をいち早く「７５歳以上」に変えねばならない。
（ドイツ・ビスマルク時代、平均寿命５０歳未満の時、６５歳以上を

高齢者とした。現在人生８０年時代である。）

・ここに新しい概念として“ソーシャル・ビジネス”（新しい公共）が
必須となってくる。

ソーシャル・ビジネス（ＳＢ）

社会的問題・課題の解決と、新しい価値創造を

めざしつつ、収益を上げるビジネス

①社会性、②事業性、③革新性の３要素がカギ

コーズ・リレーテッド・マーケティング（ＣＲＭ）

企業が社会的問題（大儀：Cause）をアピールし、

それに共感する人々を取り込むことで売上増を
目指す販売促進手法。

騎馬戦型社会から肩車型社会
への移行は、社会システムの
“大・転換”

・超高齢社会は大都市で問題化
団塊世代の大量突入

・大家族の崩壊で、おひとり様の
増大⇒閉じこもり⇒認知症

・おひとり様の“見守り隊”と
“買物代行”が必要

例：ホット・デリバリー

・生涯現役の仕事場づくり

失敗者が語る＜街づくりの定石＞

１．地域住民が、喜び、満足することを第１に考える！
（商店街が儲かるなどは二の次）

２．八百屋・魚屋・肉屋がない商店街はシャッター通り化！
（大型店に負けた！はウソ。努力不足）

３．おひとり様の居場所づくり、見守り隊を養成すること！
(孤立化⇒閉じこもり⇒認知症その他、医療経済？)

４．生涯現役の仕事場づくり！
５．地域住民＋商店街＋地元企業＋自治体でＮＰＯを！

（要・同名の株式会社、リーダーは“民”）

６．債務保証を含め資金確保の道をつくる！

＜震災後＞ ～ソーシャル・ビジネスの環境が整う～
１．想定外の“大地震” と “大津波”

・チリ地震Ｍ9.5 ・３.１１大震災Ｍ9.0

２．原発からの脱却（ドイツ）

・今後、原発をつくらない！ ・電力は太陽光発電など！

・全世帯が環境税を負担！（固定価格買取制 Feed-in Tariffs）

３．国民のボランティア意識

・寄付金２２００億円以上

・ユニクロは２０億円、ソフトは100億円、ヤマトは130億円

４．騎馬戦型から肩車型社会へ

・団塊世代の高齢化とおひとり様の急増

５．日本の政治家は“子供のサッカー”
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＜復旧と復興＞

１．「復興」とは、“新しく構築する”Reconstruction

「復旧」とは、“元に戻す” Recovery

阪神大震災 ⇒ 復旧、 東日本大震災 ⇒ 復興

２．新しいコミュニティーを創る！

・想定外のスピードで進化しているバーチャルを、リアルの

中に持ち込む。（ヒト・モノ・カネ）

例①Spigit等によるアイデアコンテスト

②復興カジノ、復興セントラル・キッチン

③コミュニティ・ファンド

④知恵を持った新しいリーダー（×子供のサッカー）

＜高齢化に対応したオールスター・レストラン＞
～復旧から復興へ～

２.人件費

３.利益

１.原材料

★プラットフォームの構築

ソーシャルビジネス
・ＣＫ,ｻﾃﾗｲﾄ経由の配食
・デジタルレシピ
・植物工場
・太陽光、エコ
・パブリック

ファイナンス
・異業種との知・健康

の拠点化、他

街の
高齢化

生産者と
関連

顧客と
コラボ
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第第第第４４４４回回回回    7777 月月月月 13131313 日日日日（（（（水水水水））））     

「「「「自転車自転車自転車自転車とととと足利市足利市足利市足利市のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり」」」」    
 

 

司会 

20 代の方が、しかも女性が講師に来たの

は、この講座開設以来初めてでございます。

まずは、会長からご挨拶を願いします。 
中川会長 

皆さん、こんばんは。VAN-NOOGA の会

長をしております、中川でございます。大

変お暑いなかを、お集まりいただきまして、

ありがとうございます。この講座は、足利

工業大学の簗瀬先生が音頭をとって、

VAN-NOOGA と一緒になってやりましょ

う、ということで、今年で 3 年目です。今

日はその 4 回目でございます。これまで鹿

沼市と佐野市、そして今回は、足利市の事

例です。なおかつ女性の講師ということで、

VAN-NOOGA のイベントとしては、女性に

講師をお願いすることは、少ないのですけ

どね。 
お忙しいなか、おいでいただきまして、

どうもありがとうございます。「足利のまち

づくり」と、このタイトルにもありますが、

ここの NPO のメンバーの方たちと前から

ですね、「足利」は、「アシキキ」という読

みかたをして、足利キキのイベントとして

これからどんどん、健康ということも合わ

せて考えていきたいと議論しておりまして、

自転車はまさにその 1 つであります。だん

だん私の足腰が弱くなってきておりますけ

ども、なんとか頑張りたいと思っておりま

す。今日は、非常に多彩な活躍をされてお

ります講師の先生、ぜひ、足利の将来を見

越して、いろいろお話を伺えればと思いま

すので、よろしくお願いします。 
糸井講師 

すごくプレッシャーですね。 
司会 

それでは、進行についてご説明しますが、

先に本日お越しいただいた、糸井望さんを

ご紹介します。1 時間ほど講演会、そのあ

と 30 分ほど、皆さんと質疑応答というこ

とで、進めたいと思います。あと、エアコ

ンについては、省エネに協力するというこ

とで、この温度でご理解いただきたいと存

じます。 
本当はこれ以上、エアコンの能力がアッ

プにしませんが、まあ省エネということで

ご理解ください。じゃあ、糸井さん、よろ

しくお願いします。 
糸井講師 

はい。よろしくお願いします。（拍手） 
糸井講師 

ありがとうございます。皆さんこんばんは。 
一同  

こんばんは。 
 

糸井講師 

１．挨拶に代えて 

こんばんは。目の前に友人がいるので、

緊張感が全然ありませんが、本日はお忙し

いところ、皆様お集まりいただきまして、

ありがとうございます。私、糸井望と申し

ます。普段、こうして、皆様、というか、

大勢の人の前で話すときというのは、たい

がい女性の方、いや、すべて女性の方が多
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いのですが、今日はこんなに男性の方にい

らして頂いて、ちょっといつもと違う雰囲

気で、緊張しています。本日は、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
1 時間という長い時間、お話させていた

だきますので、着座で失礼させていただき

ます。私の生活の中心は、実は、家事なん

ですけれども、空いた時間で、モデルの活

動ですとか、MC の活動ですとか、自分の

知識を生かしたライフスタイルアドバイザ

ーの活動をしております。本日は、『自転車

と足利のまちづくり』という、私にとって

は、壮大なテーマなんですけれども、私は

町おこしを研究しているわけではございま

せんので、「28 歳の女性が考える足利市で

のライフスタイルの提案」だと考えていた

だいて、お聞きいただければ幸いです。で

すので、私の考えをお聞きいただいた上で、

もしかしたら、今後私にできる何かだった

り、あとは、足利市の活性化を図れるよう

な何かを、本日一緒に生み出していただけ

るような会になれば幸いです。途中、どん

どん、どんどん、口をはさんでいただいて

結構です。 
1 時間、私が 1 人で、こうしてお話し続

けることができるか、不安でもありますの

で。 後に質疑応答のお時間いただいてる

んですけれども、何か気になる点がござい

ましたら、忘れてしまうまえに挙手いただ

ければ、と思います。よろしくお願いしま

す。 
さて、本題に入りますが、私は、ちょう

ど 1 年前ですね、10 年ぶりに、足利に戻っ

てまいりました。いい意味でも悪い意味で

も、足利を外から見ていたんですね。私が

まだ小中学生のころは、通りにたくさんお

店が残っており、週末になると、町なかに

友人と自転車で出かけることを楽しみにし

ていました。ここからすぐ近くにあった

「ZOO」ですとか、「ハマダ」さんですと

か、それから、JR 駅の近くの、元キンカ

堂あたりにあった、多くのアパレルショッ

プによく買い物に行きましたね。おしゃれ

なショップが、いろいろ路面店で、並んで

おりましたので、私は、小さな雑貨から洋

服まで、本当におしゃれに夢中だったと思

います。 
私より年配の方でしたら、もっともっと

足利が栄えていたころをご存知かと思いま

す。私は写真でしか見たことがありません

が、昔の足利はデパートもありましたし、

通りは原宿の竹下通りのように人で大賑わ

い。今ではちょっと面影もないですよね。

今から 10 年前、私が 18 歳になって、大学

進学を機に上京してから、たびたび足利に

戻ってくるっていう機会もあったんですけ

れども、そのときは実家と駅との往復のみ

で、なかなか足利を散策することができず、

10 年ぶりに、昨年、ゆっくり足利を回って

いると、あまりの街の変貌に驚きました。

本当に、びっくりするほどシャッターが閉

まっていたんです。もちろんそれは、とて

も残念なことです。 
今の若い子たちは、どこに遊びに行くん

だろう、さっきも見かけたんですけど、カ

フェがないから、コンビニの前に座り込ん

でカップラーメン食べてたり、おにぎり食

べてたりするのかなあ、とか、おしゃれな

ショップ、洋服を買いに行く場所がないか

ら、スウェットでうろうろしてるのかなあ、

とか。 
お化粧だけは皆さん、若いころからばっ

ちりしてるんですけど、洋服がみんな、ジ

ャージだったりスウェットだったりするの

は、お店がないからなのかな、とか、不思

議でしょうがないんですけれども…。 
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もしくは、逆に、おしゃれな子がいなく

なっちゃったから、足利にお店がなくなっ

ちゃったのかな、とか、いろいろ考えると

こがありますね。 
ただ、実際、足利で暮している私たち、

30 歳（目の前に友人がいるので、私たちっ

て言ってしまっていいのか分からないので

すが）、アラウンドサーティ、アラサーと呼

ばれる世代は、あまりそこまで「足利で買

い物ができないから、足利が…」っていう

ことを言っていないんじゃないのかな、と

いう気がします。普段の生活、改めて思う

と、足利ってさびれてしまったな、という

部分あるんですけれども、生活にすごく困

ってるっていうのは、あまり実際には感じ

てないんですね。それは、近隣の市が栄え

ているからかもしれません。目の前に同級

生いるので話しにくいのですが、私は、中

学生のころの同級生だったり、その前後の

学年の方々と、今でもとても仲良くさせて

頂いているのですが、実は、今になって、

私のように足利に戻ってくる子も、多くい

ます。また、足利に帰ってきたいという子

は、本当に、何人も何人も、耳にするんで

すね。ちなみにそれは、なぜだとお思いで

しょうか。何か理由はありますか？ 
Ｃ氏 

いや、分かりません。 
糸井講師 

何か、ある？（目前の女性に）足利に帰

ってきたい理由っていうのは。 
Ｄ氏 

友達がいるからかな。 
糸井講師 

友達がいる。若い方に聞きたいですね。

そこの黒いポロシャツの方。 
Ｅ氏 

思い出と愛着がある。 

糸井講師 

思い出と愛着がある。私もその通りだと

思うんですけれども、あとは、皆さん、足

利の良さとか、足利を好きなところって聞

かれたときに、何てお答えになりますか？ 
他県の方に、「足利のどんなところがいい

の？何が好きなの？」って言われたときに、

皆さんはなんてお答えするでしょうか。こ

れも困る質問ですかね。会長さんいかがで

しょうか？ 
中川会長 

私は、東京に住んでいますからね。足利

のいいところ、なんていうのかな、付和雷

同しないところね。がっちり、俺は俺で、

頑張っている、ってのが、好きですね。 
糸井講師 

私は、その意見、今初めて聞きました。

納得の行くご意見です。よく、足利の人た

ちに、「足利の好きなところってどこ」とか

「足利のいいところを教えて」と聞くと、

「歴史がある」とか「山に囲まれていて、

町の真ん中に渡良瀬川が流れていて、自然

がとても豊かであるとか」あとは、「ご飯が

おいしい」とか「夕日がきれいだ」とか、

そういった声もたくさんあるんですけれど

も、先の方が言った通り、私はそれに加え

て必ず、「足利にはどこよりもすてきな仲間

がいる。そして、その仲間たちと、いつで

もアウトドアに出かけられる」と答えるよ

うにしています。 
近の 20 代から 30 代の子たちって、お

金のかからない遊びがすごく得意だと思う

んですよね。堅実というべきなんでしょう

かね、それとも、不況が原因してるんでし

ょうか。それができるのが、私は、足利市

だと思ってるんです。 
買い物に出かけたり、いいところへ行く

よりも、バーベキューであったり、釣りで
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あったり、サイクリングであったり、アウ

トドアに出かけることがとても好きなんで

す。もちろん、インドア派の方もいらっし

ゃいますので、全員が全員そうだとは限ら

れないんですけれども、おしゃれにトレッ

キングをする山ガールっていうのも、 近、

注目を浴びましたよね。都内にいたら、休

日、わざわざ遠出をして山に行かなければ、

トレッキングですとか、サイクリングって

いうのは、なかなかできませんが、私たち

は、一歩外に出れば、山が見えます。足利

市は、雇用が少ないのが 大の難点なので、

若者がどんどん減ってしまうのかなとは思

うんですが、いつでもサイクリングに出か

けられる、初心者でも 1 時間あれば登れる

両崖山がある、それから、どこの家もそう

だと思うんですけど、庭で必ず緑を見なが

らバーベキューすることができる。私たち

にとっては 高のローケーションなのかな

と思います。そんな、「大好きな足利」で暮

す、私たちアラサーなりの目線で、今日は

お話させていただきます。どうぞお付き合

いくださいませ。 
 

２．プロフィール 

では、私のプロフィールを初めに紹介さ

せていただきます。生まれも育ちも、足利

市です。現在 28 歳になります。大学を機

に上京し、卒業後は、スクリーンにあるよ

うに、大手化粧品会社、健康食品の企業で、

広報および PR を 6 年間、兼務しておりま

した。広報、PR とは、広くメディアに向

けて、企業としての計画、方針、実施活動、

新商品などを、外に知らせることです。有

名どころでいうと、ライブドアの乙部さん

でしょうかね。そのなかで、私の担当を申

し上げますと、すごく長くなってしまうん

ですけれども、まず、プレスリリース、メ

ディア向けの広報資料を作成したり、記者

発表にて、企業の方針を発表すること、ま

たは、新商品がメディアに取り上げられる

ように働きかける、営業活動ですね、とは

いってもすごい派手なことではなくて、直

接テレビ局さんだったり、雑誌の編集部さ

んに、商品を持っていって、これを取り上

げてくださいって頼むのが、私の仕事でし

た。イメージは華やかなんですけれども、

地味にパソコンの前で、ああでもないこう

でもないと言いながら、メディアが食いつ

くようなキャッチーなキーワードをまとめ

て、書類に書き写すという日々ですね。た

だ、万が一、不祥事が起こったり、メディ

アに取沙汰されるようなアクシデントが起

こった場合は、記者の対応を、企業代表と

して対応する、とてもデリケートなポジシ

ョンでもありました。 
それに加えまして、当時、300 種類を超

える化粧品、200 種類を超える健康食品、

サプリメントですね、それに、医薬品、ペ

ット事業、インナーウェア、下着です、そ

れからアパレル、衣類ですね、それからエ

ステサロン事業、ホテル事業に至るまで、

幅広い分野の PR を行ってまいりました。

もう、入社してから 6 年間、寝ても覚めて

も美容漬けの日々です。世に出てる雑誌の、

端から端まで目を通して、流行を追いかけ

て、次なる流行を想像する日々です。特に

雑誌は、3 ヵ月前進行なので、今の時期で

あったら、今日は 7 月 13 日なので、12 月

号を予測して、その流行りを追いかけて、

提案をしなければいけません。そうやって、

流行りを追いかけ続けてるんですけれども、

日に日に薬事法がどんどん厳しくなってる

ので、その薬事法には、追いかけられる日々

でした。そんな毎日から、去年、脱出し、

足利に戻ってくることができました。いざ
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辞めてからの私といいますと、3 年前から

続けている、自転車雑誌のモデルをフリー

で続けながら、ライフスタイルアドバイザ

ーや、イベントなどの企画、MC としての

活動を、家事の合間に行っております。こ

ちらに出ている画面が、日本タレント名鑑

の、公式プロフィールです。画面は、

YAHOO さんから引用させていただいたも

のです。ライフスタイルアドバイザー、イ

ベント企画、MC としての私と、それから

サイクリストモデルとしての私、この 2 つ

の視点からこれからお話させていただきま

す。 
 

３．ライフスタイルアドバイザーとして 

まず、ライフスタイルアドバイザー、イ

ベント企画、MC としての私の活動を、本

日、自転車が中心ですので、簡単にご紹介

させていただきます。このライフスタイル

アドバイザーとしての活動につきましては、

前職で得た広報や美容のノウハウを生かし

て、私が知る限りの知識を提供しようとい

うものです。まずはライフスタイルアドバ

イザーですね。美容についてアドバイスを

することで、女性を元気にしようという試

みで、昨年実施いたしました。それが、糸

井望の「美肌塾」です。 
これは今、目の前にいる、今をときめく、

「THE COMPANY INC.」さん、カンパニ

ー編集部のお 2 人がいらっしゃいますが、

このカンパニーさんのプロデュースで行わ

せていただいたものです。 
この企画は、女性が持つお悩みについて、

私が、講義をするというものではなくて、

美容サークル、座談会とお考えいただけれ

ばと思います。女性は、きれいになると、

とても元気になりますよね。たとえば、男

性でも、鼻の頭におできができてしまった

りとか、なかなか髪型が決まらない、寝癖

がすごいひどくなってしまったときとかは、

とても憂鬱な 1 日になると思います。 
それとは逆に、新しいスーツ、新しいシ

ャツで仕事に出かける日は、とても気分が

晴れていたりはしませんか？子どもには、

新しいノートを買い与えると、急に勉強の

やる気を出して、きれいな字でノートをま

とめたりとか、それとおんなじなんですよ

ね。肌のコンディションが良くて、お化粧

ののりがいい日、白髪だったり伸びきった

髪の毛を、きれいに美容院で整えた日、「痩

せたんじゃない？」とか、「その洋服似合う

ね」と褒められた日、そんな日の女性は元

気いっぱいなんです。ですので、男性の皆

さんはぜひ、今日から女性の小さな変化を、

見逃さずに（笑）、小さなところを褒めてい

ただけると、皆さんや皆さんのまわりの人

にも、女性が元気で優しくなって、皆さん

幸せになれるかなと思っています。女性の

美容の悩みについては、もちろん人それぞ

れ違います。毛穴が気になる人とか、しわ

が気になる人、乾燥が気になる人、脂性肌、

悩みは人それぞれ。たとえば、何万円もす

る高級クリームってあるんですよ。クリー

ム 1 つ 8 万円するものを、実はこっそり買

って、女性は使っていたりするんですけれ

ども、そういうのをちびちび使っていても、

合わない人には全然合わないんですね。で

も、とてもチープな化粧品を使っていたと

しても、化粧品 1 つで、見違えるほど効果

を発揮したりするんです。昨年行った美肌

塾では、実際どんなことをやったかといい

ますと、スキンケアのデモンストレーショ

ンを交えながら、参加した全員のお客様の

お悩みに答えさせていただきました。前回

のテーマは、基礎化粧ですね。スキンケア

について、開催させていただきました。た
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とえば、どんな化粧品を使っても、かさか

さしているとか、くすんで見える、あとは

メイク落としのあとには洗顔が必ず必要か、

それぞれ質問に 1 つ 1 つ答えるのが、私の

会です。今日、こんなにお集まり頂けると

私は思っていなかったので、ぜひ興味のあ

る方はやっていただければと思うのですけ

れども、今からコットンと化粧水をお回し

します。男性の方には、特にやってみても

らいたいんですね。これを使ってみてくだ

さい。 
（一同、笑う） 
糸井講師 

はい、今ご説明します。 
Ａ氏 

値段は高いのかな。 
糸井講師 

はい。 
司会 

ご指名ですから、まず第一にお試しを。 
糸井講師 

はい、じゃあ。ちょっと時間がかかって

しまい、お手数なんですけど、これ(コット

ンと化粧水 )を回していただくことは可能

ですか？ 
この化粧水をふくませたコットンを、実

際に、片手にずーっと、叩きつけていただ

きたいんですね。ぺたぺた、と。 
肌、1 ヵ所にずーっと叩いていると、コ

ットンがちょっとケバになってくるので、

ケバになったら全部水分が入った証拠です。

それまでずーっと叩き続けてください。そ

のときに、ずーっと叩き続けたあとに手を

見ると、ちょっと、遠くだと見にくいと思

うんですけれども、ワントーン必ず肌が明

るくなってるんです。肌が「くすむ」って

いうのは、乾燥しているからなんですよね。

肌を明るくしたいと思ったら、化粧水で、

簡単に明るくすることもできます。こうい

った基礎の基礎を話すのが、私の美肌塾で

した。 
変な話かもしれないですけど、私これ毎

回話すんですが、たとえば、年配の方が、

海で亡くなったとして、水死体があがって

きますよね。テレビカメラの前で話す話題

じゃないんですけれども。水死体があがっ

てくると、水分をぱんぱんに吸って、しわ

も伸びてしまって、実際に年齢がわからな

いんですよね。要するに、人間、若くなり

たかったら、水分をたくさん肌に入れれば

いい。水分が十分入れば、しわも伸びるし、

肌もきれいになるし、明るくなれると。は

い。すごく簡単なことです。なので、皆さ

ん肌きれいになりたかったら、ずうっと水

を吹きかけてれば、単純に、きれいになれ

ます。ただ、お仕事もあるでしょうから、

そんなわけにいかないですよね。ですので、

保湿成分の入った化粧水ですとか、クリー

ムですとか、そういったものを使っていた

だければと思います。 
このように自分のお肌に合った化粧水を、

たっぷりしみこませてあげれば、肌はちゃ

んと答えてくれる、これを皆さんに実感し

ていただけるといいなと思う会を行わせて

いただきました。もちろん、化粧品のほか

にも、サプリメントの組み合わせ等のご質

問もいただきます。サプリメントは、医薬

品ではなくて、食品のくくりになっていま

すので、過剰摂取を行った場合、悪影響の

症例が多々あるのも事実ですね。 近では、

ダイエットに効果的だといってテレビで取

り上げられた、白インゲン豆のニュースが

あったのを、覚えていらっしゃいますか？

過剰摂取をして、体調、健康被害が問題と

なったものなんですけれども、皆さんメデ

ィアによって左右されがちですので、とき
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には医師に相談し、サプリメントは正しく

摂取することをお勧めしています。ただ、

相談できる場所っていうと、医療機関だっ

たり、あとは、エステサロン、化粧品店、

それからドラッグストアなど、相談はでき

たとしても、買わなきゃいけないとか、エ

ステ受けなきゃいけないな、っていうのが

心に皆さんあると思うんですね。ただ相談

だけをするところは、なかなかないのが現

実です。  
そこで、前回の美肌塾は非営利にて行わ

せていただいたので、多くの賛同をいただ

くことができました。正しい洗顔方法、フ

ァンデーションの塗りかた、まゆの描きか

た、口紅の見かた、日焼け止めの塗りかた、

私にお答えできることがあれば、何でもお

答えいたします。この「美肌塾」ではちょ

っとないんですけれども、このような美容

相談会を、次回は伊勢崎の結婚式場にて、

9 月に開催をさせていただく予定になって

います。また、 近では、うるしばらクリ

ニックさん主催の美肌レーザー治療体験会

の、企画運営および MC をやらせていただ

きました。ゲストトークに、足利出身であ

り、雑誌、「美 STORY」にて、国民的美魔

女ファイナリストとなった坂村かおるさん

にお越しいただいて、会場を盛り上げてい

ただきました。このイベントは、医療なら

ではの美容方法を実際に体験できており、

お客様にも大変好評なイベントとなりまし

た。こうした女性が元気になるイベントが、

どんどん増えていくといいなと思っており

ます。もしまた、ご縁がありましたら、足

利でもやらせていただきたいなと考えてい

ます。 
 

４．サイクリストとして 

さて、いよいよメインの、サイクリスト

としての活動をお話しさせていただきます。

今お話しさせていただいた、ライフスタイ

ルアドバイザーとしての活動というのは、

比較的、市内の方々に向けて。というのが

多かったんですけれども、この、サイクリ

ストとしての活動は、どちらかというと、

市外の人に、足利を PR するというのが中

心です。 
今日ちょっと、私の掲載されている雑誌

を実際にお持ちさせていただいたので、こ

れから何冊か回します。ご覧ください。ま

ず 1 つが、2010 年の 7 月号ですね。こち

らで、足利市を特集していただきましたの

で、こちらの誌面と、あと、近郊である渡

良瀬渓谷を特集した号、それから、まだ発

売になってないんですけれども、明後日で

すね、発売になる 新号で、別冊付録をや

らせていただいているので、回させていた

だきます。こちらをご覧いただきながら、

お聞きいただければと思います。掲載ペー

ジは、必ず付箋をつけてあります。これを

1 枚ずつ取っていただいて、回していただ

いていいですか。 
今、自転車によるまちづくりは、大変注

目を浴びています。自転車は、地球温暖化

の原因である CO2 などの排出物を一切出

さない、クリーンな乗り物ですよね。ただ

クリーンなだけではなくて、2 キロから 5
キロぐらいの程度であれば、自動車よりも

短時間で移動できるなど、移動手段として

は優れた特性を持っています。また、自転

車に乗ることは、健康づくりにも役立ちま

す。小回りが利いて、気軽に足を止めるこ

とができて、人と人、人と自然との交流が

活発にできる乗り物です。こうした自転車

の様々なメリットは、環境問題に代表され

る諸問題をかかえる現代の都市に、人間ら

しい、いきいきとした生活をもたらせてく
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れると思っております。 
今、スローライフと呼ばれるライフスタ

イルが注目されていますよね。環境に負担

をかけずに、自分のペースで移動できる自

転車は、まさに、そのスローライフといえ

るのではないでしょうか。私はずっと、こ

の足利で、スローライフを送ることを夢見

ておりまして、今、その生活を送ることが

できて、とても幸せを感じています。です

ので、この観点から、私は、自転車のメリ

ットを生かすことのできるまちづくりを模

索しています。 
ちょっと調べてみました。画像がないん

ですけれども、自転車のまちづくりへの取

り組みっていうのが、地球環境問題への関

心の高まりを受けて、まずヨーロッパから

始まりました。車の利用を抑制し、自転車

の活用を活性化させることを目的とした計

画が、オランダやドイツをはじめとする多

くの国で立案され、実現されつつあります。

日本でも、1997 年、地球温暖化防止京都会

議以降、自転車によるまちづくりへの注目

が高まっています。ヨーロッパに比べると、

まだまだその働きっていうのは小さいんで

すけれども、国土交通省の支援などに後押

しされながら、全国で少しずつ、自転車の

まちづくりが推進されつつあります。 
自転車を生かすことのできるまちづくり

には、いくつかのポイントがあります。1
つは、交通手段として自転車の役割が明確

であること。もう 1 つは、自転車が安全に

走ることができる、自転車空間、車線です

ね、が設置されていること。もう 1 つは、

自転車利用者の利便性や楽しさに配慮した

サービスや工夫があることです。これは、

うまくいけば足利も含まれますよね。足利

の通りは、しっかりと自転車道が設置され

ていますし、渡良瀬サイクリングロードも

あります。こちらのまちづくりを実践して

いる先進都市を探してみましたところ、ま

ず海外では、ドイツのアムステルダム、世

界を代表する自転車の街です。アムステル

ダムについては、このあと少し詳しくお話

しさせていただきます。 
続いては、ドイツのミュンスターですね。

こちらは、大規模な自転車ステーションの

ある都市です。日本国内ですと、自転車を

生かしたまちづくりに力を入れているとこ

ろが、国土交通省の自転車施策と、日本の

自転車先進都市の取り組みが注目されてい

る、大阪府吹田市です。吹田市では、商店

街とか、企業とか、NPO、自治会、行政で

創造する、町に緑とふれあいを、という言

葉をスローガンに掲げられた江坂エスコタ

ウン。江坂エスコタウン再生社会実験に力

を入れています。続いて、もう 1 つの都市

が、新潟県になります。新潟県の佐渡市で

は、電気自転車、電気自転車によるサイク

リングで小木観光エリアの活性化を図って

います。 
それから、皆さん、バイコロジーという

言葉をご存知でしょうか？バイコロジーと

いう言葉をご存知の方って、いらっしゃい

ますか？バイコロジーというのはバイク、

自転車ですね、と、エコロジー、生態学の

合成語で、1971 年にアメリカで提唱された

市民運動になります。自動車を利用するこ

とによって、大気汚染、公害を防止しよう

という内容だったんですけれども、過激な

環境運動に発展してしまったので、開始後

数年で消滅してしまった運動になります。

日本では、その運動が行われた翌年、1972
年に、自転車を安全かつ快適に利用できる

環境を作ろうというテーマを掲げまして、

自転車関係団体をはじめとする、21 の公益

団体が、バイコロジーを進める会を設立し
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ています。自転車を活用して環境づくりを

進めることで、自然豊かで、人間味の溢れ

る社会の構築を図ることが、バイコロジー

運動なんだそうです。 
この辺ですと、宇都宮が、自転車による

まちづくりに、大変力を入れてますよね。

ちょっと写真のご用意ができなかったんで

すけれども、JR 宇都宮駅西口に、自転車

利用者の利便性向上のためのモデル施設と

なる、宮サイクルステーションが設置され

ています。こちらはどういったものかと言

いますと、サイクリスト、自転車乗る人の

ために、シャワーですとか、トイレを貸し

ていただけたりですとか、あとは、休憩ス

ペースを提供したり、ロードバイクのレン

タルを行っているような施設になります。

利用者のニーズの把握や、施設に求められ

る機能性などを明らかにするとともに、よ

り快適な自転車を利用できる環境を創り出

す事業として始められました。ちなみに宇

都宮では、宇都宮ブリッツェンというプロ

レーシングチームがあるのをご存知の方っ

ていらしゃいますか？結構、足利でもポス

ターが、自転車屋などにポスターが貼られ

ているところがあるんですけれども、その

ブリッツェンがすごく人気なんです。なの

で、自転車によるまちおこしの後押しにも

なっているようですね。この、ちなみにこ

の雑誌の表紙が、宇都宮ブリッツェンだっ

たときに、各本屋さんに 100 冊ずつ本を置

いたら、即日完売になったというくらい、

宇都宮では、ブリッツェンが人気です。 
自転車を利用して通勤する、ツーキニス

トって呼ばれてる人たちが、都内だとよく

いるんですけれども（もちろん、足利にも

いるかと思うんですが）、そのツーキニスト

にとっては、サイクルステーションていう

のは、すごく便利で、なくてはならないと

ころになってますね。横浜から都内への通

勤を自転車でする方なども、結構いらっし

ゃるので、そういった方は、着く前に汗び

っしょりになってしまうので、サイクルス

テーションを利用するといったわけです。

もし、このような施設が、足利市にもでき

るのであれば、ツーキニストの利用という

よりも、ツーリングに適した町になるんじ

ゃないかな、と。ツーリングに行くのに便

利だといって注目されると思います。 
さて、ちょっと、話を戻しますが、自転

車でまちおこしをしている町にアムステル

ダムがあると、先ほど、お話させていただ

きました。オランダですね。オランダ、ア

ムステルダムはレンガ造りの家やゴシック

様式の教会、それから、スクリーンの写真

に出てるように運河にまたがる、跳ね橋だ

ったり、メガネ橋など、昔ながらの風景に、

斬新なパブリックアートや、モダン建築と

いった、今が違和感なく溶け込んでいる町

です。街灯 1 つとってみても、ちょっと、

写真では見えないですけども、ガス灯を彷

彿とさせる伝統的なものから、近代的なと

ころまで、スタイルは様々です。アムステ

ルダムはパリほど古くないけれども、ちょ

っとニューヨークよりは新しくない、モダ

ンな古都といったところでしょうか。古い

ものを大切にするヨーロッパの伝統的風土

と、一方で、貿易や移民の受け入れによっ

て培われた、オランダ特有の良い寛容さを

持ってますね。保守と前衛とでも言いまし

ょうか。この 2 つの共存が、アムステルダ

ムの土台となっています。 
ただ、町に暮らしている人も、気さくで

シンプルな生活を行っています。裕福な生

活というよりは、もっと、なんというか、

質素な生活を行っています。晴れた日には、

ハンモックで日光浴。交通手段は、雨の日
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も自転車。これ、ちょっと私たち日本人に

とっては、理解しにくいところなんですけ

ど、外国の方ってよく、雨が、ちょっと雨

が降ったくらいでは、傘を全然ささないん

ですよね。髪型が崩れちゃうんじゃないか、

メイクが落ちちゃうんじゃないかとか、心

配ですけれども、彼らは雨の日も自転車を

利用します。軒先ですとかベランダにはお

花を飾って、カフェでは、ワイングラスを

片手に、友人と何時間も何時間も語る日々

です。すごく羨ましい日々ですね。家の前

の運河や、広場や、公園で思い思いの余暇

を楽しんでいる人が大勢いることを知ると、

アムステルダムが首都であることを、忘れ

てしまいそうになります。まあ、アムステ

ルダムは都でもないですし、ダウンタウン

という感じもしないので、一言で言うなら、

なんかポップな農村みたいな感じでしょう

かね。はい。 
このポップな農村のライフスタイルを

もよく表しているのが、私は、自転車じゃ

ないのかなと、思っています。アムステル

ダムでは、通勤通学、レジャーにスポーツ

と様々な用途で、自転車が、町のなかを行

き交っています。国土は狭いオランダなん

ですけれども、実は総人口 1600 万人に対

して、自転車の総数が 1800 万台と、国民 1
人当たりの自転車保有率は、世界一を誇っ

てるんです。なので、「私の自転車は、ママ

チャリ」というだけじゃなくて、通勤はマ

マチャリだけど、レジャーに行くときはク

ロスバイクに乗っていますよと、1 人 2 台

以上持っている人も、すごく多いんですね。 
標高の高いなだらかな都市という地理的

条件もありまして、昔から自転車は人々の

重要な、移動ですとか運搬の手段として用

いられてきました。アムステルダムで一番

多く見られるのが、ダッチバイクと呼ばれ

るオランダ製の自転車になります。頑丈な

ボディに、伝統的な黒色の装飾、ペダルは、

ブレーキをかけるときは、手でブレーキを

かけるんじゃなくて、ペダルを、逆回転さ

せて止める、フットブレーキが特徴的です。

その重厚でクラシカルなデザインが、下町

の風景と、とてもよく似合います。また、

ユニークさを、アムステルダムの方たちは

好むらしいので、さらにオリジナルのペイ

ントや装飾を施したりとか、お手製の、奇

抜なデザインをお披露目しながらサイクリ

ングをしたりと、まさに自由奔放な雰囲気

です。また幼いころから、自転車に、みん

な馴染んでいるので、自分たちで自転車の

修理をする腕前が、すごく良いらしいんで

すね。なので、しっかり手入れをし、自転

車を何十年も使い続けるそうです。年季の

入った自転車は、また町の風景に華を添え

るのかなと、私は思っています。この町の

自転車は、きっと、人々の足というよりも、

家族のような存在なのかもしれないですね。 
私の求めている、足利のまちづくりってい

うのは、このアムステルダムのような暮らし

にあります。歴史と自然が融合したこの足利

で、スローな時間、スローライフを過ごす、

この日々の素晴らしさを、もっともっと、外

の人にも知っていただきたくて、去年、専属

モデルをやっている「BICYCLE21」で足

利市を特集させていただきました。この撮

影は、去年の 6 月に撮影をしました。皆様

もう雑誌は行き渡りましたでしょうか？ス

クリーンにて、撮影した写真は、何枚かお

出ししますので、そちらをご覧いただけれ

ばと思います。  
この特集のスタートは、JR 山前駅です。

私の実家の 寄の駅となります。その山前

駅から小俣へと向かい、松田ダムを見下ろ

しながら名草に抜けます。そこから、足利
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の町を散策し、渡良瀬サイクリングロード

へ向かうというコースを、撮影させていた

だきました。実は私は、自転車と出会って

初めて、この名草小俣線というのを知った

んですね、小俣から名草に抜けられる道を、

私は全然知らなかったんですけれども、ま

さか、小俣から名草のセミナーハウスまで、

山を越えて行けるなんて、思っていません

でした。この、名草小俣線というのは、私

は、足利のなかで 1､2 を争うサイクリング

コースだと思っています。その、名草小俣

線を使うことで、足利を円のように、周遊

する楽しみができますよね。足利の町のな

かから、ほんの数十分、自転車で走っただ

けで、大自然のなかに溶け込むことができ

ます。 
今、私が乗っているのが、ロードレーサ

ーといわれるタイプの自転車なんですけれ

ども、ものすごく、軽い自転車って言った

ら分かり易いんでしょうかね。競輪のよう

に短距離集中で、力を込めて漕ぐ自転車じ

ゃなくて、長距離走るので、重心自体、も

のすごく軽いです。私が片手で持ってみて

も、楽々持てるほどです。たとえば、スー

パーで人が前から来たときに、それを避け

ようと持ち上げるとあまりに軽々と持ち上

がってしまうので、ものすごくびっくりさ

れます。怪力なのかなといった目で見られ

るほど、軽い自転車です。そしてすごく軽

くて、巾の細い高圧のタイヤを履いていま

す。高圧のタイヤを履いていることで、と

ても軽やかに走行することができます。ち

なみに、急ブレーキをかけた時、たとえば、

猫が飛び出してきて急ブレーキをかけた時

は、あまりの軽さで後ろのタイヤが上がっ

てしまって、前に、つんのめってしまうよ

うな、そのぐらい軽いので、初心者にはあ

まり向いている自転車ではないのかなとも

考えられますが、慣れてしまえば、町のな

かでも、私はこれで、ビュンビュン走って

います。 
この軽々走れる自転車で、小俣名草の山

道を、ずっと長い時間、上がって行くんで

すけれども、それは本当に自分との闘いで

すね。これを乗り越ると、下り坂になるん

ですけれども、その時は、お風呂上りに、

すごい汗をかいたとき、エアコンが入った

部屋で、扇風機の風に思い切り当たって、

「ワアッ」て涼んだぐらい気持ちが良くて、

本当に涼しいんです。 
ちょっと、話を戻させていただきます。

そのサイクリングについてくるのが、雄大

な景色になります。ダムを見下ろして緑の

トンネルを抜けると、タイムスリップした

ように、こう、名草の田んぼ道に出ます。

車で走るのとは全然違う爽快感と達成感に

満たされます。それに小さいところにも、

目に行きますね。都内では、全然見ること

ができなかったんですけれども、春にはつ

くしの群生が見れたりとか、白鷺が見えた

りとか、夏になっても、鶯の声が聞こえて

たりとか。それから、田んぼの脇道を、風

を切って走っていると、まるで自分が風に

なったように、こう、稲を揺らしているよ

うな気分にさえなります。この気分を味わ

えない人がいるならば、本当にもったいな

いなと（笑）、私は思っています。むしろ、

足利でいる醍醐味はこれなんじゃないかと

（もしかしたら、勘違いかもしれないんで

すけれども）、思っています。 
ちなみにこの画面に出ているのが、足利

市外の人に、このサイクリングのルートを

PR するのであれば、このルートがいいな

というところ、オレンジで記してあります。

足利市外も走りますが、足利から小俣に向

かいまして、松田、名草を通るルートから、
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鹿沼方向に向かって、川崎から、また足利

に戻って来るルート。こちらが、大体 50
キロちょっとあります。ツーリングを趣味

とされている方には、本当にいい道です。

途中で、お蕎麦を食べる楽しみというのも

あります。この日の撮影は初夏で、新緑が

美しくて、ツーリングがより一層楽しい時

期でした。この日 1 日で、先ほどもお話し

したように、松田川ダム、渡良瀬サイクリ

ングロードで自然を満喫して、足利学校で

すとか大門通で歴史に触れて、ココファー

ムワイナリーで美味しいランチをいただく

というのが、特集のストーリーです。  
ただ、自転車ですので、お酒を飲んでし

まうと、飲酒運転になってしまいます。残

念ながら、ワインを紹介することができな

かったんですけれども、ココファームさん

のランチはとても美味しいので、サイクリ

ストにお勧めのツーリングランチスポット

として紹介させていただきました。ちなみ

に、写真ではデッキに自転車が写っている

んですけれども、こちらは本来であれば自

転車を持ち込むことができず、撮影のため

用にお願いして持ち込んだものですので、

自転車の真横で、楽しむことはできないと

いう点だけ、ちょっとご注意ください。 
住み慣れているにも関わらず、足利には

とても見所が多くて、道も走り易くて、ツ

ーリングするにはピッタリの町です。しか

も、この町は、渡良瀬川、利根川、江戸川

沿いに整備された、サイクリングロードで

1 本に繋がっているっていうのは、皆さん

ご存知でしょうか？そうです、都内のサイ

クリスト達は、葛西臨海公園、ディズニー

ランド、まあ、江戸川区辺りから、自転車

で足利まで来てしまえるんですね。スクリ

ーンにあるサイクリングロードマップ、こ

ちらちょっと見にくいんですけれども、こ

の自転車道は、日光から東京まで、一直線

に繋がっています。その道は、河川の両岸

を使いながら、ちょっと複雑に入り組んで

はいるんですけれども、サイクリングに慣

れた方でしたら、難なく来ていただけるよ

うなルートです。ただ、ちょっと初心者向

けには、少し看板が足りないのかなと思っ

ているので、今後、看板をもうちょっと、

見易いように付けていただければ、もっと

もっと都内からのお客さんていうのも増え

てくるんじゃないのかなと思います。実際

に都内のサイクリスト達からよく話を伺う

んですけれども、彼らは、「今日、足利まで

お蕎麦食べに行こうか」っていったような

軽いノリで、東京から足利まで出てきてし

まうんですね。足利市の通りに人が減って

しまったっていうのは、駐車場が少ないか

らなんじゃないのかなって思う、それが要

因の 1 つなんじゃないのかなと思うのは、

私だけでしょうかね。お間違いはないでし

ょうか？ただですね、こうして足利の町に、

この自転車を合わせてみると、そんな不安

要素っていうのは、取り除かれますよね。

決して、車が悪いと言ってるわけではない

んですけれども。ただ、自転車であれば狭

い路地でもスイスイ走れる。小さな駐輪場

さえあれば、十分ですし、むしろそこに味

があるのかなと、お思いにならないでしょ

うか？ 
もう 1 つ、回していただいた号で、渡良

瀬渓谷を特集させていただきました。わた

らせ渓谷鐵道沿いに、私の祖母の家があり

まして、私にとっては第 2 の故郷となって

います。この企画も私のお勧めのルートで、

撮影をお願いしました。まず、左側の写真

にあるように、輪行バックと呼ばれるバッ

クに自転車を入れて、わたらせ渓谷鐵道に

乗り込みます。ロードレーサーというタイ
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プの自転車は、簡単に車輪を外すことがで

きるので、こういったバックに入れて、ツ

ーリングに出かけることができます。足利

からでも、両毛線で、1 回の乗り換えで、

わたらせ渓谷鐵道に乗ることができますね。

ちなみに、この入れてる自転車の料金とい

うのは、バックに入れているので、ほとん

どの路線で無料となります。余談なんです

けれども、あまり馴染みがないかもしれま

せんがではサイクルトレインというのを実

施しています。自転車を先ほどのようなバ

ックに入れることなく、自転車のまま、そ

のまま、改札抜けていただいて、電車に乗

ることができます。自宅から駅まで、駅か

ら目的地まで、自転車でそのまま移動する

ことができるので、行動範囲が広がるので、

とても便利だなということで支持をされて

いるようです。私も 1 度乗ったことがある

んですけれども、自転車と電車を組み合わ

せることで、近郊へのお出かけっていうの

はいつも以上に満喫できるように思えます。

このサイクルトレインですね、 近ではテ

レビですとか、雑誌でも取り上げられてい

ることが非常に多くなってまいりました。

これに影響を受けて、もっともっとサイク

リングトレインが普及されていることを期

待しています。 
話は戻りますが、わたらせ渓谷鐵道での

ツーリングルート、ですね。まずあの、桐

生から神戸（ごうど）駅まで、わたらせ渓

谷鐵道で輪行。それから、神戸駅下車後、

自転車を出して組み立てて、草木湖一周し、

国道 122 号線を通って、花輪、水沼へと降

りて行きます。水沼温泉に入って再び、ま

た輪行で帰れるよというのが、企画のルー

トになります。輪行使うことの利点は、も

ちろん遠出をしてツーリングを楽しめる、

あとは、電車での旅を楽しめるといったと

ころですかね。また、走り終わったあとに

ビールが飲めるというのも、ポイントでし

ょうか。このときは水沼温泉に入り、汗を

流した後に一杯できるということで、ツー

リングの楽しみが 1 つ増えました。足利か

らは、ほんとにちょっとだけ足を延ばすだ

けなんですけれども、楽しみ方を少し変え

るだけで、いつもとは違う面白さに、出会

えるんじゃないかなと思います。 
これは距離を走るロードレーサータイプ

だけではなくて、折りたたみのミニベロと

呼ばれている、タイヤが小さくて車高が低

いタイプの自転車で旅を楽しむのもいいと

思いますし、親子でツーリングを楽しむの

もいいんじゃないのかな、と思います。電

車で移動した場合、都会ですと、降りたら

すぐタクシーがいるとか、バスがあるって

いうのはありますけれども、田舎に行けば

行くほど、そういった交通手段は無いのが

現実ですよね。ですので、自転車を上手く

利用しない手はないんじゃないのかなと思

っています。 
そろそろ 後になるんですけれども、私

が乗っている自転車、この真っ赤な自転車

をご紹介させていただきます。私の愛車は

エヴァディオのバッカスという名の、真っ

赤な、オリジナルの自転車です。タイヤま

で大好きな赤でコーディネートされていま

す。サイクルナビゲーターという、自転車

用のナビも搭載されているので、どこにで

も出かけることができます。ちなみに、私

のネームとロゴが塗装されていて、世界で

1 台だけの自転車です。このこだわりの自

転車が、私にとても自信を与えてくれます。

この表現が合っているのか、ちょっと分か

らないんですけれども、ヒーローになった

気分になるんですよね。よく戦隊物で、仮

面ライダーの乗り物がバイクだったり、バ
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ットマンにはバットマンカーがあったりし

ますけれども、そんな感じで、今や私には、

なくてはならない相棒になっています。す

ると私の周りの友人も、ジャイアントのク

ロスバイク買ったんだけど、とか、ビアン

キのロードを買ったから一緒にツーリング

行こうよ、といった友達がどんどん増えて

くるんですよね。誰かがそういうのに乗り

始めると、それに影響されて、どんどん、

どんどん増えてくる。これが流行っていう

ものなのかなと思うんですけれども、格好

いい自転車で、足利という古都を走る、と

ても優越感にひたることができます。 
私は、アメーバブログというブログをや

っているんですけれども、そのブログに、

よく「通りを、今日走ってたよね」とか、

「あの赤い自転車が目立つからすぐ分かる

よ」っていう、見ず知らずの方からのうれ

しいコメントをいただきます。これもただ

歩いているだけだからじゃなくて、目立つ

自転車、真っ赤な自転車に乗っているから

なのかなと思います。自転車は、ダイエッ

トにもなります。ガソリン代もかかりませ

ん。渋滞にもひっかかりません。ぜひ、格

好いいシティーバイク、クロスバイク、マ

ウンテンバイクに乗って、「自転車スタイル

が格好いい町、足利」を市民の皆さんと一

緒に作っていきたいなと私は考えています。

もちろん、ママチャリでもいいのかなと。

ちなみに私の母は、サーモンピンクのママ

チャリタイプの電動自転車に乗ってるんで

すけれども、そのサーモンピンク、とても

可愛いし、目立つのでいいんじゃないのか

なと思います。 
町自体を変えることっていうのは、すご

く難しいことだと思いますし、ただ、自転

車で生活することはそこまで難しいことじ

ゃないのかなと私は考えています。年齢を

重ねて、引退して、田舎で第二の人生を始

めるセカンドライフが、今、注目を集めて

いますよね。第二の人生を暮らせる分のお

金を、一生懸命、こう若いうちに働いて貯

めて、田舎に行ってのんびり生活をする。

ただ、足利でだったら、その中間、もっと

早い年齢からスローライフを楽しむことが

できるんじゃないのなと。歴史と自然が豊

かな町、足利。そこに、自転車で走りたい

足利、というキャッチコピーが加わること

ができるように、今後も、市外の人々にも、

PR を続けて行きたいと思っています。そ

して、ここにいる皆さんにも、もちろん、

お洒落に着替えていただいて、足利での素

敵な、幸せな自転車ライフを楽しんでいた

だければと思っています。以上で自転車と

足利市のまちづくりの話を終わらせていた

だきます。ありがとうございました。 
 

司会 

はい、どうもありがとうございました。 
糸井講師 

ありがとうございます。 
司会 

ただいまから質疑応答に入りますが、私

もコメントしていいですか。こうした講演

は、初めての経験でございまして、なんて

いうんでしょう、小難しいことを話すのが

学問かなというふうに思ってたんですが、

そうじゃなくて、今流にいうと「ユーザー

フレンドリー」といいますか、「自転車に乗

ったら楽しいよ」という話をこれだけ面白

くしていただけたっていうのは、すごいな

と思います。いかに私が、日ごろ、つまら

ない講義を学生にしていたかなっと反省す

る思いで言ったわけです。ですから、本当

に、まず、楽しく聞けたっていうことで、

重ねてお礼を申し上げます。 
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それから、きっと皆さん、いろんなご感

想があると思います。今、話題提供いただ

いたことを含めて、楽しく、あと残りの時

間を使って行きたいと思いますので。まず、

司会の特権で、1 つだけ、質問させてくだ

さい。どうして自転車始めたのでしょう

か？ 
糸井講師 

それが面白いきっかけだったのですけど、

私は自転車を始めようと思って始めたので

はなくて、始めなきゃいけなくて、始めた

んですね。まず、やるきっかけとなったの

は、私は広報という仕事をしてまして、売

り込みたい飲料水があったんです。その商

品を、この雑誌に載せたくて。スポーツ選

手にはぴったりの飲料水で、ぜひ載せてく

ださいと頼んだんです。そしたら、「じゃあ

モデルをやってくれますか？」と言われた

んです。「それが交換条件で、やってくれる

んだったら、広告で１ページ使ってもいい

ですよ」って言われるところから始まった

んですね。 
初めはもちろん、ロードレーサーなんて

乗れませんし、自転車には高校生以来、私

は乗っていなかったので、10 年ぶりに自転

車に乗ったときはとても怖かったです。し

かも以前まで私が乗っていたのはママチャ

リタイプ。本格的な自転車はサドルが高く

目線も違うので、なおさらでした。ただ、

格好いい自転車に乗って、何回か乗ってい

るうちに、もうそういう自転車しか乗りた

くなくなってしまうんですよね。 
それで、何度も何度も自転車の撮影を繰

り返しているときに、今私が乗っているメ

ーカーであるエヴァディオさんという会社

さんが、スポンサーについて下さり、私、

オリジナルの自転車を作っていただきまし

た。当時私は普通のシティーサイクルでよ

かったんですけれども、マウンテンバイク

とかから、「もっと本格的なの乗ったほうが

いいよ」ということで、ロードレーサータ

イプの自転車を、作っていただきました。

そこから私の自転車生活が始まりました。 
司会 

ありがとうございます。きっかけは、そ

ういうことで・・・ 
糸井講師 

はい。 
司会 

じゃあ、後はどうぞ、皆さん、ご自由に

挙手をいただけると助かります。 
Ｃ氏 

はい、よろしいですか？あの、先生の

初のほうの、自己紹介のところで、ライフ

スタイルアドバイザーということでご紹介

されたんですが、もう 1 つなんとかエムシ

ーとおっしゃった・・・枕詞があって・・・ 
糸井講師 

イベント企画とエム、シーです。 
Ｃ氏 

すいません、エム、シーって何の略です

か？ 
 

エム、シーは、あの、司会者です。司会

進行です。 
Ｃ氏 

メインキャスターとか、そういう意味か

しら？  
糸井講師 

マスターオブセレモニーです。 
Ｃ氏 

じゃあ、ここでいう、エムシーって、こ

れと同じ意味ですか？あの、幕張メッセで

なんかイベントの・・・・ 
糸井講師 

はい、かけあいのような形で、お話をさ
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せていただきました。その時は、元オリン

ピックのメダル選手の鈴木雷太さんという

方と一緒に、トークショーを、やらせてい

ただきました。司会進行もしていました。

ただ、台本読む司会者というより、もうち

ょっとかけ合いのような、座談会のような

エムシーをやらせていただきました。 
Ｃ氏 

台本がないから、いろんな人が質問して

くるから、進行は、大変ですよね。 
糸井講師 

はい。それもそうですし、台本があまり

決まっていないと、まあ、何言っても構わ

ないのでしょうけれども、ＮＧワードも分

からないんですよね。今日も、ちょっとそ

うですが、内容を考えるのが大変ですね。

もちろん、そこでもしっかり、私がその日、

足利から来たことと、足利での自転車ライ

フの良さをお話させていただきました。 
Ｃ氏 

スライドの地図が、名草小俣線っていう

地図が出ましたね、あれちょっと、見せて

いただけますか？  
糸井講師 

その一番上のところですね、松田川ダム

のところ、ここになります。小俣から、こ

う名草に抜けていくルートです。私、ここ

があるっていうのを全然知らなかったんで

すよね、今まで。 
Ｃ氏 

それで、このオレンジ色のところのルー

トが足利で、一番、お勧めのサイクリング

ロードっておっしゃったんですけれども、

東のほうは、もう佐野市なんですね。 
糸井講師 

自転車をやられている方には、お勧めで

す。実際にロードを走る人は、やっぱり 50
キロ、60 キロ走りたいって思うので、足利

市内ではすこし短いのでプラスさせていた

だいてます。 
Ｃ氏 

このルートっていうのは、先ほど、山を

とか、トンネルを抜けるとかおっしゃった

けど、登り坂もあるんですか？ 
糸井講師 

登り坂がほとんどです。 
Ｃ氏 

そうすると、普通のたとえばママチャリ

みたいに変速のない、変速ギアのないのは

難しいですか。 
糸井講師 

クロスバイクですとか、ああ、ただママ

チャリでも電動自転車であれば大丈夫かも

しれません。まあ途中で電気切れちゃうと

思うんですけども。50 キロ走るとちょっと

さすがにもたないのかなと。途中で休憩所

でもあって充電できれば、問題ないですが

なかなか難しいですね。サイクリングをし

たいっていうか、ロードレーサーに乗って

東京辺りから来る人たちにはお勧めのルー

トです。ほとんど山です。みんな山を走り

たいんですよね。 
結局ツールド八ヶ岳、八ヶ岳を開通する春

一番に走るレースなど、それにむけて練習す

るには、やっぱり雪が積もってるところで

はできないんですね。この辺は比較的雪が

降らないですし、アップダウンがわりと激

しい道が多いので、サイクリストたちには、

ほんとにぴったりのルートなんですよ。あ

まりにも軽斜面で、一般の方たちが通るよ

うなルートですと、逆にサイクリストたち

は面白くないので、足を運ぶことはないと

思うんですけれども、足利にはそのアップ

ダウンがちょうどいい道が多くあります。 
Ｃ氏 

自転車で行く場合、基本的なことをお尋
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ねするんですけども、道の右側を走るのか、

左側を走るのか、どちらかですか？ 
糸井講師 

自転車は車道を走ります。道路交通法で

いうと軽車両だから、車と同じく飲酒運転

もだめですし、一時停止もちゃんと守らな

ければいけないんです。 
Ｃ氏 

この道は道幅は何メーターぐらいなんで

すか？およそでいいんですけど。 
糸井講師 

狭いところもあると思うんですけど、こ

の会場の前の道と同じぐらいはあると思い

ます。 
Ｃ氏 

そうすると 4 輪の乗用車がすれ違いする

ことは可能な道幅なんですか？ 
糸井講師 

大丈夫です。 
Ｃ氏 

そうすると自転車で走ってて、自動車が

なんか来たときに、危険とかさ、危ないと

かはないんですか？ 
糸井講師 

町よりもないと思います。 
Ｃ氏 

交通事故なんてあまりないでしょう。 
糸井講師 

そうですね。自転車では少ないと思いま

す。バイクで飛ばして行ってカーブを曲が

り切れなかったとか、そういった事故はあ

るんでしょうけれども、自転車で登り道そ

んなにスピードでないですし、下りになる

と逆に見通しがよくて、危ないということ

はないと思いますね。私は、小俣から名草

に抜けるルートをお勧めしてるので、名草

の田んぼ道に入るんですよね。 
Ｃ氏 

こっちの佐野の東のほうからコースが始

まると登り坂で、苦労するということなん

ですか？ 
糸井講師 

逆につまらないじゃないんですか。むし

ろ下り坂が多い道になっちゃうんで、サイ

クリストたちはこう、長く細く自分を苦し

める、なんていうでしょう、マゾっ気があ

る人たちが多いので、苦しまないところに

は行かないんですよね。自分を苦しめるか

らこそ、うまくなっていくものですので。」 
Ｈ氏 

走るために、体鍛えないといけないだろ

うと思うんですが。どれぐらい普段練習を

やられてるんですか？ 
糸井講師 

そうですね。 近走ったりですとか、ダ

ンベルで運動していたりですとか、CM の

アセロラ体操一緒に踊ってたりですとか、

ずっとずっと動いてるっていうのが多いで

すね。やっぱり足腰鍛えなきゃいけないの

で、欠かさずやってることは、歯磨くとき

でも、テレビを見ている時、ちょっとした

時でも、しこ踏んでます。それが一番下半

身が鍛えられるので、よくやってます。そ

うすることで、足に力が入るので、とくに

女性だと足のむくみの解消にもなりますね。

女優の小雪さんが必ずやってるらしいんで

すけれども、歯磨くとき、顔洗うとき、ど

こか洗面台の前に必ず立ってるシチュエー

ションてありますよね。キッチンにいて、

ラーメン茹でてるの待ってるときですとか、

お湯が沸くの待ってるときの間に、ずっと

しこを踏み続けます。簡単なトレーニング

ですけれども、それだけは欠かさずにやっ

ています。」 
Ｂ氏 

想像するとちょっとくらっとする・・・ 
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（一同、笑い） 
糸井講師 

決して美しくはないんですし。他人にあ

んまり見せたい格好でもないですよね。な

んですけれども、私にとっては下半身鍛え

るのには、すごくいい運動かなと思ってい

ます。走るのもいいんですけどね。 
司会 

はい。ありがとうございます。じゃあ、そ

の他の方どうぞ。次の質問に移りましょう。 
Ｃ氏 

すみません。この資料は、渡良瀬通信さ

んのいつのものですか？ 
糸井講師 

これは 2010 年の 11 月なので、ちょっと

わかり易かったので、コピーを取らせてい

ただきました。 
Ｃ氏 

それと、先ほどの説明のなかで、わたらせ

渓谷鐵道に自転車を畳んで袋に入れれば、無

料で乗っていけるという、お話だったんです。

ここの本の解説のなかで、こう自転車を畳ん

だ状態で写真がありますよね。ここでなんか

270 円払ったって書いてますけど。 
糸井講師 

今は無料です。調べてきました。自転車は、

無料で乗ることできる手荷物なんですよ。 
Ｊ氏 

自転車がね、携帯荷物の場合、手荷物 2
つある。手荷物は無料なの。 
Ｃ氏 

あっ、かばんと同じような扱いってこと

ですね。 
 

はい。そういうことです。なので、バッ

クに入れてしまえば、今はただで電車に乗

ることが、できます。恐らく今はどこも結

構無料で乗せてくれると思います。 

Ｃ氏 

そのわたらせ渓谷鐵道には、畳まないで

状態では有料になっちゃうわけね。 
糸井講師 

今は JR、両毛線もそうですし、東武線

も自転車のまま乗車するっていうことはで

きないので、必ず折り畳んで、袋に必ず入

れなければいけないんです。ただし、この

辺ですと、上毛電鉄がサイクルトレインっ

ていうのがあって、1 両目は全部自転車を

もう持ったまま、そのまま乗れますよとい

うところがあります。」 
Ｋ氏 

上電というのは、高校生が多いですね。

だから、上電の場合そのまま、そのまま、

学校にのみ自転車使っていい。 
Ｃ氏 

通学みたいに、自分の家から駅まで自転

車で行って、電車に乗って、電車降りてか

ら学校行くんで、そのとき通学で使うから、

自転車が上毛電鉄に乗れるよってこと。 
Ｌ氏 

ちょっといいですか？すみません。こう

ルートをたとえば、いろんな人に紹介した

いとか思うわけじゃないですか。でもたと

えば、河川敷のサイクリングロードは、い

ろんなとこで途切れてたりもするじゃない

ですか。たとえばこれをこう、広報してく

なかで、もうちょっとここんとこなんとか

してくれたら、もっと人が呼べるのになあ

っていう、そういったものを感じるところ

ってのは、ありますか。 
糸井講師 

たとえばじゃあ、「もう片方のサイクリン

グロードに統一して一本につなげちゃって

ください」って言っても難しいので、やっ

ぱり見やすい看板ですね。説明の看板。そ

れさえあれば、橋を渡るだけじゃないです
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か。今のままでも、行けると思うんですけ

れども、やっぱりその途切れた部分での説

明っていうのが少ないので、話の途中でも

ちょっとしたんですが、もっと市外の方に

もわかりやすく、ここが足利でどの場所な

のかを話すようなものもあれば良いですね。

恐らく市外の方は迷うでしょうから。見や

すいルート説明などもあると、いいじゃな

いかなと思いますね。 
Ｌ氏 

ちなみに足工大のさきは 悪ですよね。 
糸井講師 

そうですね。そこで途切れてしまいます。

なので、皆さん足利で止まるんですよ。で、 
足利を回るっていうのが一番ベストなので、

途中にお蕎麦屋さんだったり、釣り堀だっ

たりあるので、そういったところで食べた

りとか、あとは大門通でジェラート食べた

りとかして帰られるようですね。 
Ｌ氏 

じゃあ、ある程度看板があればそこいら

には補える？ 
糸井講師 

補えると思います。あとはやっぱり、そ

の看板が足利市内だけじゃなくて、もうち

ょっと近隣にあって、足利市まで行けるよ

うなルートが提示しているのであれば、み

んな「じゃあ足を進めてみよう」って思い

ますよね。足利市内だけだと外から来た人

にはわかりにくいので。市外にももちろん

日光につながるルートですとか、そういっ

たものの看板を、他県の方にもご協力いた

だいて統一して出したら、面白いんじゃな

いのかなと。サイクリングロードを走るの

にお金はかかりませんので、楽しい休日を

過ごすのにはいいんじゃないのかなと思い

ますね。 
Ｍ氏 

乗ってた自転車のタイヤはチュウブラン

ド？  
糸井講師 

チュウブランドです。 
Ｂ氏 

チュウブレスっていうことかな。 
Ｍ氏 

じゃないんです。チュウブラ、わからな

きゃいいです。まあるい球になってて、自

分で貼り付けないとだめなんです。すぐパ

ンクしちゃうから。 
糸井講師 

すぐパンクしますよね。はい。私まだそ

の技術が全然なくて、折り畳むぐらいしか

できないのでいつもホボさんなどにお世話

になっています。 
Ｃ氏 

渡良瀬川の近くでサイクリングロードと

か標識があって、あれ、館林のほうまで 
続いてますか。 
糸井講師 

東京まで続いてます。 
Ｏ氏 

イメージ的にロードの話が多かったんで

すけれども、ミニベロとかそういったほう

のが足利は雰囲気的に合うような気もする

んですが。 
糸井講師 

はい。そうですね。石畳が多いとロード

だとぼこぼこしてしまうので。 
Ｏ氏 

市内に関してはミニベロとかそういうも

のが、いいかなと思うんですが。 

比較的市内だけ乗り回すものですと、ミ

ニベロとかシティサイクルとか、一番いい

のは、ロードレーサーとマウンテンバイク

の間のクロスバイクとか、そしたら町も走
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れますし、山も走れますし、そういったも

のがいいのかもしれないですね。 
Ｏ氏 

ロードじゃない部分での、PR っていう

のはなんかありますか？ 
糸井講師 

狭い路地でもスイスイ走れるっていうと

ころでしょうかね。足利、駐車場ほんとに

少ないので、自転車だったら、駐車場のこ

とを考えずに店の前にポンと置けるという

ところが一番、足利に住んでる人にとって

はいいんじゃないのかなと思います。 
Ｂ氏 

なるほどね。確かに、芋羊羹買おうと思

っても、車置くとこないですもんね。 
糸井講師 

病院に行くときは自転車乗らないかもし

れないですけど、ちょっと病院に行くとき

に駐車場が 2 台分しかないことなどよくあ

りますよね？自転車であれば駐車場探さな

くても済みます。高校生ぐらいまではみん

な自転車で足利中どこまででも行きますよ

ね。ここから、協和中学校まで自転車とか、

普通に走ったと思うんですけれども、だん

だん高校卒業するとみんな自転車から自動

車に変わってしまって、全然自転車に乗ら

ない方って多いと思うんですよね。それを

ちょっと健康志向とエコも兼ねて、自転車

に乗りかえていただくと、足利の楽しみ方

っていうのも増えると思うのです。大型シ

ョッピングセンターに行くだけじゃなくて、

町のなかでも買い物することができますし、

良いかと思います。 
Ｐ氏 

ちなみにその赤いバイシクルはいくらぐ

らい、だいたい。 
糸井講師 

ええとですね。本体の価格自体は 20 万

ぐらいで買えると思います。ただ、私の自

転車はオリジナルの塗装などが施されてい

るので、金額自体はちょっと私はわからな

いところでしょうね。はい。 
Ｐ氏 

おしゃれですよね。 
糸井講師 

ただ、こういったロードバイクも 6 万、

7 万円代から買うことができますし、通常

のクロスバイクですと 1 万代から買えます。

なんで、多少切り替えがついていれば、ち

ょっとしたところに行くのでしたら十分な

のかなと。ただ、かっこいい自転車持って

ると、ほんとにモチベーションが上がるの

で、この機会にいい自転車を買っていただ

いて、たくさん乗り回していただく。せっ

かく買ったんだから乗らなきゃという思い

で、かっこいい自転車でおしゃれをして走

っていただくと、足利の町のなかも、かっ

こいいスタイルになるんじゃないのかなと

思っています。 
Ｑ氏 

逆に、乗って行って置いとくのが不安じ

ゃないですか？  
糸井講師 

はい、すごく不安です。サドル盗まれち

ゃうんじゃないのかなと、いくつ鍵をかけ

ても足りないので、ほんと何ヵ所も何ヵ所

も鍵をかけて出かけますね。 
Ｃ氏 

自転車本体を盗られるんじゃなくて、サ

ドルとか、パーツを盗られちゃうの。 
糸井講師 

パーツ、もうタイヤとかも外れちゃうの

で、タイヤも心配ですし。いろんな心配要

素は 
あるんですけれども、ただそれって、大型

ショッピングセンターとかスーパーマーケ
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ットに行くから心配なんですよね。自分の

自転車が見えないから心配なんです。足利

の小さな店舗に入ってるときは、自分の自

転車を見張ってることできるので、心配で

はないですね。 
司会  

自転車も 近はおしゃれじゃないと乗れ

ないんですね。今まで観光というと、フラ

ワーパークみたいに、どっちかっていうと、

高齢者向けというような感覚ですけど、非

常にマニアックな自転車をやる方をターゲ

ットにする場所もあるんだっていうのは、

足利の観光について新しい視点を提供して

いただいたような気がするんですが。足利

を紹介する立場でどうですか？そちらの雑

誌の編集としては。 
Ｄ氏 

はい。足利は先ほどからも話題にある通

り、車社会ですね。ただ、今日も自転車に

乗られてる方と、お話する機会があったん

ですけど、自転車だからこそ見える景色が

ある。あとは自転車だから入れた道があっ

て、そこに、「あっ、こんな駄菓子屋さんが

あったんだ」とか、そこに入ってみたそう

です。で、おばあさんとお話をしたとか、

自転車ならではの新しい発見っていうのが

できるというので、紹介する側の視点でも、

自転車が取り入れられるのかもしれないな

と、お話を伺って思ったんですけど。 
司会 

ありがとうございました。学生のなかで

も自転車に乗ってる人いる？みんな車な

の？ここの辺りがちょっと問題なのかもし

れないですね。 
Ａ氏 

足利の現状はですね、こういうサイクリ

ングで足利に来る人が、どの位いるのかっ

て云うことを把握できる体制があるんです

か？たとえば歩いて荷物背負って、来る人

たちがどのくらいいるかとかね。いろいろ

あるんだけれども、今後、自転車を PR し

て、増やしていくっていうふうに、これあ

る程度そういうものに、把握しとく必要が、

あるんじゃないのかなと。 
糸井講師 

そのために、サイクルステーションなど

があるとすごく便利だと思います。快適に

シャワーを浴びられるところなどがあれば、

すっきりして帰れますし、ちょっと自転車

を預かってくれるところっていうのも、今

の現状、駅の周りでしかないので、そうい

ったところも必要かもしれませんね。 
Ａ氏 

もう 1 つは、さっきも 初のお話にあっ

たけど、足利をアシキキと言ってね、足を

使う 1 つに、特徴あるスポーツというか、

なんかできないかっていうことで、自転車

をいろいろ議論してるんですけどね、たと

えば、いわゆる車のラリーとかね、マラソ

ンとかね、ツールドフランスとかっていう

そういう競技ですね。競技としての自転車、

そういうことをいろいろ考えたほうが、い

いかもしれない。今のお話はどっちかって

いうと、ホビーというか、楽しみとしての

サイクリング。で、もちろん町中の自転車

もあるんですけど、足利で競技としてのそ

ういうものは、可能性は、どうでしょう。 
糸井講師 

あると思いますよ。 
Ａ氏 

ありますかね。もちろん、道路の状況と

かね、いろいろあるんでしょうけども。 
糸井講師 

はい。十分あると思います。で、トレー

ニングをするルートも揃っておりますし、

今、実際に各自転車屋さんなどでチームを
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持っていて、それでコースを決めて走って

たりするんですよね。で、県外ですけれど

も、県外の試合にみんなで出るとか。そう

いったサークルのようなチームのようなも

のを、皆さん持っていて走っていたりする

ので、競技をやることは問題ないはずです。 
Ａ氏 

ということは、たとえば VAN-NOOGA
が企画して、そういうイベントを起こそう

というようなことを、考えてみたときに可

能性は。 
糸井講師 

あると思います。足利で本格的な自転車

に乗ってるよっていう人も、ものすごい多

いです。 
Ａ氏 

なんかそういうクラブみたいなものは。 
糸井講師 

はい。ありますね。チーム自体はあります。 
Ａ氏 

糸井さんはそういうクラブ、持ってる

とか。  
糸井講師 

いや、私、そんなことはないです。私は

1 人で走ってるので、なんかさみしい子み

たいですけれども。1 人で気が向いたとき

に、ほんとに髪の毛を乾かすだけのために

自転車に乗ったりします。シャワー浴びて、

夕方ちょっと日が陰ってきた時、「涼しくな

ってきたな、髪の毛乾かしに行こう！」っ

ていう感じで、風で髪の毛乾かしに行った

りします。そのぐらいの感覚で、むしろサ

イクリングができるっていうのが足利のい

いところで、そこまで構えてみんなと集ま

って、いざどこかに出かけていこうってい

う考えでは私はそんなにないですね。 
Ａ氏 

なんとも、 初に言ったように、足利の

人らしいなと思うのは、一緒になって群れ

てやらないっていうこと。付和雷同しない。

俺は俺っていうのが、やっぱりあるのかな

っていう気もしないでもないような。 
糸井講師 

あとはやっぱり私ぐらいの女の子で、そ

んなに本格的な自転車に乗ってるっていう

子に私はまだ出会ってないんです。なので、

もっともっと私ぐらいの若い世代の女性に

も、男性はいるんですけど、女性はなかな

かいないので、女性にも簡単に自転車って

乗れるんだっていうこと、自転車乗ったら

楽しいっていうことをわかっていただきた

いなと。やっぱり今の女性、紫外線が気に

なるから外に出ないとか、日傘さして歩い

てる子が多いので、私のようにこんなに真

っ黒に日焼けをして、自転車に乗ってるっ

て子は少ないので、もうちょっと仲間を見

つけられたらなとは思います。 
Ｂ氏 

競技するとなると、可能性はあるってい

うんですけど、道路管理者あたりが反対す

るんじゃないですかね。 
糸井講師 

なので、やられてる方たちはやっぱりボ

ランティアを集めたり、関係の友人に頼ん

だりして、道がわからなくなってしまった

りもするので、そのスポット、スポットに

人を立たせて、ツーリングのそのイベント

っていうのを個人的にやられてるようです

ね。 
Ｓ氏 

イベントのときは、その自転車道路を使

って、そういうね、関係者全部立っていま

す。そこで全部、交通整理をしながら、や

ってます。 
Ａ氏 

尊氏マラソンで相当苦労してますもんね。
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マラソンですらあれだから、自転車では相

当苦労するだろうね、やるとしたら。 
糸井講師 

はい。1 日やっぱりそういった道を使う

っていうのは、もちろん、走っているより

ももっと事故などは多い、出てくるはずな

ので。 
Ａ氏 

外国の事例を見てると、ほんと正気の

沙汰じゃないなんて思うぐらいですよね。

すごい争いしてる。山道を。  
糸井講師 

そうですね。あと、「やったあ」って言っ

た勢いで転んじゃって、ゴールできなかっ

た方もいっぱいいらっしゃいます。自転車

ってちょっとそういうところがあるので。 
Ｃ氏 

自転車に乗ってて、歩いてる人をけがさ

せたりって、そういうための保険とか、あ

るいはこういう自転車そのものが 20 万ぐ

らいするから高いの、盗難保険とかそうい

うの、保険は加入されてるんですか？ 
糸井講師 

はい。入ってます。あとは、普通の車両

保険に、今 100 円とか 200 円出すと自転車

保険て付けられるので。「そういったものを

付けていただくと皆さん、こういった本格

的な自転車乗らずに、普通のミニベロでも

何でもいいんですけど、ママチャリでも、

乗ってるときに万が一車と接触して事故起

こしちゃったとか、今は、人にぶつかって

も、車両なので、接触事故として、何十万

円もお金を取られたりするんですよ。損害

賠償金ですね。ですのでしっかりと保険に

は入っておくべきだと思います。 
Ｔ氏 

今自転車で人とぶつかったりとかもある

と思うんですけど、自転車って標示で出さ

れてるところは歩道を走ってもいいですけ

ど、ほかの場所だと、車両ですから走っち

ゃダメですよね。歩道をママチャリとかと

同等で、そういう標識があるとこは歩道を

走っても大丈夫？  
糸井講師 

はい。歩道走って大丈夫です。自転車は

自転車道を走っても大丈夫です。ただし、

自転車のマークが書いてあるのは自転車道

のみで、ほかはどんなママチャリでもロー

ドレーサーでも車両を走るんです。左側の

普通の車道の、真ん中を走っているともち

ろん渋滞で迷惑がかかるので、左端を走り

ます。 
Ｔ氏 

よくその辺までってなんか、自分はちょ

っと前まで自転車バンバン乗り回してたん

ですけど、場所によってはそういう標識が

なくて、自転車でも、白線の内側でぎりぎ

りのところを走らなくちゃいけないとこが

あったりとか、歩道がちゃんとあって、そ

のなかに標識もあってとか、そういうのが

あって、結構整備が進んでないような感じ

もする。 
糸井講師 

そうですね。むしろ足利は整備が進んで

るほうだと思います。あのメイン通りに自

転車道があるというのは、通常都内では滅

多に見られないので、逆に足利は進んでい

る都市ですね。都内では、自転車で車をビ

ンビン追い越しながらも走っていきます。

自転車便の人たち、バイク便など都内に多

く利用されておりますが、その自転車便の

人たちなんてもう、渋滞の時などは車線の

ほんとど真ん中を、走り抜けていくんです

よ。ちなみに 大 40 キロから 50 キロぐら

い自転車ってスピードが出るので、ほぼ車

として考えていただくと良いですね。 
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Ｃ氏 

自転車も、夜間暗いところでも走る、照

明もついてるんですか？  
糸井講師 

はい。今すべての自転車に照明はつけな

いといけないんですよ。なので、この自転

車に自体にはついてないんですけれども、

取付用のライトがついているので、その取

付用の LED ライトをつけて走るようには

しています。今はあと、ベルもつけるよう

になっていますね。ちなみに、サイクルナ

ビゲーターを私は持ってるんですけれども、

今度新商品には、こういった自転車にはラ

イト付いていないので、サイクルナビゲー

ター自体にライトを付けて、2 つ付けなく

ても済むようなものを開発しているそうな

ので、自転車自体もどんどん便利になって

ますね。サイクルナビゲーター以外にも、

iPhone をつけられたり、iPad を自転車に

取り付けられるような器具も今はついてる

ので、マップを見て皆さん遠出をされてい

るようです。 
Ｂ氏 

私も気が付いたんですけど、足利って結

構、片側歩道の整備が進んでますよね。だ

から、都内に比べると、歩道が意外に広い

んですね。だから、そういうのってのは、

外から来るとぱっと気が付きますね。意外

に、決していいとは言ってないんですけど、

相対的にはよく歩道の整備されてるんじゃ

ないかなと。 
糸井講師 

電柱の地中化もやってますし、そういっ

た障害物もすごく少ないので、自転車では

ほんとうに走りやすい町になってます。 
司会 

足利市役所さん、ありがとうございます。

そろそろ時間も押してまいりました。じゃ

あ 後にどなたかひと言、もう 1 つぐらい

っていう質問がある方がいらっしゃれば。 
Ｃ氏 

今日の話と違うと思いますが、広報の仕

事されていたという話ありました。広報の

仕事って、どんな点がご苦労があったんで

しょうか？  
糸井講師 

間違ったことを言ってはいけないという

点でしょうか。テレビカメラの生中継でう

っかりっていうのは絶対に許されないとい

うところでしょうか。取り返しもつかない

ですし、電話取材もそうなんですけど、「ご

めんなさい」とひと言、言っただけで、「あ

あ、非を認めましたね」って、なってしま

うので、絶対に謝らないけど謝ってる姿勢

を見せなきゃいけないとか、そういったこ

とを考えたり文字にしたりするのは大変で

した。万が一、「ちょっとこれはお答えしに

くいので」って言ってしまったら、「答えら

れない」と書かれて終わってしまうんです

よ。そうすると、対応が悪いとか、「企業側

としてどうなんだ」って言われかねないで

すから。後々問いただされることになって

しまうので、言葉づかいっていうのが、私

は特につい口が滑ってしまうタイプなので、

一番気をつけていました。 
司会 

はい。じゃあ、ちょうど時間になりました。

じゃあ、 後にですね。締めは、やはり、北

川副会長にひと言、お願いしましょう。 
北川副会長 

本日は私ども、ちょっと、意外と思うよ

うなお話を伺った。初めに足利のいいとこ

ろはどう思いますか？というご質問だった

んですけども、私も、まあ、中年になって

から足利に来たんで、親類縁者、友人はみ

んな東京ですね。で、足利へ、私のとこへ
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遊びに来ると、「足利っていいとこだな」っ

て、必ず言うんですね。ただ、両毛線を降

りて、橋を渡って山を見ながら、ちょうど

私は鑁阿寺のそばなんですが、鑁阿寺のほ

うへ皆さん来るんですけど、みんなそう言

うんです。それで聞いてみると、「静かで、

落ち着いていて、品がある。そういう町は

もう東京の近辺にない。町なかにひどい看

板がいっぱいある。しかし、足利にはそう

いうものは少ないし、非常にいいとこだ」

ってそう言われるんですけれども、そう言

われるような内容の町になっていない、と

いうことが非常に残念だ。 
 それで、自然に非常に恵まれているんだ

から、その自然を生かした形でもう少し町

並みをなんとかしようと思っていたんです

けれども、なかなか難しい。そうなってく

ると、そういうことは抜きにして、自然を

愛するような形で、このお話を伺ったよう

な、そういうサイクリング、お話を伺った

コースは私どもが近寄れないような、自動

車では時々行くんですけれども、そちらで

行っても結構きつい坂で、そしてカーブが

多い、道の細いとこがあるっていうような

ところで、確かにあそこを自転車で登り切

ったら、どんな爽快感があるんだろうなと

いう、上にはダムもあるし、1 つのそうい

う宣伝っていいますか、市役所も、そうい

うほうにも 1 つ、力を込めていただいて、

足利市のために、ぜひ力を注いでいただき

たいと思います。私ども VANーNOOGA、

微力ながら何か考えていきたいと思います。

どうも本日はありがとうございました。」 
糸井講師 

ありがとうございました。 

見事に締めていただきました。ありがと

うございました。じゃあ 後にもう 1 回、

糸井さんに拍手でもって、今日のこのお礼

申し上げたいと思います。どうもありがと

うございました。 
（拍手） 
糸井講師 

ありがとうございました。 
司会 

ありがとうございました。じゃあ、本日

の講演会をこれで、終わらせていただきま

す。 
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自転車と足利の町づくり

主な経歴

東京MXテレビにて、商品PR

雑誌社からの取材対応

日本タレント名鑑公式プロフィール

The COMPANY,Incプロデュース 美肌塾 うるしばらクリニック美肌トリートメント治療体験会

BICYCLE 21
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松田ダムへ向かう

ココファーム・ワイナリーにて
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渡良瀬サイクリングロードにて

輪行へ

渡良瀬渓谷を走る

鑁阿寺前にて
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「「「「両毛地域両毛地域両毛地域両毛地域のののの都市都市都市都市のののの財政財政財政財政」」」」    
                     
 

 
司会 

こんばんは。足工大と VAN-NOOGA の

23 年度公開講座、今回が 終回となります。

実は、昨日、警察官がいっぱい、そこのス

ーパーマーケット「フレッセイ」のとこに

100 人ぐらい来てたんです。爆破予告が出

たんです。これは単なる、いたずらなんで

すけど。ということで、いろいろ困ってる

ことが、日本にいっぱいあるようですけど、

今日は、何もなくて無事に開催できました。 
では、中川会長、一言、開会のご挨拶、

お願いします。 
中川会長  

皆さん、こんばんは。VAN-NOOGA の会

長をしております、中川でございます。公

開講座ということで、今日は、宇都宮共和

大学の和田先生にお願いしております。先

生とは、栃木県の公共事業評価委員会で、

ずいぶんお付き合いをいただきました。県

の事務方は大変だったと思います。先生の

厳しいご指摘がいろいろありまして。 
足利工大との共催の本講座にぜひ、お願

いしてはどうかということで、今日、お出

でいただくことになりました。ありがとう

ございます。台風もそれたようで雨に降ら

れなくてよかったと思います。 
さて、正直言って、国もそうですけども、

地方自治体も、ものすごく財政的には厳し

い。これは、学生の皆さん方が、社会人に

なって結婚して、子供を持った時代が一番

苦しくなるんじゃないかというくらいの、

大変な状況になりつつあるのではないかと

思います。我々も少しは、いろいろ軽減し

なきゃいけないっていうこともあります。

それも含めて、両毛地域の、特に大事なこ

とを、いろいろ教えていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 
司会 

それでは、進め方だけ、ちょっと先に申

し上げておきますが、1 時間程度、和田先

生から、お話いただいて、残り 30 分、デ

ィスカッションという形で進めてまいりた

いと思います。講演会の成果として、あと

で講演録を作りますが、まずは、ご自由に

発言していただいて、固有名詞等支障があ

る場合は載せませんので、安心して発言い

ただいて結構だと思います。和田先生、よ

ろしくお願いいたします。 
和田講師 

１．はじめに 

皆様、こんにちは。宇都宮共和大学の和

田でございます。 
今日は、財政とは何かということからお話

していきたいと思っています。というのは、

我々財政の専門家が使っている「財政」と

いう言葉の意味と一般の方の理解している

「財政」の意味では大きな隔たりができて

きているような気がいたします。まずは、

ここから話をしていかなければ、正しい理

解にはつながらないと思います。皆さんに

は、お手元に 2 種類というか、3 種類の資

料をご用意させていただいております。1
つは、レジュメのほうの、両毛地域の都市

の財政というのと、それから、もう 1 つは、

 宇都宮共和大学シテイライフ学部 
教授 和田佐英子 
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両毛地域だけではなくて、人口規模も 15
万～16 万程度でかつ全国有数の財政富裕

団体である千葉県の U 市財政分析の指標

と、それから、足利の広報のほうから、足

利市の家計簿からというプリントを、お手

元にございますでしょうか？ちょっと、そ

のあたりから、お話をさせていただきたい

と思っております。 
 
２．財政とは何か 

「皆さんは、財政というとどういうことだ

と理解されているでしょうか。財政という

のは、一言で言うと「政府の経済活動」の

ことです。この政府の経済活動は、私たち

の民間の経済活動、つまり、市場メカニズ

ムが機能する、企業や家計の経済活動とは

基本的な行動パターンが違います。日本国

の国民総生産 GDP や国民総支出 GDE は、

約 5 百兆円ぐらいといわれています。その

うちの 4 分の 1 が政府部門で、残りの 4 分

の 3 が民間部門、つまり、家計や企業が担

っています。我々の日常生活では民間の経

済活動と政府の経済活動の違いを意識しな

いで考えがちでありますが、財政をしっか

り理解するためには、大変重要なことです。 
①①①①量出制入量出制入量出制入量出制入とととと量入制出量入制出量入制出量入制出        
政府と民間とでは、基本的な行動原理、パ

ターン、「公準」といったほうがいいでしょ

うか？これが大きく異なります。皆さんは、

日常生活の中でどのような行動パターンを

とっているでしょうか。私たち、民間の経

済活動は、基本的に「量入制出」つまり、

「入るを量って出ずるを制す。」というパタ

ーンで行動しているといわれています。た

とえば月に親からの仕送りとバイト代、奨

学金含めて 10 万円の収入しかない学生さ

んは、その 10 万円という限られた予算の

なかで、家賃は、どれぐらい払えるのかな？

食費にいくら使えるのか？ほかの生活費は、

どれぐらいかかるのかな？ちょっとした娯

楽にいくら使えるのか、っていうふうに、

必ず入るほう、入るを量って、そして、出

るほうを、どういうふうに使えるかを考え

るでしょう。収入が 10 万円しかなくても、

車が大好きな人であるならば、ほかの生活

費を削ってでも、車の経費はケチらないで

しょう。食べることが大好きな人は、食費

に重点を置いて他のものはできるだけ我慢

するでしょう。10 万円だったら何もできな

いから、まあ、それはそれでしょうがない

じゃないか、というふうに考える人もいる

かもしれない。でも、我々の経済活動とい

うのは、基本的には、入るほう、つまり自

分の収入がいくらあって、それを前提にそ

の限られた予算のなかで、どう生活するか

を考える。これが、我々の普通の民間の行

動パターンです。 
ところが、政府というのは、基本的に収

入を前提に行動しているわけではありませ

ん。政府の公準は、「量出制入」、つまり、

「出るほうを量って、入るほうを制する」

です。国民が今いったい何に困って、国民

のために政府は何をしなければならないの

か、そのためにどれだけのお金を使わなき

ゃいけないかということを考えます。つま

り政府の支出を量ってから、その分に合わ

せて収入を決めていく。政府の支出がこれ

だけ必要だから、皆さんからその分を税金

や借金という形でお金を集める。国という

のは徴税権を持っていまから、国は、国家

権力を背景にして、我々から強制的に税金

を取ることができるのです。我々は、国家

のなかに所属しているのですから、納税す

る義務を負っているのです。政府というの

は、出るほうがいったいいくらなのか、国

民のために政府が使う必要のあるお金がい
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くらなのかをこれをまず考えます。そのう

えで、その支出額、政府の場合ですから歳

出額を確保するために、収入をどうするの

か、税金をどれだけ取るのか、つまり出る

額を考えてから入るをどう確保するのかっ

ていうふうに考える、これが政府の基本的

な行動原理です。 
②②②②財政民主主義財政民主主義財政民主主義財政民主主義     

もうひとつポイントのなることは、政府

の支出のことをあえて「歳出」とよび、政

府の収入のことを「歳入」と呼ぶことに注

意しましょう。歳入歳出の歳はみればわか

るように、「とし」ですよね。一年間、予算

の場合の一年間は、一会計年度という言い

方をします。日本の場合ですと、４月１日

から翌年の３月３１日ということになりま

す。その一年間という期間を区切り、その

期間の中で、政府の経済活動、つまり、財

政を予算によってコントロールする財政民

主主義のもとに、政府の経済活動が行われ

ているのです。政府の経済活動、つまり、

財政というのは、我々国民が国会の場で議

決した予算を通じて行われます。私たちの

民間の経済活動のように、市場メカニズム

を通じて価格や数量が自動的に調整される

わけではありません。あくまで我々の意思

を反映した政治過程を経て決められた予算

を通じて、様々な財やサービスが政府から

供給されているわけです。ここでまず皆様

の頭の隅においてほしいのは、政府の行動

パターンと、企業や我々の家計といった民

間の行動パターンっていうのは、違うんだ

ということです。 
③③③③政府政府政府政府のののの果果果果たすべきたすべきたすべきたすべき役割役割役割役割     

さて、ここからは経済学の話であります。

政府の経済活動、こういうように、我々か

ら強制的に取る、税金を取って、そして、

我々のために、いろいろな形で、財やサー

ビスを供給してくれる、これが政府である、

その政府の活動を金銭的側面からみたもの、

金銭の流れ、金銭タームに直すのが財政で

あるというふうに、一般の人も理解してお

く必要があると思います。現実は、現在の

政府の抱えている財政赤字が余りにひどい

ので、政府の公準を民間と同じように量出

制入ではなく、量入制出と理解しているケ

ースが非常に多くなっていますが、基本の

考え方はあくまで、量出制入です。 
いろいろな形で、我々国民のために、い

ろいろなものを供給してくれる政府。なぜ、

あえて政府が介入しなければ、いけないの

か。政府が我々から強制的に税金を取って、

そして、我々のために、いろいろなものを

作らなきゃいけないのか。道路を作ったり、

橋を作ったりするようなことも、そうでし

ょうし、国防であったり、外交であったり、

これ、民間の企業に任せていてだれかがや

ってくれることでありません。社会のため

には必要なんだけれども、我々の通常の生

活、経済活動では出てこないもの、供給さ

れないものは、政治過程を通じて我々が選

挙で選んだ代表者が予算を決めて、その予

算を通じて政府が供給していく。我々の負

担についても我々が選んだ代表者が決定す

る。そういう仕組みが政府の経済活動であ

る財政の根幹の部分になるのです。 
企業のほうはどうかっていうと、これは、

経済学のほうでは常識になるわけですけれ

ども、市場メカニズムというものが機能し

ている。市場メカニズムを通じて、価格が

安くなれば、欲しい人が増えて売れるし、

数量が増えれば値段・価格は下がるし。ア

ダム・スミスの教えるところによれば、神

の見えざるところによって、社会の一番望

ましいところで、一番望ましい均衡価格と

均衡数量で決まるんだよ。だから、企業は
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営利を追求しようとしたら、市場のことを

考えて、まあ、できるだけ安く、そして、

一番売れるようなところで売ることを考え

るし、我々は、欲しいと思う価格のところ

で、欲しいと思う量だけ買うことを考える。

おのおのが合理的に行動すれば、この一番

望ましいところで均衡するというのが、市

場メカニズムの基本中の基本です。 
でも、考えてみてください。例えば国防

であったり、外交であったり、道路を作っ

たり、橋作ったり、社会全体からみると必

要なものですよね。でも国防が必要だから

といって、我々は主体的に・自発的に私は

○十万円税金を納めたい、どうしても納め

たいという人がいるでしょうか、もしそう

いう人がいたとしてもそれは、本当に少数

の奇特な人です。自分から進んで負担しよ

うとはしない、だって自分が負担しなくて

その恩恵はみんな同じように受けられるの

ですから。道路はもちろん通行料を払う道

路もありますけれども、大部分の道路は無

料で利用できますよね。誰かが勝手に作っ

てくれて無料で使えるもの、それに対して、

自ら進んで負担をしようとするのでしょう

か。フリーライダーただ乗りが許されるわ

けです。当然多くの人がフリーライダーに

なりたがります。ダムを建設するのは何十

年かの歳月と一千億円単位の建設費が必要

になります。建設する担当者の人はもちろ

ん大変でしょうし、ダムの予定地の方は生

活基盤の根幹が変わることになります。そ

の一方で、我々のような一般の人にはダム

建設の功罪について取りたてて議論しない

限りは、その負担を感じることなく、ダム

から得られた水を水不足に悩むという不安

にさいなまれることなく、いつも自由に飲

むことできますし、農業用水も確保されて、

サラリーマンをやりながら、ゴールデンウ

ィークに第 2 種兼業農家が一斉に田植えが

できる。こういう便益を当たり前のように

得ています。でも、日頃はその負担もその

便益も直接意識することはない。我々国民

は、ダムの建設費がこんなにかかるぞと言

われればいらないといい、洪水になったり、

水不足になると政府はけしからんという、

これが普通の人間です。社会全体から見て

必要であっても供給されないもの、これが

存在するので、政府が我々から税金を取っ

て、その税金を元にして、このような社会

が必要としている公共サービスや行政サー

ビスを供給する。専門用語でいうと市場の

失敗を是正するのも政府の主たる機能、つ

まり財政の活動ということになります。政

府というのは、我々民間の企業行動より、

もっとより高い次元で考え行動しなければ

ならない主体のわけです｡我々の日常生活

では民間の経済活動と政府の経済活動の違

いを意識しないで考えがちでありますが、

財政をしっかり理解するためには、大変重

要なことです。 
 
３．財政理解の混乱 

①①①①効率性効率性効率性効率性のののの追求追求追求追求     
ところが、昨今の議論っていうのは、政

府と民間企業が同等に扱われてしまうよう

になってきました。行政の審議会や懇談会

に出席しますと、民間の方からの行政への

批判として、そんなことをしていたら、普

通の企業だったらとっくに倒産してるよ。

なんで、そんな無駄なことをするんだとい

うような議論が出てまいります。これは、

一面では真実で、一面では誤っています。

というのは、行政がやるというのは非効率

であって無駄であっても、やらなければな

らないからやる、これが政府の仕事です。

たとえば、健康で文化的な 低限度の生活
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を国民に保障しなければいけない。これに

は、誰も異論はないと思います。でも、実

際に健康で文化的な 低限度の生活を保障

する生活保護の現場では、必要なのは確か

だけれど、でもな？？という事態に直面し

ます。病気で働けない、障害や高齢によっ

て働けないという生活保護の想定していた

ところであればまだしも、まだ働けるのに

働く気力がなくなって生活が困窮してしま

ったもの。そんな甘えた生き方を許してい

いのかという意見をいう方もいらっしゃい

ます。やはり個別にみると問題のある方も

いらっしゃるかもしれません。だけれども、

そこの対象になる人たち、生活保護を受け

たり、そういう生活に困っているような状

況というのは、やはり、何らかの形で非効

率、普通の状況ではないような状況の人に

なっている人たち、たとえば、病気で働く

ことができなくなっている人たち、そうい

うような人たちがいったん生活保護を受け

て、そして、もう 1 回社会に戻ってくる。

そのときに、政府がいろいろな形で応援を

する。その場合は、効率性で考えたとした

ら、これはやっぱり全く非効率なものです。

でもその人が社会復帰をすることっていう

のは、将来の社会全体にとっても大変素晴

らしいことであり、いったん社会から何か

の形で漏れた方たちが、社会に戻ってきて

活動するっていうことは、大変重要なこと

でありますけれども、それが効率的かって

いうと、やはり効率的ではないわけであり

ます。そのことをやっていくのも、これも、

政府の仕事でありますし、それを否定され

る方はいないはずです。政府の仕事は、「効

率性」だけでは図れない基準があることが、

おわかりいただけるかと思います。 
こうした混乱が起こった背景には、やは

り 1990 年代から民営化っていうものが世

界の潮流になってきて、そして小泉改革で、

官から民へ、国から地方へ、という形で民

営化することによって、経済を活性化しよ

う、それから、民営化することによって、

社会の効率を高めていこう、ということの

議論がなされたあたりから、特にこの傾向

が目立ってきました。確かに行政が無駄な

こともたくさんやっている。民間の人がや

ったら多くの無駄が省けるかもしれない。

民間の手法を用いたり、実際に民間にお願

いして、それをやってもらうことによって、

社会全体で効率的なシステムになった所も

たくさん見られたのも事実です。小泉改革

の趣旨であったわけですから、それが成功

するというのは社会にとって望ましいこと

です。しかし、その改革の手法というのは、

すべての分野で適応可能ではありません。

でも、それが非常に流行ってしまった。こ

ういうのは大変良くない言い方かもしれま

せんけれども、官から民へ、国から地方へ

ということをやれば、すべてうまくいくよ

うな錯覚に社会が陥ってしまった。本来、

官としてやらなければいけないことがある

にも関わらず、それを民に任せればすべて

うまくいく、何は政府が、民間がという区

別ができなくなってきてしまった。まあ、

そのあたりが非常に大きな問題になってい

ると思います。いろいろな形で日本社会に

大きなひずみを生んだこともあるかなとい

うふうに考えられるわけです。 
基本的に、 初も申し上げましたけれど

も、財政が考えている政府の経済活動、あ

るいは、行政がやっていることと、それか

ら企業や我々がやっていること、これは、

基本的には行動原理も違うし、それから、

価値とする基準も違う。行政は、行政サー

ビスを提供するにあたってはもちろん、皆

さんからいただいた税金でありますので、

－115－



それを適切に使用して、かつ、効率的に住

民の人たちの幸福を 大化するような、そ

ういうようなお金の使われ方をしなければ

いけないという一面もございます。 
それから、そこに書いてありますように、

効率性を行政に求めることが、ここ何十年

間ほど続いてきたわけでありますけれども、

もう 1 つ、行政が忘れてはいけないことが

あります。本来の行政の立場では、あまね

く広く公平に、すべての市民、すべての県

民、すべての国民に対して公平に、いろい

ろなサービスを提供しかなければなりませ

ん。国民のため、県民のため、市民のため

に、いろいろな行政サービスを提供してい

くという、効率性ともう一つの基準・公平

性という 2 つの判断基準が、本来求められ

ているのです。 
②②②②民間企業民間企業民間企業民間企業とととと政府政府政府政府のののの経済活動経済活動経済活動経済活動のののの違違違違いいいい     

一方では、企業っていうのは、効率性を

求めるというのは、営利を追求するもので

ありますから、営利を追求していく過程で

効率性をもっと追求していかなければいけ

ない。で、効率性を追求していけばいくほ

ど、企業はその利益を増やすことが可能に

なってまいります。もし、そのやり方が間

違っていたとしたら、企業はどういうこと

になるか。価格シグナルという言い方をい

たしますけれども、企業は、もし、我々消

費者に対する方向性が間違っていたり、消

費者の望むものを供給できなくなったら、

やっぱり売れなくなります。売れなくなる

んで、企業収益が落ちる、下手をすると倒

産するといったシグナルを受信できるので

す。企業は、自分たちがやっていることは

違うんだな、この方向ではやってはいけな

いんだなっていうことを知るのです。企業

にはこうした市場メカニズムを通じたシグ

ナルがありますので、必ずそのメッセージ

を受けることができるわけです。 
ところが、行政というところは、こうし

たシグナルを得ることが極めて困難です。

効率性は大事だよね。行政に効率を求めて、

非効率なものはどんどんやめてしまいまし

ょう。無駄なものはやめてしましましょう。

首長さんが次の選挙を怖がらなければ、住

民や議会が何をいうかということを気にし

ないですみます。いろんな事業をやめてし

まえば、実は簡単に財政の状況って良くな

るんですよね。だってやめれば、その事業

費は当然減りますもの。でも、無駄が多か

ったかもしれない、でもその政策目的が何

もなかったわけではありません。当該事業

がいくら非効率であったからといって、行

政がそれをやめてしまえば、事業をやらな

ければならないその背景となった問題が再

度表面化するのは必至です。事業をやめる

ことは、行政にとっては財政問題を解決す

ることに貢献しますが、当初抱えていた地

域的課題が再度別の形ででてきます。行政

がやらないのであれば、別の主体が解決す

るか、問題をそのままにして住民が困った

まんまでいるかそのどちらかです。何をや

るか、どこまでやるか、政府の様々なサー

ビスには、価格シグナルが働かないので、

私たちがそのことを忘れて、財政健全化だ

けにまい進することは、実は大変怖いこと

なのです。 
財政という政府の経済活動の本質は、一

般の人が理解している財政＝政府の懐具合

というような単純なものではないことを私

たちはよく理解しておかなければならない

のです。 
企業が、一般の方たちが考えるように、

企業が求める効率性の追求っていうのを行

政の世界で同じことをやってしまうと、行

政という組織は小さな政府になって効率的
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になったかもしれない。けれども、実は市

民が大変困っている。実は、行政が本来や

らなきゃいけない仕事をやってないとか。

そういうような状況になりかねない懸念が

非常にある、ということであります。 
その具体例として、財政状況が大変良く

て、首長さんも大変優秀で、市役所の方も

大変努力して、一般的な指標をみると 優

秀の部類に入る地方公共団体、でも、行政

の本来の一番やらなければならないことを

やっていなかったが故に、住民が大変な思

いをした千葉県の U 市を例にして、地方公

共団体の本来やらなければならないことと

一般的行政改革＝経費削減という問題を考

えていきたいと思います。 
 

４．Ｕ市の事例 

①①①①UUUU 市市市市のののの状況状況状況状況        
御手許に、市町村財政比較分析表という

のを、お配りしているかと思います。そち

らをご覧ください。この表は、それぞれの

市町村の財政力をどう客観的に評価するか、

総務省のほうで、こういうような形で整理

してくれております。まんなかの円グラフ、

これは、特に注目すべきいろいろな指標を

挙げてそれぞれの市がどのような状態かと

いうことを一目でわかるようにしてくれて

います。同じくらいの人口規模で、似たよ

うな産業構造といった類似の性質を持った

地域と比較して、当該地域の市が、どうい

うような位置付けになっているのかってい

うものを表したものです。足利市と、それ

から佐野市、それから太田市があると思い

ます。たとえば、佐野市の場合、佐野は人

口 12 万という都市でありますけれども、

財政力も、将来負担の状況も、財政構造の

弾力性も、人件費も、給与水準も、定員管

理の状況も、公費負担の状況も、類似する

団体と似たような状況にあるというのがこ

の図からわかっていただけると思います。

いろいろな努力はされているんでしょうが、

類似の団体に比較すると平均的状況かな？

というのが読み取れるわけです。足利市の

場合ですと、人件費が他よりかかっている、

平均給与が他より高いのかもしれません。

これをどう読めばいいか考えれば、足利市

の特徴がわかるわけです。千葉県 U 市の場

合はどうかと言いますと、 初の将来負担

の状況、これが、もう、全く出てまいりま

せん。ほかの人件費、物件費の状況等を見

てもわかりますが、類似の団体とは全然違

った、大変良好な状況です。まず見ていた

だきたいのは、財政力指数 1.63。これはど

ういう数字かというと、個々の地方公共団

体の財政力を表し、この数字が大きければ

大きいほど財政的に豊かであることを意味

しています。1 を基準にし、１より大きけ

れば国から交付金はもらえないけれど、１

より小さければ一定の基準をもとに国から

地方公共団体にお金が交付されます。この

仕組みによって全国どこに住んでいても一

定の行政サービスを受けるだけの財源が全

国どこの地方公共団体にも保障されている

のです。このＵ市の場合、財政力 1.63。全

国で第 3 位ぐらいの、非常に財政力のある

地域でありまして、かつ、この地域は全国

でも平均年齢が 35.7 歳で大変若い。若い人

が多いということは、元気で行政のお世話

にならなければならない人が少ないという

ことを意味します。行政にとってはお金が

かからない、ということであります。高齢

者と違って、医療、介護とか、高齢者福祉

といったいろいろな行政サービスを必要と

しないということです。このＵ市っていう

のは、ご承知の方も多いかと思いますけれ

ども、全国的に有名な遊園地のあるところ
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であります。そこから税金がたくさん入っ

てくる。それから、大手ディベロッパーや、

UR が開発してマンションが立ち並んでい

たり、あるいは比較的高級住宅街もありま

す。ということは、ハード面からのまちづ

くりについては、ＵＲや民間の力によって

ある程度整備されてきた地域であるという

こと、東京駅から近いので地価が高い、賃

貸で借りるとしも家賃が高い、というと、

若い層といっても相対的に比較的所得の高

い層、あるいは、マンションを購入してい

る層というのであれば比較的安定した収入

を得ている層ということになります。安定

的な税収の確保、整備すべき社会資本整備

が既に終わっているといいことは、行政が

市民のために、自分たちの知恵でいろいろ

なチャレンジができるということです。事

実、Ｕ市では全国に先駆けて、いろいろな

先駆的な行政をやっているところでありま

す。私が付けたキャッチフレーズは、障害

児を持ったらＵ市に住もう。高齢になった

らＵ市に住もう。なぜかっていうと、本当

に手厚い福祉が行われているからです。た

とえば、障害児は、小学校、中学校までは

地元の近くの学校に、障害者のためのクラ

スを用意してくれていますけれども、高校

に入ると、全県に 1 校しかございません。

で、その全県に 1 校しかないところに、高

校に入ると、そのお子さんたちは通学する。

全県から集まるとなると 多くの場合、そ

こまで誰がつれてきて、つれて帰らなけれ

ばなければならないわけですから、ご家族

の負担は本当に重いのです。その子の将来

を支えながら、当然のことですが毎日仕事

もしなければならないわけですから。だか

ら、このＵ市の場合はバスを 1 台チャータ

ーいたしまして、隣町の市川市の障害児の

ための高校にまで毎日送り迎えするのです。

そして、Ｕ市がすごいのは、そのバスに毎

日 5 人の専門家を同乗させて送り迎えをす

るという点です。それぞれのお子さんは障

害児でありますので、障害の中身も程度も

それぞれ違います。身体障害、精神障害、

知的障害等々障害の中身は様々です。ちょ

っとした変化で大きなパニックを起こして

しまうお子さんもいるかもしれません。そ

れは障害の程度や内容等によるものですか

ら、それにはやはりそれに冷静に的確に応

えられる専門家でなければ対応に困ること

もでてきます。ですから、それぞれの専門

家を市で雇い、その人たちを同乗させるわ

けです。それから、「高齢者になったらＵ市

に住みたい」と私はいつも申しています。

というのは、高齢者になれば、どんなに元

気に見えてもいくつもの病気を抱えている

方は多いと思います。ひとつの病院に行く

のも大変ですが、総合病院にいっていくつ

もの科をたらい回しにされるのも本当に疲

れることでしょう。家族が付き添ってくれ

ればいいのですが、そういうことができる

家族がいるとは限りません。多くの高齢者

は病院に行くのが仕事になります。大病院

に行くと、一人で迷子になりかねません。

ですから、介護保険では、自宅からその病

院まで行くヘルパーさんのお金の面倒は見

てくれます。でも、大きい病院に行ったあ

と何時間も、1 人でよく分からない場所で、

お年寄りが診察する科を一人で複数回るの

は大変ですし、時間がかかります。ですか

ら、Ｕ市単独で、そこでヘルパーさんをつ

けてそれにお金を出す。ここまでＵ市はや

ってくれるのです。ということで、まあ、

至れり尽くせりの、できる範囲できめの細

かいところまで質の高い行政サービスを提

供しているわけであります。なので、先駆

的なことをやる、非常に工夫している、こ
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れは、本来大変評価されるべき団体である

と思われます。 
②②②②行政行政行政行政がやるべきこととがやるべきこととがやるべきこととがやるべきことと市民感情市民感情市民感情市民感情     

しかし、この市の市民は、行政が本来や

るべきことをやっていなかったがゆえに、

実は、今回の東日本大震災のとき、大変な

思いをいたしました。今回の震災で大変な

思いをしなかった自治体はないでしょうが、

ここでは震災の影響というより人災の要素

を大きかった、本来は防げるはずのことが

防げなかった。それがゆえに、市民は大変

な思いをした、ここに着目せざるをえませ

ん。何が大変だったかというと、このＵ市

っていうのはもともと漁村で、市の多くが

埋立地でありますので、液状化の被害が甚

大でした。まあ、これは 初からわかって

いたことです。あの辺りのマンションを買

うときには、契約書の中に一筆書かされる

そうです。何かの形で液状化等の被害があ

っても販売会社等には責任がないことを、

私は了解しています。と。みなさん、契約

書にサインされるんだということを地元に

お住まいの審議会委員の方がおっしゃって

いました。液状化することは想定内なんで

すよね。でも手を打っていなかった。きめ

が細かくて、優れた細かいいろんな行政は

やっていました。でも要のことはできてい

ない。通常の場合、なぜできていないかと

いうと普通の自治体の大方の理由は、お金

がないからという話になるわけですが、U
市は、その財源をしっかり積みたてていた。

それをキャッシュで帰るだけのお金を既に

しっかり積立てていた。何だと思いま

す？？それは新庁舎建設なんです。私はか

つてゼミの学生を、その市に連れて行って

ことがあります。学生たちが市庁舎を見た

ときの第一声、「ええっ、先生、話が違う、

全国有数の財政力を誇る市の市庁舎って、

こんなに古くて、こんなに小さいんです

か？？」でした。確かに古い。老朽化が進

んでいる。Ｕ市は、それだけの財政力があ

って、全国に冠たる行政サービスは提供し

ている。でも市庁舎がとっても古い。リー

マンショックの直後、市庁舎を立て直すチ

ャンスはあった。でも、それを政治決断す

る前に、リーマンショックが起きてしまっ

た。で、市長さんは、どういう判断をした

かというと、「こういうような景気状況だか

ら、これからどうなるか分からない、市民

に迷惑を掛けるかもしれないから、市庁舎

を建てることを延期」してしまった。市長

が決断さえすれば、その市庁舎は、すぐに、

それもキャッシュで買える状況であった。

お金の準備もされていた。リーマンショッ

ク直後の景気対策にもなったはずです。だ

けれども、その判断ができなかった。その

判断のもとにはやはり市民感情というもの

も無視できなかったはずです。こんなに不

景気なのに、なんでそんな箱モノを作る

の？こんな経済状況が悪いときに。そんな

箱ものを作って借金してどうする？という

のが現在の一般的な市民感情でしょ。翌年

選挙があったわけですが、市民意識はそう

変わったとはかんがえられません。U 市の

財政事情を市民は知らないから。自分の住

む市の状況をきちんと理解していない・理

解しようとしない選挙民がほとんどだから。

民意は重要、だからその民意を尊重した結

論を市長は出した。現実には、Ｕ市は借金

をしなくても市庁舎建設のために積み立て

た積立金があるので、借金をする必要はな

かった。現在の市民感情を大切にするのは

政治家として大事なことかもしれないけれ

ど、首長さんは現在の住民、将来の住民に

も責任を負っていることを絶対に忘れては

なりません。首長がやらなければならない
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ことは、市民に市の状況をしっかり説明す

ることであって、誤った理解に基づいた民

意をそのまま反映させることではありませ

ん。市庁舎が古い、名ばかりの防災センタ

ー、古い、狭い、使い勝手がわるい、これ

では、液状化が明らかに想定される地域に

おいては、市民の生命・財産を守れないか

もしれないことを十分に想定しておくこと

が も大事なことです。結果として今回、

震災があって、ほかの地域よりも大変な思

いをさせてしまったようです。ほかの地域

より住民のニーズに即応して先進的な行政

サービスをやり、国の基準に合わせて行政

改革にもまい進していた。でも、そのため

に、こうした危機的状況の時に、通常やら

なければならない当たり前のことができな

くなってしまった。県議会議員選挙もでき

ないような状況になってしまった。なぜ、

県議会議員選挙ができなかったか。 
③③③③県議会選挙県議会選挙県議会選挙県議会選挙ができなかったができなかったができなかったができなかった要因要因要因要因        

実は、先ほど申しました、Ｕ市は優秀で

かつ熱心な自治体ですから、行政改革も一

生懸命やるわけです。経費縮減・削減を一

生懸命やっていたようです。いろんな形で、

そうやって、きめの細かい行政にお金を回

さなきゃいけないから、いろんなことで削

減しなきゃいけない、という涙ぐましい努

力もいたしました。国の基準に合わせて、

一般職員の方もしっかり減らして、できる

だけ少ない人数で効率的にやろうとしまし

た。でも、この資料見ていただくと分かる

ように、定員の状況は、これ、人口千人あ

たりの職員数。こちらは、8.06 人。平均の

ところが、5.89 人でありますので、ずいぶ

んのこの市は職員がたくさんいるというふ

うに見えるかもしれない、これは努力して

ないんじゃないかっていうふうに思われる

わけです。でも、そうじゃないんです。先

ほど申しましたように、一般の職員の人数

は一生懸命削ったんです。でも、市民の求

める先進的なきめの細かい行政をやるため

には、やっぱり専門家を雇わなきゃいけな

いわけですよね。先ほどの、障害児のため

とか、障害者のための質の高い行政サービ

スをやるためには、やっぱりプロじゃなき

ゃだめですから。そうすると、そうした専

門家はなかなか減らせない。専門家の人件

費は、一般の職員より給料は高いですから、

人件費も高くなります。一般の職員さんを

総務省の基準に基づいて、一生懸命人員削

減しても、人件費は相対的に高くなり、そ

の結果、一般の行政をつかさどる職員は、

他の自治体よりも特別少なくなるのです。

総務省の基準通りに行政改革＝経費縮減努

力を行い、その結果、一般の職員は通常の

自治体の職員より人数が少ないけれど、他

の自治体と同じだけの行政サービスも提供

しなければならないわけですから、日頃か

らＵ市の一般職員は他の自治体の職員に比

べて何倍も働いていた。そこに震災が起こ

って、その対応がまたその人数の特別少な

い一般職員に集中してしまった。こういう

事態になっていたわけです。 
④④④④財政力財政力財政力財政力のののの高高高高さとさとさとさと民力民力民力民力のののの弱弱弱弱ささささ   

U 市は、お金は持っている。行政職員の

士気も高い。でも職員の多くは、住民にサ

ービスを提供することが行政の仕事であっ

て、住民が公を担うパートナーという感覚

がなかった。もちろん住民も地方税を納め

ているのだから行政が住民にサービスを提

供するのが当然と考えていた。住民にはコ

ミュニティがなかった。まさに都市型住民

の典型のようなところです。新しいマンシ

ョンがたくさん立ち並び、いかにもコミュ

ニティはなさそうなのですが、そこの町内

会の加入率は 100％だそうです。栃木でも
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7 割を超えるくらいなのに、Ｕ市の特定地

域の加入率は本当に高いのです。私が驚い

ていたら市職員さんは、「何のことはないん

です。マンションの管理費の中に全部町内

会費を徴収していますから、全戸強制的に

入っているということです。だけど、町内

会費っていうのは彼らにとってはマンショ

ンの管理費だから、そのサービスは自分た

ちがやらなくてもだれかがやってくれるも

のという感覚サービスを持っているようで

す。行政に対しては税金を納めているわけ

ですから、行政サービスを提供してくれる

のが当たり前、自分の自宅周辺の町内につ

いては町内会費を払っているわけですから、

町内会がやってくれるのが当たり前、町内

会というのは自分たちが会員であって、自

分たちでその仕事をやらなければならない

という感覚がない。そういうような感覚の

なかで、今回のような大きな震災が起きて

しまいました。ここは、電気もガスも水道

も甚大な被害を受けました。近所付き合い

があれば、マンションの二十何階の、ちっ

ちゃい子どもを持つお母さんが、隣にちょ

っと子どもを預けられれば、安心して一人

で水を持ってこられでしょう。でも現実は、

日頃の付き合いがないので、子どもを抱え

てお水を持って、行ったり来たりしなきゃ

いけない。コミュニティが形成できていな

い地域の住民にはそういう問題も起こって

くるわけです。地域の実情への対応より、

国のいうとおりの経費縮減に一生懸命まじ

めに取り組んできた。でも、日本の地方行

財政制度では、その市は、経費縮減を図る

必要がない特別の地域だった。ほっといて

も税収はどんどん入ってくるという全国の

中で本当に数少ない極めて恵まれた自治体

なのです。それがどういうことを意味する

かを住民はそれを知らないし、知る必要す

べもない。 
 

５．自治体財政の考え方について 

住民の意思であるから、住民の意思に的

確に応え行政運営をしっかりやること、こ

れが 終的には住民のためにならないこと

も実は非常に多いということを、住民も行

政も知っておく必要があるわけです。住民

にとって耳触りなことは伝えられていない、

行政にとって説明しにくいことを説明して

いない。それぞれの市や町の実態が、一般

のマスコミで報道されている感覚とその地

域の状況と著しく異なっていたとしても、

住民は一般のマスコミで言われていること

を信じている。こうした状況が世論を形成

していることも、頭の隅においておかなけ

ればならないことです。世論の動向、聞き

かじった生半可な知識で財政需要の決定を

してしまうと本来はその地域のことを思っ

てやったとしても、それは後から大変なこ

とになることも多い。素人が素人であると

いうことはどういうことなのかを認識しよ

うとしないことは、本当はとっても怖いこ

とでかつ大変危険なことであることを知ら

なければなりません。素人であることが素

晴らしいというのは、専門的知識がうまく

機能していることが前提です。素人の意見

が間違っていること、どこがどう間違って

いるか政府がきちんと説明できる体質があ

って初めて、素人の意見が大変意味を持っ

てくるのです。近年の意思決定機能には、

それが大きな問題になっているのではない

でしょうか。Ｕ市の場合ですと、会計年度

独立の原則というものを知っているかどう

かここが重要です。これによってＵ市が考

えなければならないことは違っているので

す。日本の政府の場合、会計年度っていう

のは、毎年 4 月 1 日から翌年の 3 月 31 日
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までという一年間という期間で区切られて

おりまして、その各会計年度における支出

は、その年度の収入をもって、これを支弁

しなければいけない。そういう決まりがあ

ります。10 年先であろうと、20 年先であ

ろうと、日本国が存在する限りは、法律に

基づいて、必ず税収が挙がってくるわけな

んですよね。ある時期においては、多額の

借金がある時期もある。ある時期において

は、借金がほとんどない場合もある。ある

時点において財政状況が非常に悪い、だか

ら、そのことだけで単純にけしからん！と

いう話がよく出てきます。国のように、歳

入の半分が借金で毎年賄われている、将来

の世代に負担を押し付ける形にしている、

でもその使い道は将来の世代が使えるもの

ではなくて、今の我々の医療や福祉や介護

といった今生きている人のためにすぐに使

われてしまう、借金だけが将来の世代の人

のつけになる、それも、その将来世代は今

よりずっと数が少ない、これはやっぱり大

変な大きな問題です。 
でも地方公共団体では、そういった借金

の仕方を許してくれません。足利の場合で

すと、何年か前、将来負担が非常に高い時

期があった。なぜ、高かったかというと、

下水道の整備を一生懸命やっていたから、

ほかの町に比べて非常に将来負担が大きい、

という数字が出ていたわけです。この下水

道整備が、足利の将来の住民にとって大変

有用で、将来の町の状況に合っていたとし

たら、確かに短期的には財政状況悪くなっ

ているかもしれないけれども、それが足利

にとって必要であるならば、それは決して

無駄ではありません。一時期財政状況は悪

くはなりますが、それはどこかでやらなけ

ればならないことであるなら、それは無駄

だとは言えません。しかし、その下水道整

備が現在の住民・将来の住民にとって無用

であったとしたら、その場合の多額の借金

づけの財政は、地方公共団体においても大

変問題のあることです。地方公共団体の財

政の状況の判断というのは、ある時点のあ

る状態を取り上げてそれを必要以上に問題

視するのではなくて、将来の市の進むべき

方向性を考えて、その観点から判断するこ

とも実は大変重要です。問題になるのは、

その構造のなかで、いろいろな問題がある。

この構造について、少し考えておく必要が

あるだろう。それは、それぞれの、U 市に

代表されるように表立ったことではなくて

も、それぞれの地域の課題、地域の問題に

合っているかどうか、地域が、こういうふ

うに進みたいときに、それが、お金の支出

が、その方向に合っているか。そうであれ

ば、多額の投資であろうが、何であろうが、

無駄ではないでしょう。しかし、地域はこ

っちの方向行きたいのに、別の方向にいっ

ぱいお金使っているとしたら、それは大き

な無駄になる。 
だから、 終的に地域の将来像を、どう

いうふうに考えていくのか？ということで

す。まず、行政の無駄ということが、いろ

いろな形で今、議論されていますけれども、

実は、その無駄というのは、企業が考える

ような経費の問題や、ちょっとした効率性

の問題とは、少し離れたところで考えてい

かなければいけない時点に達している。官

から民へとか、国から地方へというような、

行政の一部を民間の力を借りてっていうこ

とが、全部になってしまっている。それを

もう 1 回、ちょっと考えてみたい。民間の

力というのは、それは本当は一部なんだよ。

この部分の経費縮減とか削減っていうのは、

実はあんまり大してできなんですよ。 
次のページのほうの、財政分析の分析表
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の指標の読み方っていうので、少し、ちら

っと書いていますけれども、財政の状況ど

うなのっていうようなことを聞かれたとき

に、気になるようだったら、この分析表を

見ると、大体の状況はある程度分かります。

相対的な評価というのはここで分かります

が、そこである程度の、そのときの、ある

時点のそれぞれの市とかそれぞれの町の財

政の全般のことは分かります。分かります

が、そこからは実は行政の無駄とか、こっ

ちの方向にお金を使っていくべきという答

えは用意されていない。私がやっているの

は、財政というので、皆さんが、こういう

方向に向かっていきたいということがあっ

たときに、お金はこっちの方向から持って

こられるでしょ、ここの部分はこういう方

向なんだから、こっちは要らないでしょっ

ていう議論をいたします。 
そこで、もう一つ間違えていけないのは、

その方向にいくためには、どんな方向であ

ったとしても、多額の財政資金が必要にな

り、それは必ず誰かが負担しなければなら

ないのです。今までは、自分ではない誰か

が、自分達の世代ではない将来の世代に負

担を押し付けたわけですけれど、それはも

う許されません。誰かがではなくて、自分

が・自分達が負担しなければならないこと

を覚悟する、その上で、その地域の将来の

あゆむべき方向性を考える。それにあった

財政運営が可能かどうかも考慮する。こう

したことを意識しながら、知恵と労力負

担・税負担をみんなで出し合いしながら、

持続可能な社会システムを構築することが

必要です。 
政府は企業とは違う。国と地方公共団体

もやれること、やらなければならないこと

もはっきりとした違いがある。お互い知ら

ないことは実はとっても多い。知らないで

済ませられることではないということも多

い、特に若い世代の方。こういう点をよく

認識したうえで、地域の未来像を考えて頂

きたいと思います。  
ご清聴ありがとうございました。 

 
司会 

ありがとうございました。まず、ちょっ

と学生には難しかったかもしれません。あ

たかもエコノミストの田中直毅さんの名文

を読むような、言いたいことをぎりぎりの

ところで寸止めで言う表現、分かる人には

分かるし、分からない人には分からないと

いう表現があったと思うので。 
しかし、一つ私なりの理解をすれば、財

政に関するいろんな指標がある。それを分

析しても、その地域の欲していることや将

来が見えるわけでもないというふうに理解

してよろしいですか？少し乱暴な言い方で

すが。 
和田講師 

財政学を否定することになりますから、

そこまでは申しませんが、そういう望む方

向は、財政は財政の、学問としての財政は

ございますが、望む方向のお金の使い道は

見えませんよということですね。 
司会 

だから、その方向性が明快であれば、そ

のために、財政力指数が一時的に悪化した

としても、それが許容範囲である。あるい

は、幾らか財政力指数が上がろうが、市民

の望まない方向であれば、それは単に指標

が良くなってる以上の意味ではないのでは

ないかと。 
これもかなり厳しいことをおっしゃって

いると思うんですが。取りあえず私の理解

ですが、そんなに大きくは外れていないと

いうことの確認だけでやめさせていただき

－123－



ます。あと、ご質問なり自由にお願いした

いと思います。 
Ｃ氏 

U 市はすごく財政的に、ここに書いてあ

るように豊かなところなんですけどね、あ

る意味じゃ、非常に国の方針に従っている

という形を取って、自分の一番正しい道を

取ってるわけですね。いわゆる行政の改革

が行われている。そういう問題が、結果的

に、本当にプラスかマイナスかっていう、

一般的な公共投資っていうか、財政規模、

もしくは財政の投下、そういうものだけで、

今まで、論じ合ってきてるわけだけど、実

は公認会計士的にいえば、貸方借方で、将

来的な貸方の勘定は何になるのか、借方勘

定は何になるかっていうような部分が、長

期的な展望として、一般に財政的にも暴い

てくる必要があるんじゃないかというよう

なことをおっしゃっているような気がした

んです。 
和田講師 

まさにそういう心配を、U 市の方、市役

所の方はなさってるんです。今、若い都市

で、いろんなことをやってらっしゃって、

そして、いろいろな地域からたくさんの若

い世代が選ばれて集まってくるわけなんで

す。けれど、現実にはまだそんなに、ほか

の大規模ニュータウンで見られるような現

象は起こってこない。それはなぜかという

と、やはり東京から非常に近い。立地の優

位性というのがまだまだ非常に強い。都内

ではうちを持てないような、土地付きの住

宅には住めないような層が、住宅を求めて

来る層がかなりまだいるんで、その層が定

住化を図ってるので、地域の衰退は思うほ

どなく、今のところはうまく乗ってる形の

ようですね。ただ、行政はその辺りは大変

危機感を持っていて、それで一生懸命、行

革をやっているようですね。 
Ｃ氏 

やり過ぎもあるんじゃないですかね。 
和田講師 

やり過ぎもあると思います。 
Ｃ氏 

U 市の場合は、もとも非常に交通の便が

悪いところにありますね。それが極端に、

良くなってきてる。というより全く社会的

環境が違ってきたんですね。そこで、足利

市の人件費が高いって先生はおっしゃった

んだけど、あれ、実は栃木県のなかで一番、

市の職員の平均年齢が高いんです。だから、

結果的にそうなったんです。 
和田講師 

ああ、そうだんだすか。本当に、そうい

うように、私は知らなかった。今の話のよ

うに、財政の指標っていうのは、何かおか

しいなって思うところっていうのが、必ず

その背景がある。社会がおかしくなったと

きに、 後におかしくなるのが財政。国の

財政赤字もそうですけれど、それが全部、

集約される形になる。なぜそうなるかとい

うと、社会の問題を解決するのが 終的な

ところは政府がやればいいわけですから、

政府がいろんな形をやると、お金があるう

ちはいろんなことできるんで、問題はある

程度、解決する。だけど、 終的にはお金

がもうなくなって、放っとく形にならざる

を得ないときに、やっぱり財政が大変おか

しいのが出てくる。 
Ａ氏 

両毛地域の財政という面から、全体とし

て、両毛の評価はどうなんでしょうかって

いうことが 1 つと、そういえば足利は、私

も経験していて、財政、たとえば介護の問

題とか、そういう人々の付き合いの仕方、

コミュニティっていうんですかね、そうい
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う問題っていうのは、ちょっとお金に換え

難い問題があって、足利は、私なんか住み

にくいとこがあって、すごい結束が強いな

というような感じがあって、市のほうの行

政以上に民間のほうががっちりとやってる

なという感じもするんですよ。だから、そ

ういう意味では、たとえば両毛全体見て、

財政力とか何かじゃなくて、そういうコミ

ュニティの力っていうのは、何か差がある

かどうかという、何かあれば、ちょっと教

えていただきたい。たとえば宇都宮とか、

なんかと比較して。 
和田講師 

コミュニティの力っていうのを、じっく

り分析したことがないんで、何ともいえな

いですけれど。ただ、日頃から感じている

のですが、これはコミュニティの文化によ

るものが非常に大きいと思います。この前、

佐野にシンポジウムに出たんですけれど、

佐野の方はみなさん論客が多くて、シンポ

のような表の舞台で、皆さん、しっかりし

ゃべる。自分の意見をはっきり言う。足利

の方も、それぞれの文化に対して誇りを持

ってらっしゃるんで、皆さん公式の場でも

しっかり自分の意見を主張する方が多いと

私は思っているが。 
ところが、宇都宮や那須では、公式の場

で自己主張はあまりしない。特に地元の方

は。絶対、ほかの人に恥をかかせないよう

非常によく気遣う。そういう文化的な違と

いうのは非常に感じますね。コミュニティ

の相互扶助っていう面から見ると、那須は

いろんな形で、言わなくてもいわれなくて

も、いろんな形でお互い助け合う。既に相

互扶助関係がある。政治の力や行政の力を

借りなくても、自分たちの力で静かに問題

解決しようとする。問題解決の段階が、行

政の段階にいくのか、地域コミュニティよ

りもっと下、町内会のご近所付き合いのと

ころでやるのか、そこと文化的背景との関

わりがあるのかもしれません。というもの

があるのかもしれません。 
Ｄ氏 

私は中心市街地のまっただなかに住んで

いるんですけれども、少子高齢化、もろに

かぶさっておりまして、まちづくりか、町

の活性化っていうものも含めて、区画整理

を基盤にしたまちづくりをやるという考え

方で十数年、運動してきたわけです。市の

ほうも、それまでないお金のなかから、そ

れなりのことをしてくれたんですけども、

新しい市長に替わって、何の相談もなく、

お金がないという一言の下に、それがやめ

られてしまったわけですね。それで、住民

も高齢化が進んでいるなかで、そういう区

画整理をやりながら、まちづくりをしよう

ということに、なかなか積極的になれなか

ったんですけども、一生懸命説得して、市

の行政の方と一緒になって約 10 年。 
そして、我々はこういう町をつくります。

そして、そういう町によって、この足利市

の中心市街地の活性化に寄与できる。そし

て、若い人たちも住めるようにするという

ものをつくって、市長に出したんですね。

そこで、出したところで市長が交代して、

すべてボツになってしまった。区画整理を

やろうということに決定して、逐次進んで

きたもんですから、中心市街地なもんです

から、公共用地、道路とか公園用地を市が

買い上げてするということで、相当買い上

げた。それを中止してしまったために、異

常な形の歯抜けの状態になった。 
それまでは空き家が非常に多かったわけ

ですね。空き家の間に 80 代の高齢の人が

住んでいるというような町のなかだったも

んですから、非常に危険だということで、
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そういうところを市が積極的に買い上げて

いって、そこを、建物を壊して空き地にな

ったもんですから、今見ると、非常になん

ていうか、東京の一部の都市のような虫食

い状態になってしまった。 
市長にはそういうことも十分に説明をし

たつもりなんですけども、お金がないとい

う攻防なんですけど、何回言っても、お金

がない。お金がないから何もしないという

ことは、政治じゃないだろうと私は思うし、

市長にも直接言いたいと思うんですけども、

言って、また何かもっとひどいことになる

とつらいですから、今のところ、直接は言

いませんけれども、市の方には言ってるし、

市の方は、部長あたりから十分に一緒にや

ってきましたから、承知してるんですけれ

ども、やっぱりお金がない。お金がないか

らできないよっていう言い方。これが果た

して、政治家としていかがなものかと思う

んですね。 
それと、我々、もう十数人一緒に行って、

市長に綿々と訴え、文書を差し出しても、

返事がその一言というのは政治じゃないだ

ろうなと思うんですけども、選挙で選ばれ

た市長ですから、悪口言っても始まらない

ですけども。 
私は社会福祉法人の役員をやっとりまし

て、そういう社会も見て、今もやっておる

から、よく分かっていますし、町内の役員

もやっておりますんで。実は明後日、町内

の夏祭りをやるんですけども、ずっと 20
年ぐらい続いてきてるんですけども、今ま

で年々、住民も多く集まって、盛んになっ

てきたんですけれども、初めやっていた役

員、それから手伝ってくれる人が、15 年た

っても全く新しい人が入らないですね。い

ないんですね。それで、もうみんな 70 代

になってしまったと。 

今まで通りにもうできないから、今年か

ら規模を縮小しようというんで、半減より

も 3 分の 1 減ぐらいにしてしまったんです

ね。そういう形で明後日やるんで、どうな

るだろうなと心配してるんですけども、や

っぱりお金を寄付じゃないんですけども、

いろんな売店を出して、それを買ってもら

うんですけども、それも年々減ってきてい

るというような形で、私はもう 70 代から

80 代に近づいておりますので、もうあきら

めた。 
なるようになれと。このまんま放っとけ

ば、もう完全に崩壊してしまって、立ち直

ることは不可能だろうなと。私どもの町内

だけじゃなくて、中心市街地のどの町内の

役員の方たちに会って聞いても、皆、同じ

なんですね。もう住んでる人が、以前は 60
代だったんですけど、70 代、80 代になっ

てしまったと。それで、子供はもういない

から、年寄りだけで住んでいる。そして、

それが空き地、空き家の間にぽつりぽつり

というようなのは、この足利市の中心市街

地の実態ですね。市長が、お金がないから

何もしないよと言ってるんですから、今更、

政治に首を突っ込むという年じゃありませ

んから、誰かそういう人がいないかな。出

てくれば、その人を応援しようとは思って

おりますけれども、現実問題として難しい。

もう先行きがない。 
Ａ氏  

日本じゃもう、民間の人の寄付とか、浄

財とか、そういうことでものが進むってい

うことは非常に少ないですよね。外国はそ

れが非常に多いですよね。いろんな信仰と

か何かいろいろあるんでしょうけど、なん

でそういうのができないのかなって。足利

の人、結構、お金を持ってるんだと思うん

だけどね。 
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Ｄ氏 

うん。でも、徐々になくなりましたね。

やっぱり足利銀行の倒産が非常にこたえて

るんですね。あのときには、足利市のなか

であの足銀の株を持ってる人で倒産した人

って、ほとんどいないんですよね。資産家

だったんですね。資産として、足銀の株を

持ってた。だから、お金持ちの人に聞くと、

何万株って持っていたっていう人がもう、

特に中心市街地のなかの昔から繊維関係で

お金持ちだった人たちっていうの、持って

たんですね。 
それが倒産したときには、直接はこたえ

ませんでしたけども、やっぱりこれだけ年

数がたってくるとこたえてきて、お祭りを

やるとか、何かを買おうかというときに、

寄付をもらったときに、いいよってどんと

出してくれた人、それがもう出せない。ま

たは、出してくれって言えない。大体分か

ってますからね。 
だから、やっぱりもう。町内会ぐらいの

細かい、いろんなことを、町内の事業やっ

たり、ものを買うときには、寄付をいただ

くってことも多かったんですけども、気持

ち良く出してくれた人たちも、まあ、勘弁

してくれとなるし、半分出したのが 3 分の

1 になって。それからもう高齢になって亡

くなってしまった。後継者がいない。そう

いう形で、本当に日々、生活してるなかで、

実感として、実感としてというよりも、も

っと切実ですね。 
和田講師 

そうですか。 
Ｄ氏 

ええ。身を切られるような思いでいると

いう形ですね。 
Ａ氏 

何か起爆剤ないですか。 

和田講師 

私は財政学者なので、恐らくその市長さ

んと同じようなスタンス、要するにお金が

ないからできませんって言わざるをえませ

ん。でも本当は、それに必要なお金は別に

ないわけじゃあないんです。金額は大きく

ないですから。要するにそこに向けるかど

うかの問題です。 
日本の国家財政に多額の借金がある。こ

れは今に始まったことではありません。で

も、やっぱり待ったなしの深刻な問題です。

こうした深刻な事態は財政健全化の問題に

重点を置かざるをえなくなりましたし、政

策実施の優先順位も変えざるをえません。

日本の国債は９５％くらいを日本国民が持

ち、残り 5％くらいを海外の方がお持ちで

す。国債をお持ちの日本国民の方は、やは

り高齢者の方が多いです。日本の国債は、

日本国にとっては借金ですが、それを持っ

ている人にとっては資産です。国民にとっ

てはたくさんの資産を持っていることにな

ります。日本の皆さんが持ってくださって

る預貯金が 1,200 兆円ぐらいあるんで、大

体 10 年ぐらいの間に財政を何とかすれば

何とかなるけれど、これをもうちょっと先

延ばししちゃうと、高齢者の方たちが貯め

てきたものを殆ど取り崩さざるをえないの

で、国債が海外の所有者が多くなる。その

前に何とかしたい。これは外に出ちゃって

っていう話になるんで、この間になんとか

したい。海外の方がお持ちになると、日本

の国際的な信用とか、世界経済の状況、他

国の状況の変化とか、政治情勢っていうも

のが、すぐ連動してしまう。これはやはり

深刻な事態を非常に招きやすくなります。 
中心市街地の衰退の問題とか、それから、

今皆さんが持っているいろんな失望感って

いうものも、行政に携わってらっしゃる方、
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それから、そういう公共に携わってらっし

ゃる方の脱力感、これは本当にもうすさま

じいものがあるだろうなと思うんですよね。

というのは、やっぱり今まで制約を持たな

いで、どんどんやっていけばよかったんだ

けれど、今のいろんな公の話って、誰かに

必ず負担させる話ですよね。その財源をど

うすかっという。 
今、日本がやらなければいけないことが

たくさんある。たとえばこの人たちの就職

はどうすんのよ。この人たちが就職ができ

ないとどういうことが起こるか。今度、大

学を卒業してすぐフリーターで出ちゃうと、

もう 1 回戻ってくる場所ってないんですよ。

これも今すぐがんばって応援してあげなけ

ればとんでもないことになっちゃう。 
若い世代の人たちというのは、所得が低

し、非正規雇用も多い。所得が低いもんで、

結婚もしにくい。結婚しても、奥さんを養

っていけない。なので、結婚もなかなかで

きない。私たちの代の女性は、「働こうかな、

働くのよそうかな？」なんていうのんきな

ことを言っていたんだけど、若い世代の人

たちは働かないとやってけない。でも、こ

の人たちの競争相手っていうのは、日本社

会の状況じゃなくて、一方では世界で一番

優秀な層とも競争しなければならないし、

グローバル経済の発展途上国の 低賃金で

競争している人たち、その人たちの賃金と

競争していく世界のなかにいる。ここも

我々はしっかり理解しておく必要がある。

若い人たちをちゃんと教育して、かつそう

いうような人たちがこれから社会を持続し

て、この人たちがどんどん活躍してくれな

いと、我々の生活って成り立っていきませ

んから、そういう部分をどうするかとか。 
今、そういう危機的な財政状況のときに

残ってるお金っていうのはすごく少ないけ

れど、今、目の前で起こっている、これ放

っておくと、本当に 10 年 20 年で労働市場

の担い手がいなくなりますから、これが非

常に深刻な状況になるんで、ここに重点的

にお金を配分するとか、配分の順位ってい

うものが、これが本当に難しい。 
足利の状況がどうかっていうのは、ちょ

っとそれは分からないところですけれど、

多分、市の方たちも、それからもちろん市

長さんも、それからほかの地域の方たちも

同じように失望感と喪失感を持っていらっ

しゃると思います。でも、失望感と喪失感

を持っている場合じゃないんですよ。みん

なみんな、がんばってもらわなきゃ。そう

いう社会のメカニズムをどう変えていくか。

ほかにもいろんな大きな問題があって、こ

こまでは我慢できて、ここと、誰かと何か

協力できれば、新しい展開みたいなものが

できる、やっぱりみんなでがんばらなきゃ。 
事実、今ここに大学生の方たちがこうや

って来て、異世代でいろんな議論ができる

場ができているわけで、それでまたちょっ

と新しい何か展開がもしかしたらできるか

もしれない。というような何か、そういう

工夫みたいなものを少し考えられるように

やらなきゃいけないんですよね。なかなか

ね。でも、うんざりしますよね、本当ね。 
Ｄ氏 

そうですね。政治の世界っていうのはま

た別もんですからね。 
和田講師 

別もんですよね。 
Ａ氏   

今度、先生に別もんの世界に入ってもら

って・・。 
和田講師 

いやいや。私は地方財政が好きで、わざ

わざ学者の世界に入ってますので。 
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司会 

さて、もっと時間が欲しいところなんで

すが、お約束の時間になりました。 後に、

この際、ご質問をというのがあれば、お受

けしておしまいにしたいと思うんですが、

よろしいですか。どうです。 
Ｅ氏 

じゃ、すいません。身につまされる話を

いただきました。今やはり地域振興の行く

べき方向が本来の方向とはずれているんじ

ゃないかと伺いました。2 つほど、どうし

たらいいのかなと思うんでお聞きします。 
市の行きたい方向というようなことで、

今、市長が交代して、政策の優先順位が変

わったということがありまして。市もいわ

ゆる総合計画案をつくっておりますが、ど

うしても皆さんの意見を取り入れていくこ

とが総花的になりまして、足利市はこっち

だというふうな方向性をなかなか見いだせ

ない。逆にそれをどうやって見いだしたら

いいのかなというふうなところをお聞きし

ます。 
それから足利の税収のあがってる部分は

ありますけれども、地方自治体の徴税権、

自主権は、少なくはないんですが、市町村

で大口税を持っているところはほとんどな

い。このところで事務的には、まず来年の

歳入をはかって、それでやれるところをや

ろうというふうにどうしても予算を組んじ

ゃっています。そうしますと、人が少なく

て、やるべきことをだあっーとやるとなか

なか、こちらが必要だというところに傾斜

をつけて進めないっていうところが正直な

ところです。その 2 つの部分ですね。 
方向性の部分と、やっと今やってるなか

でも、力点を置いて自治体がもうちょっと

いいよ、ということがあったらお伺いした

いと思います。 

和田講師 

この問題にすぐに的確に答えたら、私は

学者ではなくて、他で活躍していると思い

ます。ただ、やっぱり言えることは、もう

こういう混乱と迷走の時期なので、市長さ

んも市役所の職員さんも、どこの地域もそ

うですけれど、覚悟を決めないと駄目です

よね。要するに住民のエゴというか、住民

のいろいろな要求にもう応えきれない。こ

れは確かですよ。もうそういう要望のなか

で、全部応えたらもうきりがないし、絶対

応えられない。これはもう、結論としてあ

ると思います。学者はこういう無責任なこ

とを平気で言うんですよね。でも事実です。

私たちのような無責任だけれど、客観的中

立的立場の人間が直接話させていただくと、

市民の方は結構納得してくださいます。内

心、総論賛成、各論反対何でしょうけれど。

きっと同じことを、市役所の職員さんや政

治家さんが行くと必ず怒られるでしょうが。

なぜ納得していただけるかというと、私は

色眼鏡で見ないし、市の立場を代表してい

るわけではないし、直接利害関係があるわ

けではない。市民が本当に知りたい・聞き

たいのは、市の本当の状況なんだと思いま

す。それぞれの立場からの話ではなくて。

市の職員さんも言いにくい。誰かは応援す

るけれど誰について、僕たちは知らないよ

といっているわけですから。市政を預かる

方たちは、やはり言えないことだと思いま

す。対立している市民それぞれが見えちゃ

っているから。でも、市民の本音は、納得

できる方針があれば、もうある程度、我慢

せざるを得ないっという覚悟のようなもの

が今市民の中に根付いているのではないか

と私は思います。それが、今回の東日本大

震災が、我々にくれた財産じゃないかと。

もうこういう時期なんで、もう我々は何ら
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かの形で我慢しなきゃいけない。必要なの

は、何をどう我慢すればいいのかっていう

ことの合理的な方針だと思います。合理的

な方針があれば、市民に、それをどう話を

するか、伝えるかっていうことだけだと思

うんですよね。みんなそれぞれが好きな場

所に住んで、豊かな老後を送って、行政か

ら社会からいろいろなものをもらうけれど、

自分だけは、今以上税負担も労力負担も絶

対しないなんて、まともに社会とかかわっ

ている人は、声を大にしていうべきではな

いし、それはもう許されないことですから。

許されない状況であることを理解していな

いのであれば、理解できるまでしっかり説

明するのが政府の仕事、行政の仕事です。

現在の税金納めるときは、誰だっていやと

感じていてもそれを口に出さない、出せな

いでしょう。国民の義務ですから。ちゃん

と論陣を張って、ちゃんと議論に勝てるよ

うに、行政の立場をしっかり主張するパタ

ーンになっていかざるを得ない。でないと、

もう事態は収拾できませんから。 
もう 1 つのほうの徴税権の話ですか。そ

っちも何かをやろうとしたら必ずたたかれ

ます。心配しなくても、行政は今どこへ行

っても悪口言われます。程度の差こそあれ、

必ず言われますので、それを気にしていて

もはじまらない。それよりも、意味がある

こと、それから職員さん自身が納得できる

形のものを提示することが大事です。全体

としてはこうだから、ここは市民にもう我

慢してもらおうよ、負担してもらおうよっ

ていう合理的な納得する部分を提示したほ

うが私は絶対いいと思いますし、そうすべ

きだと思います。遠慮しても、何を言って

も絶対たたかれますから。もうこれは、も

う筋を通さなきゃいけないところだろうと

思います。すみません。学者って本当に言

いたい放題でいい商売だと思われましたか。 
Ｂ氏 

はい。 
和田講師 

そうなんです。町内全体でまとめて、町

内全体でこうやるしかないと思いますよ。 
司会 

それでは、よろしいですか。いずれにせ

よ、もう少し本当は時間欲しいんですが、

先生のお帰りの時間もありますので、これ

で取りあえず平成 23 年度の VAN-NOOGA
と足利工大の共同公開講座をおしまいにさ

せていただきます。では、通常ですと、こ

こで副会長のあいさつということになるん

ですが、一応、今回は、23 年度の 後とい

うことでございますので、会長、 後に一

言だけ締めていただきたいと思います。 
中川会長 

皆さん、今日はどうもありがとうござい

ました。台風で、今日はどうなるのかなと

思っておりましたけども、なんとか和田先

生の威力で、台風が逃げていったようなの

で。 
和田講師 

いえいえ。もう愛されていますから。 
中川会長 

無事、これで皆さん、帰られるようで、

ありがとうございます。今日は 後ですの

で、和田先生と、先ほど申し上げましたよ

うに、県の仕事でご一緒しました。宇都宮

でこんな先生が頑張っておられるんだと思

っていましたが、今日お話を聞いて、その

とき以上の迫力を感じまして。 
和田講師 

いえいえ、もうかわいらしくなりました。 
中川会長 

ありがとうございます。財政の話と、お

金の話と、今のように日本国中、今日も国
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会でいろいろ議論しておりまして、なかな

か見てるだけでもくたびれますけどね。い

や、日本、どうなっちゃうんだろうかって

思いますけども、こういう先生方もおられ

るし、我々も頑張れば、日本は大丈夫。サ

ッカー「なでしこジャパン」じゃないけど、

沢選手みたいにもう１点ゲットするぐらい

の元気でいきたいと思います。今日は本当

にどうもありがとうございました。 
和田氏講師 

どうもありがとうございました。 
司会 

本当にどうもありがとうございました。

今年度の公開講座、これにて終了したいと

思います。また次年度も、頑張りたいと思

います。ですので、こんな先生の話を聞き

たいとか、こういうテーマでというような

ことがありましたら、またいつでもご連絡

いただければ、できることはできるし、で

きないことはできないので、その範囲で頑

張りたいと思います。 
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 平成 23 年度公開講座「地域活性化社会システム論」の講演録が刊行できることになりま

した。足利工業大学と足利まちづくりセンターVAN-NOOGA の協働による地域の活性化に

向けた活動の成果と自負しております。 
 
 本年度は、3 月 11 日に発生したマグニチュード 9.0 の地震、それに伴う津波、さらに福

島第 1 原発の事故により、2 万名近い方々が亡くなられたり、未だ行方不明の状態にありま

す。心からご冥福をお祈りいたします。さらに、罹災された上、今なお故郷を遠く離れて

避難されている大勢の方々にお見舞い申し上げます。 
 本学にも東北地方出身の学生も多く、決して災害の外にあった訳ではありませんが、直

接的な被害は軽微でした。そうした中、我々のできることを考え、震災からの復旧・復興

に向けて、日本中で一人でも多くの日本人ができることを地道にやることが、大切と思い

なして、本講座の継続に勤めました。 
とはいえ、本講演録ができたのは、遠く足利の地まで足を運んでいただいた講師の方々

と参加された市民の皆様のお陰です。まず、お礼申し上げます。そして、共に日本の復興

に向けて、自らできることを行うことによって参加しましょう。 
 

 本講座でお話しいただいた講師の中には、仲間と共に避難された方々や被災地まで足を

運んで罹災れた方にコーヒー煎れるという活動を通じて得た経験を語ってくださった方も

いらっしゃいました。まちづくりとは、地域活性化とは何かを受講生一同、改めて考える

機会をいただいたように思います。 
 
 本年度の活動を通して、公助と自助の間にある「共助」を今ほど大切に思ったことはあ

りません。そして、この「共助」こそが、まちづくり、地域活性化の原点です。地域の復

活は、地域自らが主役となりやっていくしかないし、また、それは可能のだと改めて確認

する一年間だったようにも思えます。 
 
足利市はもちろんですが、お隣の鹿沼市、佐野市の地域活性化の動きも知り、高齢社会

での活動を再確認し、行政と市民が一体となった、即ち、公助、共助、そして、自助が一

体となった活動の重要さを勉強した今回の公開講座であったと思います。 
最後に、「我々も足利、両毛地域、いや北関東の活性化に向けて、できることから、やっ

て行きます。そして、それが震災から復興する日本の明日に繋がることを信じて」本講演

録をまとめました。 
 

編集後記編集後記編集後記編集後記    



本公開講座を開設するにあたり、ご協力をいただいた内閣官房地域活性化統合事務局、

栃木県県土整備部都市計画課、足利市企画課の皆さん、また、裏方を勤めていただいた足

利工業大学の総合研究センターと庶務課、VAN-NOOGA 事務局の皆さん、そして、機材運

搬、設置に協力してくれた研究室のスタッフ、学生諸君にお礼を申し上げます。 
 

 末尾ながら、講演録の編集にあたり、テープ起こし原稿の校正には注意したつもりです

が、不備な点もあるかと存じます。お気づきの点があれば、下記までご連絡いただければ

幸甚です。                             （簗瀬範彦） 
 
                  〒326-8558 足利市大前町 268-1 

足利工業大学工学部都市環境工学科 
地域・都市計画研究室 
 
TEL 0284-22-5684 
FAX 0284-64-1061 
Email:yanase.norihiko@v90.ashitech.ac.jp 
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